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1.序

1) 本 稿 の 目 的

 ア フ リカ 中 南 部,ザ ン ビア,マ ラウ イ,モ ザ ン ビー クの3国 が 境 を 接 す る高 原 地 帯

に,み ず か らを チ ェ ワ(Chewa)1)あ る いは チペ タ(Chipeta),ズ ィンバ(Zimba)と

よ ぶ人 々 が居 住 して い る。 彼 らの言 語 は いわ ゆ るバ ン トゥ系 の言 語 の ひ とつ で あ り,

そ の話 者 数 は100万 人 を か な り上 回 る と推 定 され る。 こ こで は,'こ の 集 団 を チ ェワ族

と総 称 す る こと にす る。 チ ェ ワ族 の 名 は,そ の邪 術 信 仰 に関 す るマ ー ウ ィ ックの 研究

[MARWICK 1965]に よ って広 く知 られ る よ うに な った。 以 来,邪 術 ない し妖 術 の

信 仰 が 徹 底 し た 社 会 と し て,チ ェ ワ社 会 は エ ヴ ァ ンス=プ リチ ャー ド[EVANS=

PRITcHARD l937]に よ って紹 介 され たザ ン デ族 の 社会 と並 び称 され て きた。 実 際,

チ ェ ワの 人 々は事 実 上 すべ て の 死 の 原 因 を人 間 の邪 術 に帰 し,死 や病 が発 生 す る度 に,

それ が 誰 の 呪 い に よ って 引 き起 こされ たの か を 知 るた め,伝 統 医 の も とに足 を運 ぶ 。

当 然,彼 らの 社会 で は,そ の よ うな邪 術 に 対 抗 す る手 段 も多 様 な発 達 を み せ て い る。

*国 立民族学博物館第2研 究部

1)以 下,チ ェワ語の表記は,M・E. Kashoki and M・Mann[1978]に 従 う。なお,名 詞につい

 ては,複 数形の使用が慣用化 してい るもの以外 は,原 則と して単数形のみを記 した。
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中でももっとも重要視されているのが,動 ・植物を主素材とした 「薬」の使用である。

しかしながら,マ ーウィックの研究は,邪 術の告発がいかなる社会関係において多発

するかといった社会学的な議論に終始 しており,ど のような 「薬」がどのような病の

ために利用されるかという,邪 術や病に対抗する実践的 ・技術的な問題には触れてい

ない。本稿は,筆 者の学んだチェワ族の 「薬」の用法をできるだけ網羅的に記載し,

邪術 ・妖術信仰 と結びついた動植物の 「薬」用に関する基礎的データを提供すること

を目的としている。

2) 調 査 の 方 法

 筆 者 は1984年7月 か ら1986年1月 に か けて の 約1年 半 にわ た り,ザ ン ビア共 和 国東

部 州 に位 置 す るチ ェ ワ族 の 村,カ リザ(Kaliza)村 に住 み こん で 調 査 を お こな った。

 チ ェ ワの社 会 に おい て 治 療 の手 段 と して も っと も重 要 視 され て い るの は 「薬 」(マ

ンク ワ ラ,mankhwala)で あ る。 「薬 」 につ い て は,一 般 の 村 人 も一 定 の知 識 を共 有

して い る もの の,そ の十 全 な 知 識 は ンガ ンガng'angaと よば れ る伝 統 医 の手 に委 ね

られ て い る。 しか も そ れ らの 知 識 は伝 統 医の 「財 産」 と され,秘 義 的 な性 格 を も っ

て い る。 それ ゆえ,筆 者 は カ リザ 村 の近 隣 に住 む3人 の伝 統 医 に 師事 す る こ と によ っ

て,彼 らの有 す る 「薬 」 に 関す る知 識 を学 ぷ こ とに した。 ひ と りは政 府 公 認 の 伝 統 医

免 許 を もち,東 部州 一 円 か ら患 者 を集 めて い るF・ ビ リ(F.Phiri)氏 。 あ と のふ た り

は,公 認免 許 は も たな い が,近 隣…で は 有 能 な 伝 統 医 と して 知 られ る 。A・ ビ リ(A.

Phiri)氏 とS・ ビ リ(S. Phiri)氏 で あ る2)。

 「薬 」 に関 す る調 査 は,ふ たつ の 方 向 か ら進 め られ た。 ひ とつ は,ま ず,チ ェ ワの

人 々 の病 気 の 分類 を 明 らか に した 上 で,個 々の病 気 の 治 療法 を観 察 と聞 き取 りに よ っ

て記 録 す る とい う もの で あ る。 ただ,こ の 方 法 で は,病 気 の 治療 以 外 の 「薬 」 の用 法

が把 握 され な い う らみが あ る。 この た め,今 ひ とつ の 方 法 と して,筆 者 が 知 りえ た す

べ て の植 物 と動 物 につ いて,そ の 「薬 」 と して の用 法 を聴 取 した。

 「薬 」 と して の使 用 が確 認 され た 植 物 は,そ の標 本 を筆 者 自身 が採 集 し,そ れ をザ

ン ビア大 学生 物 学科 ハ ーバ リウム の バ ト リックS・M・ ビリ(Patric S・M・Phiri)氏 に

同定 して い た だ い た。 ま た,動 物 の 種 名 の 同定 に は,ザ ン ビア国 立公 園 ・動 物保 護 局,

チパ タ(Chipata)出 張 所 の 技 官 で,チ ェ ワ族 出身者 のJ・c・ バ ンダ(J. C. Banda)氏

とG・N・ ム ベ ウ ェ(G.N. Mbewe)氏 の協 力 を 得 た。

2)社 会の中での伝統医 の微妙な立場 に鑑みて,個 人名を フルネームで表記す ることはあえて避

けた。
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3)調  査  地

 ザ ン ビア に お け るチ ェ ワ族 の居 住 地 は,標 高1300メ ー トル 内 外 の高 原 地 帯 で あ り,

ジ ャケ ッイバ ラ亜 科(Caesalpinioideae)のBrachystegiaやJulbernardiaを 主 要 樹 種 と

す る,い わ ゆ る ミオ ンボ(miombo)・ ウ ッ ドラ ン ド(乾 燥 疎 開 林)に 覆 わ れ て い る。

本 稿 で と りあ げ る 「薬 」 の 多 くは,こ の ミオ ンボ の森 に 自生 す る植 物 と そ こに 棲 息 す

る動 物 を 素材 と した もの で あ る。

 チ ェ ワ族 の生 活 は トウモ ロ コ シを主 作 物 とす る農 耕 に大 き く依 存 す る。 伝 統 的 に は
くわ

鍬を用いた焼畑移動農耕が営まれていたが,近 年政府の農業振興策によって急速に農
                     すき

業の近代化が進み,現 在では化学肥料の使用やY'を使った牛耕が普及 しつつある。た

だ,チ ェワ族に牛が本格的に導入されたのは比較的新 しく,19世 紀末に牧畜民 ンゴﾘ

(Ngoni)族 と接触 して以 降のことである。 チェワが伝統的に飼養 してきた家畜 ・家

禽としては,山 羊,豚,犬,鶏,鳩 があげられる。狩猟は,個 人的な活動として散発

的におこなわれているにすぎない。動物性蛋白獲得源としての狩猟活動の重要性は,

少なくとも今日ではきわめて低 くなっている。

 チェワ族の社会は妻方居住を原則とする母系制の社会である。あえて単純化してい

えば,こ の社会では生まれてきた子供は母親のものであって,父 親のものではない。

ただし今 日では政府の施策もあって,父 系原理の導入がさまざまな面で進みつつある。

 この社会には 「ニャウ」nyauと よばれる仮面舞踊の秘密結社が存在する。 成人男

子は原則 として全員がこのニャウの成員となる。ニャウの機能は葬送儀礼において仮

面舞踊を演 じ,死 者の霊を慰めて祖霊に移行させることにある。この葬送儀礼はまた,

ニャウの結社への加入儀礼,す なわちチェワの男性の成人儀礼をも兼ねている。0方,

女性は女性で独自の成人儀礼 「チナムワリ」chinamwariを 営む。チナムワリは,初

潮を迎えた少女を0定 期間隔離し,女 性としての嗜みを教え込む儀礼である。そこで

与え られる知識は,ち ょうど仮面についての知識が男性だけの秘密とされているのと

同様,女 性だけの秘密とされている。

 政治の面についていえば,現 在のザンビアにおけるチェワ族の社会は,パ ラマ ウン

ト・チーフ(Gawa UIldi)を 頂点とし,そ の下に領域を分有する領域チーフ(manbo)

が配され,各 チーフ領に各々村長(mfumu)を 頂 く数百の村落が内包されるというピ

ラミッド型の構造をもつ。筆者が住み込んだカリザ村は,チーフ・ムワンガラ(Mwan-

gala)領 に属する人口約140人 の村であった。
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π.チ ェ ワ社会 にお け る医療 概観

 チェワ族にとって 「薬」は病気の治療だけに用いられるものではない。それは病気

や災害の予防に用いられ,惚 れ薬や強壮剤など何 らかの能力の創出 ・強化のためにも

用いられる。また,他 人に病気や災害をもたらすためにも使用される。ただ,そ うし

た 「薬」の用途の中で,病 気にかかわるものがもっとも大きな比重を占めていること

も事実である。チェワの人々の病気に対する観念や態度をふまえずして,彼 らの「薬」

について語ることはできない。そこで,「薬」の具体的な用法を論 じる前に,ま ずチェ

ワの人々の病気観とその病気の治療に従事する伝統医について概観 しておきたい。な

お,チ ェワ族の医療の実態に関しては,別 稿[吉 田 1986]で 論じた。 ここでは,そ

れを要約するかたちで,以 下での議論の理解に必要な最低限の情報を提示するに留め

る。

1) チ ェワ族 の病 因論

 チ ェワ の人 び とは病 気(matenda)の 原 因 を さま ざ ま な事 柄 に結 び つ けて 解釈 す る。

ま ず,多 くの 病気 は 「神 の病 」matenda ya mulunguと い わ れ,神(mulungu)に 由

来 す る もの と され て い る。 と はい え,そ れ らの病 が人 間 の 過 ち に対 して神 が罰 を加 え

た もの と考 え られ て い るわ けで は な い。 神 が造 った な ん らか の虫(kalombo)が 体 に

入 つて病 気 を 起 こ して い ると みな され るだ けで あ る。 なぜ そ の虫 が体 に 入 った のか は

さだ かで ない。 チ ェ ワ族 の表 現 を借 りれ ば,「 神 の病 」とは 「勝 手 にや って きた病 」で

あ り,あ え て 原 因 を求 めて も世 界 の 究極 因 と して の神 に しか帰 せ られ な い病 の こ とで

あ る。

 こ う した 「神 の病 」 に対 して,「 人 間 の 病 」matenda ya muntuと よ ば れ る病気 の

カテ ゴ リ0も 存 在 す る。 これ は,人 間 が行 使 す る邪 術(ufiti)に よ って 引 き起 こされ

た とみ な され る病 の総 称 で あ る。 こ こで い う邪 術 とは,特 別 な威 力 を もつ と考 え られ

る物 質,つ ま り 「薬 」 の 操作 と,呪 い(u-10za)と に よ って,他 人 に 危害 を加 え よ う

とす る行 為 を さす 。 邪 術 を行 使 す る人 物,邪 術 師 は ン フ ィテ ィnfitiと よ ばれ る。 チ

ェ ワの人 々 は ン フ ィテ ィを,さ らに ンフ ィテ ィ ・ヤ ・ム ペ ラ ・ンジルn丘ti ya mphe・

ra njilu「 恨 み か ら人 を 殺 す 邪 術 師 」 と ンフ ィテ ィ ・ヨ ・デ ラ トゥnfiti yo dyelatu

「人食 い邪 術 師 」 とに分 けて い る。 前者 は,恨 み の あ る相 手 を 呪 って 病 気 に した り殺

した りす るも ので,そ の 呪 い方 は先 輩 の 邪 術 師 や薬 草 医 か ら学 ぶ とされ て い る。 一方,

後 者 は死 者 の 肉欲 しさに人 を病 気 に して殺 す ものを い う。 い ず れ の場 合 も,病 気 を誘
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発 す る テ ク ニ ック は さま ざ まで あ り,症 状 もそれ に 応 じて多 様 な性 格 を 示 す 。 な かで

も 「人 食 い邪 術 師 」 に は数多 くの神 秘 的 な イ メ ー ジが 付 与 さ れ て い る。 た とえ ば,彼

らは ライ オ ンやハ イ エ ナ,イ ノ シ シな どを 作 りだ し,そ れ を使 魔 と して 派 遣 して,人

や 家 畜 や畑 を襲 うと い う。 彼 ら自身 が こ う した 動物 に変 身 す る こと もあ る と いわ れ る。

そ して,死 者 を墓 場 か ら掘 り出 して 食 べ るの も,こ の 「人 食 い 邪 術 師」 の 習性 と され

る。

 病 気 の 中に は,「 自分 で 引 き起 こ した病 」matenda yo zibwela yekaと 分類 さ れ る

病 もあ る。 患 者 の 過失 で 引 き起 こさ れ た病 で あ る。具 体 的 に は,性 病 や 薬 害,怪 我 の

ほ か,ム ドゥロmduloと よ ばれ る,禁 忌 の 侵 犯 に起 因す る病 が 含 ま れ る。 ム ドゥロ

とは セ キ を主 訴 と し,最 終 的 に は胸 に切 られ た こ と を示 す赤 疲 が 浮 か び,死 に 至 る

と され る病 で あ る。 チ ェワの 人 々 は,世 界 の 諸 事 象 を 「熱 い」u-thentaも の と 「冷

い 」u-zizilaも の との二 つ に 分 類 して認 識 して い る。 た とえ ば,村(mudzi)は 「熱

く」,ブ ッシ ュ(thengo)は 「冷 た い」。新 しい畑(phanje)は 「熱 く」,古い畑(tsala)は

「冷 た い」。 人 間 も時 と場 合 に 応 じて 「熱 く」 な った り 「冷 た く」 な った りす る。 人 間

は性 交 に よ って 「熱 く」 な る。 他 方,成 人儀 礼 や喪 に服 して い る人 は こ との ほか 「冷

たい 」 と され る。 「熱 い」・「冷 た い 」 とい う概 念 は力(mphamvu)の 有 無,と くに繁

殖 能力 の有 無 にか か わ って い る よ うに思 わ れ るが,一 般 に 「熱 い」 者 が 「冷 た い」 者

とと もに塩 の入 った食 物 を 食 べ る とい うか た ちで 接触 す る と,「熱 い 」者 は 「冷 た い」

者 を 「切 り」u-dula,「 冷 た い」 者 の ほ うが 病 気 に な る と いわ れ る。 こ の病気 が ム ド

ゥ ロmduloで あ る。 た とえ ば,成 人儀 礼期 間 中の 少年 ・少 女 が性 的交 渉 を も った男

女 に接 触 す る と,相 対 的 に 「冷 た い 」少 年 少 女 の ほ うが ム ドゥロ の 病 に かか る とい う。

 この ほ か,チ ェ ワ族 の あ いだ で は,埋 葬直 後 の死 者 の霊(chiwanda cha muntu wa

kufa)や,定 め られ た葬 送儀 礼 を経 て祖 先 の仲 間入 りを した祖 霊(mzimU ya makOrO)・

それ に ニ シ キヘ ビや ラ イオ ンな ど の動 物 の 霊(chiwanda)も,人 に と り愚 い て病 を お

こす と考 え られ て い る。 ま た,最 近 で は,キ リス ト教 で い う聖 霊(mizimu ya mu-

lungu)も,人 に懸 依 して 病 を 引 き起 こす と考 え られ る。 な お,こ れ らの うち,動 物 の

霊 や 聖 霊 に 愚 依 され た人 物 は,そ の愚 依 を 自分 で コ ン トロ ール で き るよ うに な る と・

霊 媒 と して 活 動 す る こ とに な る。

 病 気 の原 因 は以 上 の よ う に多 様 な事 象 に帰 せ られ るが,実 際 に は,そ の 中 に病 因 と

して頻 繁 に言 及 され る もの もあ れ ば,め った に人 々の 口の端 に の ぼ らな い もの もあ る。

表1は,筆 者 が住 み込 ん だ カ リザ 村 の 住 民全 員 を対 象 に して,1985年1年 間 にか か っ

た病 気 に つ い て お こな った 対面 調 査(実 施時 期 は1986年1月)の 結 果 を,症 状 の 重 さ
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表1 病因と症状(Kaliza村 居住者の1985年1年 間の病歴調査 より)

                         r斜免…毎!kt reA昌1AA{Sl、

＼ 、 原因

症状 ＼
神 人間

(邪術)

動物霊 祖霊 死者

の霊

  自分の過失

細 けカ1性病離

遺伝 未詳 計

   1

(病気だが歩 ける)

   2

 (寝込んだ)

(死ぬ磁 つ㍊   

死 i

42

26

15

一

4

5

28

8

一

一

1

一

一

一

2

-1

一

一

一

一

一

2

1

2

一

一

 l

l

l

2

}

}

-

1

一

2

-

1

 

21

22

15

一

71

56

67

8

計 }831451112i■213国li 3158i2・2

*重 病(症 状3)中 ,邪 術が原因 とされ るものの割合:53.8%(28/52)(原 因未詳の ものを除 く)

 死亡例 中,邪 術が原因とされ るものの割合   :100,0% (8/8)

と原因との相関を求めるかたちに整理したものである。症状の重さは3段 階に区別さ

れているが,こ れは,チ ェワの人々が病気について語るとき,そ の症状を,① 「病気

だったが歩けた」yo yenda nayo,② 「寝込んだ」yo gona,③ 「死ぬかと思った」

yo detsa nkhawa,と いう3段 階に区別して言及することに着目し,それをそのまま援

用 したものである。また,原 因の欄には 「未詳」という項目が設けられているが,こ

れは回答者が 「原因など考えたことがない」 とか 「占い師に聞いたわけではないので

何 とも言えない」と答えたケースである。 したがって,こ の項に分類された事例のな

かには,最 終的にその左側に並ぶ諸原因に帰せられるべ きものが含まれている可能性

が残されている。

 表からわかるとおり,症 状1や 症状2な ど比較的症状の軽い病は,そ の大半が 「神

の病」とみなされる。これに対して,「死ぬかと思った」というほどの重症例(症 状3)

になると,原 因のわかっている症例の過半数が人間の邪術のせいにされるようになる

そして死に至 った症例については,そ のすべてが邪術によるものとされている。ここ

から,軽 症は 「神の病」,重 症および死 は 「人間(の 邪術)に よる病」という病因に

ついての一般的傾向が引き出せる。なお,留 意すべ きは,精 霊や祖霊のせいにされる

症例が極端に少ないことである。死者の霊に原因をもとめる病気に至 っては1例 もみ

られない。チェワの病因論の特徴は,重 度の病気の原因が圧倒的に邪術に帰せ られる

ことにあるといってよい。

2) チ ェ ワ社会 の伝統 医

チェワ族の社会では,伝 統的な医療に従事する専門家はンガンガ(・・9'anga・正 しく
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はsil19'anga)と よば れ る。 西洋 的 な診 療 所 や 病 院 の 医師 と区 別 す るた め,こ こで は

ンガ ンガ に伝 統 医 と い う語 を あ て る。 チ ェ ワの 人 々は この ンガ ンガ 「伝 統 医 」 を,さ

らに①(た だ の)ン ガ ンガ 「薬 草医 」,② ンガ ン ガ ・ヨ ●オ ンベ ツ ァng'anga yo om-

betsa「 占 い師 」,③ ア ミズ ィムamizimuの 三 つ に 区別 して い る。

 まず,「薬 草 医」 と は,患 者 の求 め に応 じて,症 候 な い し症 候 群 に 対 応 した 「薬 」 を

投 与 す る こ とを な りわ い とす る専 門 家 で あ る。 彼 らは病 気 の症 状 に よ って,経 験 的 に

その 病 の 原 因 を あ る程 度 ま で 同 定で き る。 そ して症 状 や 原 因 に応 じた 「薬 」 を患 者 に

投 与 す る。 か つ て彼 らは,病 気 の原 因に 邪 術 が 疑 わ れ る場 合,首 長 の 立 ち会 いの も と

に ム ワヴ ィ(mwavi:Cro∬ ψ'の1κノ診67鈎96)と よば れ る木 の樹 皮 の 浸 出液 を用 い て 試

罪(同 じ くム ワヴ ィと よば れ る)を お こな った 。 患者 に邪 術 を行 使 した者 が これ を 飲

む と,下 痢 を起 こ し,肛 門 か ら大 量 の排 泄 を す る とい う。 一 方,無 実 の者 が これ を飲

ん で も 口か ら吐 き戻 すだ けで あ ると い う。 今 日で は この試 罪 の方 法 は政府 の手 で 禁 止

さ れて い る。 この た め 「薬 草 医 」 に は,た とえ あ る病 気 が邪 術 に よ る もの とわ か って

も,そ の 邪 術 を か け た のが 誰 で あ るか はわ か らな い 。 そ れ を知 る に は,今 日で は 「占

い師 」 や ア ミズ ィム に頼 る ほか な い ので あ る。

 次 に 「占い 師 」 と は,さ ま ざ ま な方 法 を用 い て 病 気 や災 難 の原 因 を 占 い,そ れ に応

じた 治療 を お こな う専 門 家 で あ る。一た とえ ば,ア ズ ィバ ンボazibanboと よば れ る

霊媒 は,み ず か らに と り愚 いた ライ オ ン の霊 の力 を借 りて 占 う。 霊 媒 自身 は就寝 して

い るあ い だ に ライ オ ンの 霊 が 動 き回 って 病 や 災 害 の 原 因 を 探 りあて,夢 の 中で 霊 媒 に

そ の結 果 と最 適 な 治療 法 を告 げ る とい う。 「占い 師 」 の 中 に は,道 具 を 用 い て託 宣 を

得 る者 も含 まれ る。 ダ ィ カ ーの 角 を ヒ ョウ タ ン の表 面 に穿 った穴 に立 て,ヒ ョウ タ ン

を 振 って 角 の 動 き方 で 占 う もの や,ヒ ョウ タ ン に話 しか け る と,そ の ヒ ョウタ ン が喋

って託 宣 を くだす とい う もの な ど,さ ま ざ ま な方 法 が知 られ て い る。 い ず れ も,特 別

な 「薬 」 の力 に よ って 占 い が可 能 に な る とい う。

 ア ミズ ィム と は キ リス ト教 で い う聖霊 が態 い た女 性 の霊 媒 で あ る。 彼 女 らは こ の聖

霊 の 力 に よ って 占い と病 気 治療 を お こな う。 依 頼 を 受 け る と,ア ミズ ィム は患者 を前

に して修 道女 よ ろ し く頭 に 白 い布 を か ぶ り,神 に祈 りを捧 げ る。 ア ミズ ィムの そ ば に

は通 訳 を 務 め る介 添 え 人 が 立 つ。 介 添 え 人 は ア ミズ ィム の夫 が務 め る ことが 多 い 。 介

添 え 人 が讃 美 歌 を歌 う と愚 霊 が始 ま る。 体 に 痙攣 が走 り,ア ミズ ィム は低 い声 で 喋 り

出す 。、聖 霊 が ア ミズ ィ ムの 口を借 りて 喋 って い るの だ とい う。 その 言 葉 は一 言 ず つ 介

添 え 人 が 通 訳 し,患 者 お よび そ の家 族 との 間 で 応 答 が くりかえ され る。 最 終 的 に 病 気

の原 因 が 伝 え られ る。 再 び讃 美歌 が歌 わ れ る と葱 霊 は終 わ り,必 要 な薬 が投 与 さ れ る。
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 カ リザ 村 の 近 辺 に 関 す る限 り,今 日で は 「占 い 師」 の活 動 は ほ とん どみ られ な くな

って い る。 新 興 の ア ミズ ィム の勢 力 の伸 長 に と もな って,人 々が 彼 らの 占い に 頼 らな

くな って しま った か らで あ る。今 日,人 々が 病 気 に な っ た際 に頼 り う るの は,自 家 治

療 とい う方 法 を除 けば,「 薬 草 医」 か,ア ミズ ィム か,あ るい は西 洋 式 の診 療 所 ・病 院

か の いず れ か に限 られ る。

皿.チ ェワ族 の 「薬 」

1) マ ンク ワラとチ ズ ィ ンバ

 これまで,本 稿では 「薬」という語をとくに定義することなく用いてきたが,こ の

語はチェワ語でいうマンクワラ(mankhwala)の 訳語である。マンクワラという語で

指示される対象には,日 本語でいう薬のすべてが含まれる。それがマンクワラを薬 と

訳出した理由であるが,マ ンクワラにはそれ以外に日本語でならお守 りとでもいうべ

きものや毒,さ らには呪いの道具などが含まれる。このため,本 稿ではマンクワラの

訳語 として薬という語を用いる場合には,か ぎ括弧をつけて 「薬」という表記がなさ

れている。

 ところで,チ ェワの人 々はこのマ ンクワラ(「薬」)を,さ らに狭義のマンクワラ(以

下マンクワラとのみ表記する)と チズィンバ(chizimba)と に区別 している。両者は

おおむね植物性の 「薬」と動物性の 「薬」とに対応するが,そ のようにいうことはチ

ェワ族固有の概念を歪曲して しまう恐れがある。彼 らの分類に従えば,マ ンクワラと

は神が人間に病気の治療に用いることを前提として くだされたものであ り,一 方チズ

ィンバとは神は本来別の目的をもつ ものとして造られたが,用 い方によっては病気の

治療やお守 り,さ らには呪いの道具としての機能を果たすものである。素材の点か ら

いえば,マ ンクワラはすべて植物からなる。チェワの人々にとって,多 くの木や草は

病を治すために神が人間にくだしおかれたものにほかならない。一方,チ ズィンバの

素材には動物のほかに道具類や不特定の植物の特殊な部位などが含まれる。たとえば,

難産の治療のために安産で多産である犬の秘部の毛を与えたり,女 性の心を奪 うため

いつも女性のそばにある日の破片を用いたりする場合,そ れらのものはチズィンバと

みなされる。いずれもその本来の機能とは別の目的に用いられているからである。ま

た,マ ンクワラの素材のひとつに数え られ,本 来治療に用いるべきバオバブの木を,

その木の形態に因んで他人の体を腫れさせるのに用いた場合,そ の木はやはりチズィ

ンバとみなされる。治療という本来の目的以外の目的に利用されているからである。
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した が って,厳 密 に言 え ば,マ ン ク ワ ラと チ ズ ィ ンバ との 区別 は,素 材 の 区 別 で は な

く,使 用 法 の 区別 に基 づ く もの で あ る。

 な お,同 様 の薬 の2大 別 は,周 辺 の バ ン トゥ系 諸 民族 の あ い だ で も広 くみ られ る。

た とえ ば ホ ワイ トは,ル ヴ ァ レ(Luvale)族 に お け るヴ ィ トゥ ンブ(vitumbu)と ル

ペ ロ(lupelQ)と い う薬 の 区 別 を 植物 性 呪 薬 と動 物性 呪薬 との区 別 に対 応 させ て い る

[WIIITE 1961:35-38]。 ま た トンブ ウ ェ(Tombwe)族 に お いて 掛 谷 が 指摘 した ム

テ ィ(mti)と シコ メ ロ(sikomelo)と い う区 別 も 基 本 的 に そ れ に な らって い る[掛 谷

1978:2]。 一 方,タ ー ナ ー は ンデ ンブに お け る薬 の 同様 の二 大 別 を類 感 呪 術 と感 染 呪

術 との区 別 に 対応 させ て い る[TURNER 1967:304]。 しか しな が ら,少 な くと もチ

ェワ族 に関 す る限 り,マ ンク ワ ラ とチ ズ ィンバ との 区 別 は そ の よ うな外 的 な 基 準 に対

応 す る もの に はな って い ない 。

2) 「薬」 の用法

 筆者が 「薬」の用法を学んだのは主として薬草医からである。自家治療の 「薬」や

ア ミズィムの用いる 「薬」については,薬 草医が用いる 「薬」ほどには体系的な資料

を入手 していない。断片的に集あ られた情報からは,自 家治療の 「薬」やア ミズィム

の 「薬」も薬草医の 「薬」と同 じ原理に基づいていることがうかがわれるが,即 断は

避けなければならない。ここでは,筆 者が薬草医から学んだ知識を,と りあえずひと

つのまとまりとして提示することにする。もとより,薬 草医のもつ 「薬」の用法のす

べてを筆者が学び得たとは思われない。 しか しながら,調 査の末期にはすでに新 しい

素材や新 しい用途の情報に巡 り合 うことがほとんどなくなっていたことを思えば,チ

ェワの薬草医の知識について0応 の概観をおこなうにたるだけの資料は得 られたので

はないかと思われる。

 ただ,素 材の種類の数で350,用 法では700を越える事例のすべてをここで詳細に記

載する余裕はない。以下では代表的な 「薬」の用法のみを記述 し,す べての素材のす

べての用法は表のかたちに整理 して本論文の末尾に添付することにする。

〈体 中 の痛 み と吐 き気 を お こす 邪 術 とそ の 治療 〉

 邪 術 師 は さま ざ ま な 動 物 の 体 の 一 部 を チ ズ ィンバ と して用 いて カ ヨウ ェ ラ(kaya-

wela)と よば れ る小 さ な虫(kalombo)の0種 を作 り出 し,そ れ を他 人 の体 の 中 に送 り

込 ん で そ の人 物 に 病 を もた らす と い う。 狙 った相手 の とお り道 に 「薬 」で 線(mkwek。

we)を 引 き,相 手 が そ れ を踏 む と カ ヨウ ェ ラが彼 の体 内に入 り込 む とい う方 法 が と く

に よ く知 られて い る。 そ の際,邪 術 師 は相手 の 名 を唱 え た り,相 手 の服 の はぎ れ や排
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泄 物 を 「薬 」 に加 え る こ とに よ って,カ ヨ ウ ェ ラを 特定 の相手 に選 択 的 に送 り込 め る

と い う。 カ ヨ ウェ ラは邪 術 師 が 自然界 に 存 在 す る動 物 そ の他 を まね て作 った もの で あ

るが,普 通 の人 間 に は見 え な い と考 え られ て い る。 この 種 の病 は ム チ ェゾ(mchedzo)

と総 称 され る。 た だ,そ の症 状 は送 り込 まれ た カ ヨ ウ ェ ラが何 を まね た ものか に よ っ

て変 わ って くる。

 チ ェワ の 薬 草 医 に よ る と,体 中が 痛 ん で 吐 き気 を と もな う 病 気 は クマ ネ ズ ミ病

(mchedzo wa nkhoswe)と よ ば れ,邪 術 師 が クマ ネ ズ ミ(nkhoswe)の 歯 や爪 を チズ

ィ ンバ と して 用 い て,患 者 の体 の な か に クマ ネ ズ ミの 格 好 を した カ ヨ ウ ェ ラを 送 り込

ん だ た め に お こ る とさ れ る。 その カ ヨ ウェ ラが 患 者 の 体 の 内部 を 歯 や爪 で ひ っか くが

ゆ え に,患 者 は全 身 に痛 み を覚 え る とい うので あ る。 この 種 の病 の 治療 に は,ク マ ネ

ズ ミの爪 と,ム サ ンバ ・ム フ ム(msamba mfumu:β7砺 妙∫`望εα卿6⑳ 撒 ∫∫)と い う木

の 皮,お よ び ムニ ョカ(mnyoka:σ ∬∫勧 α6∂7副α'α)とい う木 の根 を 燃 や して 得 た灰 を,

患者 の体 の各 所 に つ け た傷(mphini)に 塗 り込 む。 ま た,同 じ 「薬 」 を トウモ ロ コシ

の粥(phala)に 混 ぜ て服 用 させ る。 そ の際 に は,薬 草 医 が 「クマ ネズ ミの爪 よ。 患 者

は おま え に ひ っか か れ て い るよ うな痛 み を感 じる。 この 病 が,病 を送 り込ん だ主 の も

とへ戻 るよ うに」 とい う呪 文 を唱 え る。 クマ ネ ズ ミの 姿 を した カ ヨウ ェ ラは邪 術 師 に

行 け と言 わ れて そ の 患者 の体 の 中 に入 り こん で きた の で あ るか ら,そ の カ ヨ ウ ェ ラに

「も との と ころ に返 れ 」 といえ ば,病 は那 術 師 の もと に帰 るはず で あ る。 これ が,薬

草 医 が邪 術 に よ る病 の 治 療 に,邪 術 師 が使 った と考 え られ るの と同 じ動 物 を 用 い る理

由で あ る。 この療 法 は同 種 療 法 と よぷ こ とが で き るで あ ろ う。 な お,上 の 治療 で用 い

られ るム ニ ョカ は さま ざ ま な傷 の治 療 に有 効 性 が確 認 され て お り,こ こで は カ ヨ ウェ

ラ によ って作 られ た 体 の 中 の傷 を治 す の に添 加 さ れ て い る。 ム サ ンバ ・ム フム に つい

て は,酸 味 の 強 い樹 液 が 邪 術 師 の送 った カ ヨ ウ ェ ラを殺 す と も,ま た その 赤 い樹 液が

血 を増 や す作 用 を もつ と も説 明 され る。

〈便 秘(kawinde)を 起 こす邪 術 とそ の 治療 〉

 クサ ガ エ ル(kalamatila)は 木 に張 りつ い て じ っ と して い る こ とが 多 い。 クサ ガ ェ

ル の方 名 「カ ラマ テ ィ ラ」 は 「張 りつ くもの 」 の 意 で あ る。 邪 術 師 は,こ の クサ ガ ェ

ル を チ ズ ィ ンバ と して 用 いて,ク サガ エ ル の 形 を した カ ヨウ ェ ラを作 り出 し,そ れ を

他 人 の体 の 中 に送 り込 む 。 す る と,こ の カ ヨ ウ ェ ラが腸 壁 に張 りつ い て,排 泄 を妨 害

し,極 度 の便 秘 を 引 き起 こす 。 この種 の 便 秘 の 治 療 に は,ク サ ガ ェ ル を乾 燥 した もの,

チ ガ ガ(chigaga:Maprounea africana)の 根,カ ピェ ピエ(kapiepie:Cassia katangensis)

の根 を と もに揚 い て粉 に し,カ ユ(phala)に 加 え て飲 む。 クサ ガ ェル を 使 う の は・
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邪術師が用いたテクニックを逆に繰 り返すことで,病 を送 り返すという同種療法であ

る。チガガは,下 剤としての有効性が広 く知 られている。カピエピエは樹液がぬるぬ

るしていて,詰 まった排泄物を滑 らせることができるという。

〈カウタ(kauta)と いう邪術により妻のもと以外では性欲を感じな くなった夫 の治

 療〉

 夫の女遊びが激 しい場合,妻 は自分のもと以外では夫が性欲を感 じなくなるように

する邪術を行使することがある。この邪術およびそれによる症状はカウタとよばれる。

カウタとは小さな弓の意であるが,そ の名称の由来 は不明である。また,そ の邪術の

行使の方法 も,夫 の陰毛や精液を使 うという以外定かではない。ただ,筆 者の師事 し

た薬草医のひとりは,自 らがこの邪術の犠牲になった際,以 下のような治療をおこな

った。すなわち,シ ロァリを縫い針で差 し,そ れを寄生樹の皮と トウガラシの根の破

片とともに持ち主のわか らない布切れに包んで次のように唱える。「おまえは縫い針だ。

縫い針が一度布の裏へ突 き抜けても必ず布の表に戻って くるように,こ の病が病を送

った主の もとに帰ることを願う。おまえはシロア リだ。 この根がカウタ(小 さな弓)

という病であるなら,お いておいた弓の弦をシロア リが食べて切って しまうように,

この病気を切 りなさい。 おまえは寄生樹だ。 おまえ は友のもとでしか生 きられ ない

弱々しい木だ。 そして私 も,今 妻のもとで しか生きられない弱い体になり果てた。

この病気が送 り主のもとに帰ることを願う。おまえはトウガラシだ。おまえは赤い実

をもち,し か も食べればヒリヒリす る。この病気をおこした彼女が,赤 い血を流 し,

ヒリヒリとした痛みを感 じることを願う。ただ,こ れらのものを包んでいるこの布を

裂けば,彼 女の病はすぐに治るであろう」。この呪文のなかには,「薬」として用いられ

る成分の効能とその原理が明確に述べられている。寄生樹を用いるのは・これまでの

例と異なり,必 ず しも邪術師が寄生樹を用いて患者を寄生樹と同じような状況に陥れ

たという確信があってのことではない。 しか し,患 者を寄生樹になぞ らえ,そ の寄生

樹のような病が送り主のもとに返ることを願うのは,や はり同種療法の1種 とみなす

ことがで きる。なお,す べての治療に際 して上のような入念な呪文が唱えられるわけ

ではないが,「薬」の素材の使用理由について薬草医が与える説明が,こ うした呪文を

踏まえてなされているのは事実である。そして,本 稿における 「薬」の使用理由の説

明もまた,そ れに依拠している。

〈配 偶 者 の姦 通 を 阻 む リカ ン コ(likhanko)と い う邪 術 と そ の治 療 〉

夫 婦 の一 方 が,配 偶者 の姦 通 を 阻 む た め,動 物 の体 の 一 部 を と り,他 の 「薬 」(詳
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細 は不 明)と 混 ぜ て,呪 文 を 唱 え な が ら配 偶 者 の食 べ物 の 中 に密 か に入 れ て お くこ と

が あ る。 そ れ を食 べ た夫 か 妻 が 愛 人 と交渉 を もつ と,食 べ た本 人 で は な くそ の 愛人 が

病 気 にな り,つ い に は死 に 至 る とい う。 こう した 姦 通 を阻 む た めの 邪 術 は,0般 に

リカ ンコ(likhanko)と よ ばれ るが,チ ズ ィ ンバ に どん な 動物 を用 い るか に よ って犠

牲 者 の症 状 が変 わ って くる。 ヒキガ ェ ル(thise)を 用 い れ ば ヒキ ガ ェル の よ うに愛 人

の体 が腫 れ,整 地 した 道 か ら外 れ る と す ぐに 転 んで しま うア カハ ネ ジ ネ ズ ミ(SUSU円1-

ra:道 を横 切 れ な い もの の 意)を 用 い れ ば愛 人 は道 を横 切 ろ う と した途 端 死 ん で しま

う。 そ して,ハ ー テ ビ ース ト(nkhondzi)を 用 いれ ば,ハ ー テ ビー ス トの よ う に背 が

曲 が り,首 をま っす ぐに立 て て い られ な くな る とされ るの で あ る。 最 後 の例 の 治 療 に

は,ハ ー テ ビ ース トの首 の皮 を燃 や して 得 た灰 と,カ ヴ ン ドゥラ(kavundula:Psoro・

spermum febr�ugum),ン サ ンベ(nsambe:学 名 不詳),バ ンゴ(bango:Phragmi tes

mauritianus)の いず れ も根 を粉 に した もの を 混ぜ て,患 者 の 背骨 に 沿 っ た部 分 につ け

た傷(mphini)に 塗 り こん で ゆ く。 ハ ーテ ビース トを用 い るの は,そ れ が こ の邪 術 の

行 使 者 に よ って送 り込 まれ た もの だ か らで あ る。 同 じ素 材 を 逆 用 す る こ とで,病 を 送

り主 の も と に送 り返 す ことが で き る と考 え られて い る。 カヴ ン ド ゥラは,ウ ヴ ン ドゥ

ラu-vundula「 か き回 す 」 とい う動 詞 との 連 想 か ら,患 者 の 首 を よ く 動 くよ うにす

るの に効 果 が あ る と信 じ られて い る。 ンサ ンベ は水 草 で あ る。 それ を 与 え る こ とで,

堅 くな った骨 に水 分 を 補 給 す る こ とが 意 図 されて い る。 ま たバ ンゴ はま っす ぐな幹 を

もつ こと か ら,患 者 の 猫 背 を ま っす ぐにす るた め に投 与 され る。

〈下 痢,血 便(mimba mwa kamadzi)の 治療 〉

 この病 気 は神 が 作 った 虫 に よ って も,ま た 邪術 師 が送 り込 ん だ カ ヨウ ェ ラに よ って

も起 こ る。 治療 に は ム ロ ンベ(mlombe:Pterocarpus angolensis),ム カ ラ ・ン シンガ

(mkala nsinga:P67乞60ρ ∫f∫sp・〉,ムニ ョカ(mnyoka:Cassia abbreviata)の いず れ も樹

皮 を 水 に 浸 し,そ の水 で 粥 を つ くって服 用す る。 ム ロ ン ベ とム カ ラ ・ン シ ンガ とは 樹

液 が赤 く出血 を補 う とさ れ る。 一 方 ム ニ ョカ は酸 味 の あ る樹 液 が 出血 を起 こ して い る

腹 の 中の 傷 の 治 療 に有 効 だ と い う。

〈皮 膚 病(viphere)の 治 療 〉

 皮 膚 に ピン ク色 で 円形 の斑 点が で き る こ とが あ る。 患 者 が以 前 に ゾ ウ(njovu)の 肉

を摂 取 した こ とが あ る場合,そ の 斑 点 はゾ ウの肉 に よ って 引 き起 こ され た と み な され,

「ゾ ウの皮 膚 病 」viphere va nj ovuと 名づ け られ る。 この 病気 を 治療 す るに は・ ゾ ゥ

の皮 の ほか,カ ラマ テ ィラ(kalamatila:Aeschynomene fulgida)の 木 の 葉 と根,チ ャ

ンズ ィ(chanzi:Trichodesma physaloides)の 根 を と もに揚 い て 粉 に し,「 この 病 が も
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との とこ ろへ帰 るよ うに」 と念 じな が ら,そ れ を 患 部 に 塗 りつ け る。 また,ム ワ レ

(mwale:Sterculia quinqueloba)の 木 の皮 と根 を 浸 した 水 で 患 部 を洗 う。 ゾ ウの皮 が 用

い られ るの は,こ の 病 が ゾ ウの 肉 に よ って もた らされ た と考 え られ る か らで あ る。 こ

こで も,病 を 引 き起 こ した もの に 「も との とこ ろへ 帰 れ 」 と命 じれ ば,病 を 送 り返 せ

る と信 じ られ て い る。 カ ラマ テ ィラ は,そ の 葉 が す ぐに人 の体 に 「張 りつ くJ(ウ ラ

マ テ ィ ラu-1amatila)の で この名 が あ り,患 部 を もと ど お りに 「張 りつ け る」 た め に

加 え られ る。 ム ワ レは樹 皮 が す べ す べ して お り,そ れ を添 加 す る こ とで 患者 の 皮 膚 を

そ の よ うなす べ す べ した状 態 に戻 す こと が意 図 され て い る。 チ ャ ンズ ィにつ い て は,

酸 味 の 強 い樹 液 が 皮膚 病 に効 くとい う以 外 に 特別 な 理 由づ けは な され て い ない。

 この ほ か,皮 膚全 体 が 灰 色 に な り髪 の毛 も抜 け る病 はイ ボ イ ノ シ シ(kaphulika)の

肉の 摂 取,円 形 の 水 泡 の ま わ りに 発 疹 が み られ るの は カ ワイ ノ シ シ(nguluwe)の 肉

の 摂 取,湿 疹 が列 を な してで きるの は シマ ウマ(mbidzi)の 肉の 摂 取 に 原 因 が求 め ら

れ,チ ズ ィ ンバ と して そ れぞ れ の 動 物 の皮 が 治療 に用 い られ る。 い ず れ も病 変 した 皮

膚 に類 似 した皮 膚 を もつ 動物 の 肉の 摂 取 が 病変 の原 因 と され,そ の 同 じ動物 の 皮 を 用

い る こ とで病 気 を 送 り返 そ う とす る もの で あ る。 同種 療 法 のひ とつ とい え る。

〈夫 の姦 通 に よ って 妊 娠 中 の妻 が罹 患 す るム ドゥロ(mdulo)の 治 療 〉

 チ ェ ワの 社会 で は,婚 外交 渉 がか な り頻 繁 に お こな われ る。 しか し,妻 の妊 娠 中 に

夫 が姦 通 を 犯 し,妻 と と もに塩 の入 った 料 理 を食 べ る と,性 交 に よ って 「熱 く」 な っ

た夫 が相 対 的 に 「冷 たい 」妻 を 「切 り」u・dula,妻 の方 が 咳 を と もな う結核 様 の病 気

「ム ドゥ ロ」mduloに 苦 しむ とい う。 こ の種 の 病 の 治 療 に は,犬 の ペ ニ ス の先 の毛 と

尾 の毛 を ム チ ェ レケ テ(mchelekete:3ω α7癖α7ηα4α9α翅 γε6蔵∫)の 樹 皮 と と もに燃 や

し,そ の灰 を食 物 に混 ぜ て妻 に摂 取 させ る。 ま た,ク ンダ ブ ウ ェ(kundabwe:』9α 一

thisanthemum globosum)と ム トゥンダ(mtunda:Turraea robusta)の 根 を 浸 した 水で

カ ユ(phala)を 作 り,そ れ に塩 を加 えて 妻 に飲 ま せ る。犬 の場 合,雄 犬 が どん な相 手

と交 わ って も,雌 犬 は ム ドゥ ロに苦 しむ こ とな く,沢 山 の子 を生 む 。 そ れ ゆ え,犬 を

チ ズ ィ ンバ に 用 い れ ば,妻 の 安 産 が保 証 さ れ る。 ム チ ェ レケ テ は,そ の実 が腹 の突 き

出た妊 婦 の よ うな か た ち を して い る と ころ か ら,妊 婦 が胎 児 を そ の ま ま維 持 で き るよ

う にす るた め に用 い られ る。 ク ンダ ブ ウ ェは樹 液 が 赤 く,血 を増 やす の に効 果 が あ る

と い う。 塩 は血 行 を促 す。 ム トゥ ンダ に は 咳 の治 療 薬 と して の有 効 性 がみ とめ られ て

い る。 な お,成 人儀 礼 を 受 けて い る少 年 少 女 が,儀 礼 の 執 行者 が性 的交 渉 を も った た

め にム ドゥロ にな った 場合 に は,上 述 の 「薬 」 の う ち,犬 の 毛 を 除 い た もの が 用 い ら

れ る。
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〈仮 面 をか ぶ った 踊 り手(nyau)に と り愚 い た死 者 の霊(chiwanda)の 除 去 〉

 葬 送 儀 礼 に おい て死 者 を 表 す 仮面 をか ぶ った 踊 り手 が死 者 の 夢 を見 るの は,そ の死

者 の霊 が踊 り手 の 体 に 愚 依 した こ との表 れ と され,そ のま ま 放 置 す る と踊 り手 は発 狂

して つ い に は死 ん で しま う とい わ れ る。 そ こで この よ うな夢 を 見 た もの は,た だ ちに

ニ ャフ ンゴ(nyafungo:Acacia m兤rothyrsa)の 根 を浸 した 水 で体 を洗 い,さ らに その

水を 自分 の寝 所 に散 布 す る。 また,お な じニ ャ フ ンゴ の樹 皮 の 繊維 を腕 に巻 く。 ニ ャ

フ ン ゴ は強烈 な匂 いを もち,そ の 匂 い に耐 え か ね て死 者 の霊 も逃 げ 出 す と され る。

<大 型草 食 獣 に対 す る狩 猟 儀 礼(u-vumura)と そ れ を せ ず に 病 気 に な った 狩 人 の 治

 療 〉

 ケ ープ ・エ ラ ン ド(nchefU),バ ッフ ァ ロー(njati),ハ ー テ ビ ース ト(nkhonzi),

ク ドゥ(ngoma),ウ ォ ータ ーバ ック(chuzu),イ ンパ ラ(mphalaま た はnswala)ど

い った 中 ・大 型 の ウ シ科 動 物 や,ゾ ウ(njovu),サ イ(mpembere)な どの 草食 性 の

中 ・大 型 動 物 は,狩 りで 殺 さ れて も,そ の ま まで は死 後 の排 泄 を しな い と考 え られ て

い る。 それ を そ の ま ま食 べ る と,食 べ た者 は腹 が 膨 れ,つ い に は死 に至 る と され て い

る。 この た あ,こ れ らの動 物 を仕 留 め た場 合,狩 人 は時 を おか ず に獲 物 の尾 を 結 び,

さ らに ム トゥ ンダ(mtunda:Turraea robusta)と い う木 や ワ ン ジェ(wanj e:学 名不

詳)と い う草 の根 を噛 ん で,そ の か す を獲 物 の 口 と肛 門 に吐 きか け る。 前 者 は咳 を 止

め る働 きを も ち喉 を開 け る 「薬 」,一 方 後者 は 下剤 と して 知 られ て い る 「薬」 で あ る。

この手 続 きの後 に,結 ん で お い た尾 を解 いて や る。 この儀 礼 は ウヴ ム ラu-vumura

「解 くこ と」 よ ば れ る。 これ に よ って,獲 物 の腹 の つ か え も 「解 け」 た とみ な され,

実際 の排 泄 の有 無 に か か わ らず,狩 人 は獲 物 の解 体 に取 りかか る こ とがで き る。 この

手 続 き を怠 り,腹 が膨 れ 出 した狩 人 の 治療 に は,そ れ ぞ れ の動 物 の 口 と肛 門 が 用 い ら

れ る。 こ の部 分 を焼 い て得 た灰 を,ゴ ン コモ ラ(gonkomola:学 名 不 詳)と い う木 と

チ ガ ガ(chigaga:Mψ γo%η8αψ 加 πの とい う木 の 根 を 揚 い て 粉 に した もの と まぜ,

トウモ ロ コ シの カ ユ(phala)に 入 れ て飲 む。 ま た,時 間 を おい て,ム トゥ ンダ(mtun-

da:前 出)と チ シ ョポ ラ(chishopola:Steganotaenia aralicea)の 木 の 根 の粉 を服 用 す

る。 各 動物 の 口 と肛 門 を 用 い るの は怠 った儀 礼 を補 完 す る もの であ る。 ゴ ンコ モ ラは,

堅 固 な蟻 塚 に 「穴 を 開 け る」(ウ ゴ ンン コモ ラ,U-gonkomola)ほ どの根 の張 りの 強

い木 と して 知 られ,患 者 の腹 の詰 ま りに 「穴 を開 け る」 た め に使 用 され る。 チ シ ョポ

ラは,そ の名 が ウ シ ョポ ラu-shopola「 引 き出 す 」 と い う動 詞 を連 想 させ る こ とか ら

腹 の 中 に詰 ま った もの を 「引 き出す 」 た め に加 え 1られ る。 チ ガ ガ は経験 的 に優 れ た 下

剤 と して 知 られ た植 物 で あ る。
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〈邪術師の使魔または変身〉

 邪術師は自分の手でライオン(mkhango)や ブチハイエナ(丘si)を作りだ し,そ れ

を使魔(kapaso)と して派遣 して,他 人の家畜を襲わせる。 また邪術師自身が ライオ

ンやハイエナに変身することもある。使魔を作り出す際にはその動物を象った木の像

が,ま たみずから変身する場合はその動物の仮面が用いられ,さ らにそれにその動物

の脳と尾がチズィンバとして加えられるというが,そ の詳細は定かでない。

〈他 人 の 畑 の 作 物 を盗 む フ ンバ(fumba)と い う邪 術 とそ の 予防 〉

 チ ェ ワの 人 々 の あ いだ で は,コ ツ メデ バ ネ ズ ミは 「チ トゥテ」chituteと よ ば れて い

る。 この野 ネズ ミは,地 下 に 長大 な トン ネル を 掘 り,そ こに集 めて き た畑 の作 物 を貯 蔵

して 生 活 して い る と考え られ て い る。 チ トゥテ とい う名 は,ウ トゥタu-tuta「 集 め る」

に 由来 す る。 邪 術 師 は この野 ネ ズ ミの心 臓 を チズ ィ ンバ と して 用 い,み ず か らチ トゥ

テ を作 り出 して,そ れ に他 人 の畑 の トウモ ロ コ シを集 あ て来 させ る と考 え られ て い る。

フ ンバ とよ ばれ る邪 術 の ひ とつで あ る。 こ う した邪 術 か ら自分 の畑 を守 るた め に は,

コ ツメ デバ ネ ズ ミとそ の巣 の草,そ れ に ン トゥプ サ(nthupsa:・Dolichos sp.)と い う灌

木 の 根 を焼 いて 得 た 灰 と チ ン ク ン ドゥ(chinkundu:Eリ ノ'加吻10副 海 ψ 加 側 〃z)と い

う木 の 根 を掲 い た粉 を 混 ぜ て 水 で溶 き,そ れ に トウモ ロ コ シの穀 粒 を浸 す 。 そ の 上 で,

その 穀 粒 を畑 の 中央 と四 隅 に埋 め て お く。 コ ッメ デバ ネズ ミを 用 い る の は,邪 術 師 の

送 った コ ッメ デ バ ネ ズ ミを 逆 用 して,そ れ を 邪 術 師 の もとへ送 り返 す た めで あ る。0

方,そ の 巣 の 草 は,コ ツ メデ バ ネ ズ ミが集 め て きて,そ こに貯 え て お い た も ので あ る

ことか ら,畑 の作 物 が他 所 へ 動 か ず に その ま ま貯 え られ る こ とを願 って使 用 され て い

る。 ン トゥプ サ とい う灌 木 の 名 に は,「 十 分 に あ る」 あ るい は 「満 足 した」と い った 状

態 を 表す 言 葉 が そ の ま ま使 わ れて い る。 それ ゆえ,こ の植 物 を 加 え る こ とで,自 分 の

畑 の作 物 が 「十 分 に 実 る」 こ とが 保証 さ れ る と考 え られて い る。 チ ン ク ン ドゥは,邪

術 師 が飲 む と死 ぬ が,無 実 の者 が 飲 ん で も吐 き下 すだ けだ といわ れ,邪 術 師 か 否 か の

試罪 に使 われ る木 と して 知 られて い る。 そ れ だ け に,こ の木 に は,邪 術 師 は け っ して

近 寄 らな い と い う。 そ の木 の粉 を用 い る こと で,邪 術 師 が畑 に近 づ くこ とを 防 げ る と

い うわ け で あ る。 な お,他 人 の畑 か ら作 物 を盗 む のに は,コ ツ メ デバ ネズ ミの ほか,

サ バ ンナ ヒ ヒ(mkhwere)や サバ ンナ モ ンキ ー(pusi),イ ボ イ ノ シ シ(kaphulika)な

ど も利 用 され る。 邪 術 師 は これ らの動 物 を 自 分 の手 で 作 りだ して 使 魔(kapaso)と し

て 派 遣 した り,あ るい はみ ず か ら これ らの 動 物 に変 身 す る こ と もあ る と い う。 い ず れ

の場 合 も,そ れ ぞ れ の動 物 の 脳 と尾 が チズ ィ ンバ と して 用 い られ る と い うが,詳 細 は

定 かで な い 。
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〈邪 術 師 の偵 察 用 の使 魔 〉

 邪 術 師 は 自分 の手 で ミ ミズ クや フ クロ ウの類 を作 り出 し,そ れ を使 魔(kapaso)と

して 派遣 して,自 分 が 襲 お う とす る相 手 の 家 が 邪 術 師除 けの 「薬 」 で 防護 さ れて い る

か 否 か を下 見 させ た り,相 手 の持 ち物 を 盗 み 出 した りす る。 盗 ん で きた相 手 の持 ち物

は 呪 薬 の 中 に添 加 され,そ の 呪薬 が その 本 人 に選 択 的 に効 力 を 発揮 す るよ う にす る た

め に使 わ れ る。 使 魔 を作 り出 す に は,本 物 の ミミズ ク や フ ク ロ ウの体 の一 部 が チ ズ ィ

ンバ と して 用 い られ る とい う。 な お,邪 術 師 自身 が ミ ミズ クや フ ク ロ ウに 変 身 す る

こ とは な い と され る。 こ こに挙 げた 種 の う ち,ア フ リカ ワ シ ミ ミズ ク(kazizi)は,

``muphe muphe nimukukute n�ama"「 殺 せ
,殺 せ,私 は 肉 が欲 しい」 と鳴 くと い

う。 ま た,メ ンフ ク ロ ウ(shololo)の 「シ ョロ ロ」 とい う泣 き声 は,今 な ら相 手 を襲

え る とい う こ とを 邪 術 師 に知 らせ る笛 の音 だ と い う。 そ して,ア フ リカ オオ コノハ ズ

ク(kuthukuthu)は``kuthukuthu zii",っ ま り 「ク トゥ ク トゥ,静 か だ」 と鳴 くと

さ れ る。 襲 うべ き相手 の 家 が 寝静 ま って お り,「 今 な ら襲 って も大 丈 夫 」 と言 って い

る とい うので あ る。 このた め,村 人 た ち は,村 の 中 で ミミズ ク や フ ク ロ ウの 鳴 き声 を

耳 に す る と,闇 に 向 か って よび か け る こと があ る。 「ま た邪 術 を 使 つて い るのか 。 友

達 を殺 す な ど恥 し くな いの か 」。 村 の 中で ミミズ クや フク ロウの 姿 を 見 か け た とき に

は,邪 術 師 よ けの 護身 具 を 投 げ つ け る。 村 の 中 まで 入 って くる ミ ミズ ク や フ ク ロ ウは,

まず 邪 術 師 の造 った ものだ とみ な され るので あ る。

〈邪 術 師 の 探 知 剤 〉

 ダ ィ カ ーや ク リ ップ ス プ リンガ ー の角 の 中 に,カ ヴ ン ドゥ ラ(kavundula:Psorosp-

67彿π初 プ～∂r画9π切 の 木 の 根 の皮 を粉 に した もの と赤 い ビ0ズ を 入 れ,就 寝 時 に枕 許

に お いて お く。 こ うす る と,夜,邪 術 師 が 襲 って きて も,い ち は や く気 づ いて 起 き る

こ とが で き る とい う。 ダ イ カ0や ク リ ップ ス プ リンガ ー の角 を 用 い るの は,こ れ らの

小 型 鈴 羊 類 が人 の気 配 を 敏 感 に 感 じと る動 物 だ か らで あ る。 カ ヴ ン ドゥ ラは ウヴ ン ド

ゥム ヵu-vundumuka「 び っ く り して起 きる」 とい う動 詞 を連 想 させ る こ とか ら,こ

れ を枕 許 に おい て お け ば,い く ら深 く眠 って い て も 「び っ く り して 起 き る」 こ とが で

き る と され る。 赤 い ビ0ズ を 加 え るの は,邪 術 師 に 対抗 す る た めで あ る。邪 術 師 は,

夜 間,み ず か らの身 を 火 で 包 ん で 出歩 くとい う。 赤 い ビー ズ は,そ の 火 に み たて られ

て い る。 向 か い 火 を たい て,邪 術師 の火 を 弱 め よ うと い うの で あ る。

〈恋 薬(chikondi)〉

 セ ンザ ン コ ウの鱗,鳩(nkhunda)の 心 臓,ン デ ィ リレ(ndilile:学 名 不詳)と い

う木 の樹 液,パ リベ カ ン トゥ(palibe kanthu:Dicoma angustifolia)と い う木 の根 を
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揚 いて 粉 に した ものを,布 に 包 み,左 腕 に巻 い て生 活 す る。 ま た,同 じ 「薬 」 の0部

を眉 間 に つ け た傷(mphini)に す り込 む 。 セ ンザ ン コ ウは,人 に 出合 う と,首 を 垂 れ

て 身 体 を 丸 め て しま う。 そ こで,こ の 動 物 を恋 薬 に加 え ると,出 合 った相 手 も首 を 垂

れ て,何 で も言 うこ とを きい て くれ るよ うに な る と い う。 また,鳩 は,雌 雄 つ が い で

行 動 す る。 そ れ ゆえ,鳩 を チ ズ ィ ンバ に 用 い る と,相 手 も自分 と共 に行 動す る こ とを

欲 す るよ うに な る と され る。 ンデ ィ リレと い う木 の名 は 「私 は泣 く」 とい う意 味 を も

っ 。 一 方,パ リベ カ ン トゥ とい う木 の 名 は 「問題 な し」 とい う意 味 で あ る。 これ らの

木 を 添 加 す る ことで,相 手 が 自 分 のた め に 「泣 い て 」 くれ,ど ん な要 求 を 出 して も

「問 題 な し」 と承 諾 して くれ るよ うにな る こと が期 待 さ れ て い る。

〈強 精 剤,不 能者 の治 療 薬 〉

 キイ ロ ヒ ヒの ペ ニス を 干 した もの,ナ ング ワ(nangwa:学 名 不 詳)と い う木 の 根,

ム トト(mtototo:Hippocratea sp・)と い う木 の根 を と もに掲 い て粉 に し,ト ウモ ロ コ

シの カ ユ(phala)に 入 れ て服 用 す る。 キ イ ロ ヒ ヒは何 度 性 交 を 重ね て も疲 れ な い 動 物

とい わ れ,そ の ペニ ス は男 性 の不 能 者 の 治療 に よ く効 くと され て い る。 ナ ン グ ワは 樹

液 が 白 く,精 液 を 増 や す作 用 があ る とい う。 ム ト ト トは,そ の名 が ウ ト トメ ラu.toto.

mera「 伸 ば す 」 とい う語 を 連 想 させ る こ とか ら,ペ ニス を 伸 ば すの に 効 果 が あ る と

い う。

〈将 来 の 出来 事 を夢 で 知 るた めの 「薬 」〉

 ハ イ エ ナ の脳 と ゴマ バ ラワ シ(gola)の 脳 を乾 か して粉 状 に し,額,こ め か み,首 す

じに つ け た傷(mphini)に 塗 り込 む。 ハ イ エナ は,昼 間 眠 って,夜 ど こへ い け ば豚 小

屋 の入 口が 開 け放 した ま まに な って い るか,ど こへ い け ば死 肉が あ るか を夢 見 て い る。

ま た,ゴ マ バ ラ ワ シ も,ど こへ い け ば死 肉 が あ るか を夢 で み て知 る と い う。 そ れ らの

脳 を服 用 す る こ とで,遠 くで 起 こって い る出来 事 や,将 来 の 出来 事 を 夢 で判 断 で きる

よ うに な る と され る。 た だ し,こ う した 「薬 」 を使 用 す る こと は,そ れ が と くに ど こ

に死 者 が 出 るか を予 測 す る能 力 と直 結 す るだ け に,邪 術 師 の疑 い を か け られ る もと と

な る。

〈 強壮 剤(mangolomela)〉

 ライオ ンの爪 と鼻 と脳,ッ チ ブタ(dzimba)の 鼻,落 雷 の あ った 木 の皮,死 者 を 出

した家 の屋 根 の材 木 の 破片 を と もに掲 いて 粉 に し,針 を 削 って 得 た 鉄粉 と混 ぜ て,身

体 の各 所 に つ け た傷(mphini)に 塗 り込 む。 ライ オ ンは,最 も凶 暴 な 動 物 と して 知 ら

れて い る。 ま た,ツ チ ブ タ は,そ の鼻 で どん な に堅 い土 で も掘 り出 して しま え る ほど

の力 を も って い る。 そ れ らを取 り込 む ことで,ど ん な相 手 と戦 って も勝 ち
,ど ん な 労
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働 に も耐 え られ る強 靱 な 身 体 が 得 られ る とい う。 落 雷 の あ った木 や針 が利 用 され るの

は,戦 う相 手 に 強 烈 な シ ョ ック と痛 みを 与 え る た めで あ る。 ま た,死 者 の 家 の 部材 が

用 い られ るの は,相 手 を 死 に 至 ら しめ るた めで あ る。 力 つ くの 復讐 を企 て る男 や,プ

ロの ボ クサ ーが この よ うな 「薬 」 を使 う とい う。 な お,ツ チ ブタ の鼻 は,と くに 鉱 山

労 働 者 が 「薬 」 と して好 ん で 用 い る。

〈他 の 夫 婦 を 離婚 させ る 「薬 」(kaphantu)〉

 シュモ ク ド リ(katawa)は,そ の大 きな巣 を メ ン フ ク ロ ウや エ ジ プ トガ ンに 乗 っ取

られ て しま う こと で し られ る[GINN l 972:51]。 チ ェ ワの人 々は,こ の よ うな 特性

を もつ シ ュモ ク ド リを,一 度 巣 を離 れ る と二 度 と戻 って こな い鳥 と して と らえ て い る。

シュモ ク ド リの方 名 「カ タ ワ」 とそ の こ とに 由来 す る。 「カ タ ワ」 と は 「逃 げ る もの」

の意 で あ る。 この た め シュ モ ク ドリは,結 婚 して い る夫 婦 を別 れ させ るた あ の チ ズ ィ

ンバ と して用 い られ る。 シュ モ ク ド リの巣 の入 口の 部分 を,蛇(と くに 種 は 限 定 され

ない)の 皮 や すで に放 棄 され たア ブ(mavu)の 巣,犬 の 糞,カ ヴ ン ドゥ ラ(kavundula:

Psorospermum febrifugum)の 根 と と もに 粉 に して,別 れ させ よ うとす る夫 婦 の 家 の屋

根 の 上 に ま きか け る。 こ うす る と,そ の家 に は 口喧 嘩 が絶 え な くな り,そ の うち夫婦

別 れ を して,二 度 と復 縁 で き な くな る とい う。 蛇 は,一 度 皮 を 脱 げ ば,二 度 とその皮

を 着 る こ とが な い。 こ の蛇 の 皮 や 放 棄 さ れ た ア ブの巣 は,シ ュモ ク ド リの巣 と 同 じく,

ふ た りの仲 が二 度 と も とに 戻 らな くす るた めに 用 い られ て い る。犬 の糞 は,そ の家 の

中を臭 く し,夫 婦 が匂 いの 源 を め ぐ って 互 い に相 手 を非 難 しあ うよ うに仕 向 け るた め

に使 用 され る。 カ ヴ ン ドゥ ラ は,そ の家 の 中を 「か きま ぜ る」(ウ ヴ ン ドゥラu-vun-

dula)た め に加 え られ て い る。

 以上で代表的な薬の用法の記述を終わる。 これによって,チ ェワの薬の用法とその

原理の大要はおおむね把握できるものと思われる。

N.総 括 と 討 論

 本稿では,チ ェワの 「薬」の素材と用法を記載 してきた。前節でとりあげた 「薬」

を含め,筆 者が薬草医から学んだすべての 「薬」の用法は,表 の形にまとめ一括 して

本稿末尾に提示した。最後にその全体を見渡 し,チ ェワの 「薬」の用法の特徴を指摘

して本稿を結びたい。
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表2 「薬」の 素 材

種 類   ! 頻 度 1 %

哺 乳 類(・y・m・)  1 54

鳥 類(m地 ・i) i 28

トカゲ類(b・1・ 血i) 1 3

動 爬 ヘ ビ 類(njoka)  1 5

虫

類 カメ類(駒   1 2 131 38.1

物
ワ ニ 類(ng,0)  1 1

両 生 類(カ ェル・蝕) 1 2

魚 類(m・醐  i 3

環形・節圃 物(ム蜘b蜘 ■ 33

植 物   1 1921 55.8

そ の 他   1 211 6.1

計    1 344 100.0

表3-1 動物を素材 とする 「薬」の処方
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服(飲)用 体につけた
傷または患
部に塗布

袋に包んで
 携帯

そ の 他 未 詳 計

黒焼きの粉

 乾燥粉

 浸出液

 その他

 未 詳

16

26

3

12

一

45

42

至
一

5

11

5
一

2

25

3

13

『

π

=
46

68(26.1)

105(40.2)

6(2.3)

36(13.8)
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表3-2 植物 を素材 とする 「薬」 の処方

    投与法加工法 服(飲)用 体につけた傷また
は患

部に塗布

袋に包んで 携帯そ の 他 未 詳 計
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 乾燥粉

 浸出液

 その他
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一
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一
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()内 は%
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1) 処 方 の 特 徴

 チェワの人々が用いる 「薬」の素材は,冒 頭でも述べたように,そ の大半が植物と

動物とからなる。筆者の学んだ 「薬」における内訳は表2の とおりである。全素材344

方名種のうち過半 数は植物によって占められ,残 りの大半が動 物によって占められ

る。動植物以外の素材の比率はわずか6.1%に すぎない。 動物の中では,哺 乳類の使

用頻度がもっとも高 く,そ れに続いて環形 ・節足動物などのいわゆるムシの類 と鳥類

が多 く利用される。爬虫類や両生類,魚0も 用いられるが,そ の例数はいずれもわず

かである。

 さて,以 上のことを確認 した上で,ま ず実際的な 「薬」の処方からみていきたい。

表3-1と3-2は,動 物性の 「薬」と植物性の 「薬」それぞれの処方を,加 工法と投与法

とにわけて整理したものである。「薬」の加工法の主なものとしては,素 材を黒焼きに

したのち粉砕する,素 材を乾燥 したのち粉砕する,素 材を水に浸 しその浸出液を利用

する,と いう三つの方法があげられる。一方,投 与法には,「薬」を水や粥とともに服

用する,「薬」を体につけた傷(mphini)ま たは患部に塗布する,「薬」を袋に入れて携

帯するなどといった方法がみられる。動物性の 「薬」と植物性の 「薬」の別を問わず

共通 して多用されるのは,乾 燥粉を体につけた傷や患部に塗布するという方法や黒焼

きの粉を同様にして塗布するという方法,そ れに乾燥粉を服用するという方法であり,

植物性の 「薬」に限 り,こ れらに加えて植物体を浸 した水を服用する方法が頻繁に用

いられる。こうした処方はいわゆる民間療法で動植物体の有効成分を抽出 ・摂取する

方法として広 く用いられているものである。また,投 与法に限っていえば,こ こで挙

げた方法は基本的に西洋医学で常用されている方法とも共通している。 もちろん,体

につけた傷に 「薬」を塗布するという方法は西洋医学では用いられない。 しか し,チ

ェワの人々は西洋式の医療で用いられる注射はこの方法をより効率的にしたものだと

理解 している。実際,こ の二つの方法の間に決定的な差異を認めることは困難であろ

う。

 チェワの 「薬」の処方の中には,動 物を象った木偶と動物体の一部を用いてその動

物を作 り出したり,そ の動物に変身するという特異なものもみられる。 しか しながら,

そうした処方そのものは薬草医にとって も空想の領域に属するものであり,そ の詳細

は知られていない。現実に存在が確認される処方に関する限り,動 植物の有効成分を

利用する方法として最も広 く知られている方法がチェワ族のあいだでも主な処方とし

て多用されているといわざるをえない。チェワ族の 「薬」に彼 らの独自の論理を前提
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表4 「薬」の素材と用途

用 途  素 材1動 物i植 物1そ の他1 計

治療
邪術による病の治療  67

-

321

99

(42.3)

 88  335
-
247 (77・0)

 41
-

 24

28
(66.7)

159
-

303

462(65.0)
その他

予防
邪術の予防  14

}

 8

22

(9.4)

 18
-

 17

35
(8.1)

 一

一

 1

1

(2。4)

 32
-

 26

58(8,1)
その他

強 化

邪 術

その他

53(22、6)

60(25.7)

一( 0)

51(11.7)

7(1.6)

7(1.6)

11(26.2)

2(生7)

一(0)

115(16,2)

69(9.7)

7(1.0)

計  }234(1・ ・)1435(1・ ・)i42(1・ ・)1771(1・ ・)

()内 は%

としなければ理解できないものがあるとすれば,そ れはその処方以外の側面に求めら

れるべきもののように思われる。

2) 用 途 の 特 徴一 病をもた らす動物,病 を癒す植物

 チェワの 「薬」の用途には,動 物と植物という素材の別に応 じた顕著な特徴が指摘

できる。表4が 示すとおり,植 物性の 「薬」の大半は病の治療に用いられている。一

方,動 物性の 「薬」の場合,邪 術や身体的能力の強化のために用いられるものの合計

が全体の半数を超え,治 療を目的とするものの総数を上まわっている。

 このうち,動 物性の 「薬」については,若 干の補足説明が必要である。チェワの人

々によれば,ラ イオンやハイエナの体の一部を用いてライオンやハイエナに変身 し人

や家畜を襲う邪術師は,死 後 ライオンやハイエナに変身するといわれる。同様に,腕

力や狩猟の能力の強化のためにライオンの体の一部を 「薬」として常用する者も死後

ライオンに変身するといわれる。表5に おける用途の区別では,前 者は邪術の項に,

後者は強化の項に分類されているが,こ うした 「薬」を用いることのあまりない多 く

の人々の目か ら見れば,両 者はともに危険視され,そ の限りにおいて同一のカテゴリ

ーに属するものとみなされているのである。また,邪 術による病気の治療や予防には1

邪術師が用いたのと同様のテクニックを逆用するのが常である。これ らの用例も含め

て考えれば,動 物性の 「薬」が邪術に類する用途に用いられる率は80%近 くにも達す

ることになる。 したがって,全 体としては,動 物が邪術に用いられ,植 物がその邪術

によって引き起 こされたものも含めて病の治療に用いられるという図式が浮かび上が

って くる。

 動物が邪術に利用されるという点は,す でにチェワの人々の創世神話の中に語 られ
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て い る。 そ の神 話 と は次 の よ うな もの で あ る。

 「入間 と動物 はもともと神様(mulenga)が 造 られた。だか ら大昔には人間 と動

物は仲よ く暮 らしていた。 人間が腹を空かせたときで も,「 神よ,恵 みを」 と唱

えるだけで,動 物が勝手 に死んで肉にな って くれた。 ところが,人 間が互いに妬

みあい,(動 物を利用 した:筆 者注記)邪 術によって他人 を傷つける ことを覚えた

ため,神 が怒 って人間と動物を 引き離 して しまわれた。それ以来,人 間は腹が空

けば動物を追 い,狩 りを しなければな らな くな った。 また,た またま人間が出

合 う動物 は(邪 術師が変身 した ものか邪術師によ って派遣 された ものであ るため

に:筆 者注記)人 間に怪我や病気をもた らす もの にな って しま った」。

 一方,植 物 が も っぱ ら病気 の 治療 に用 い られ る と い う事 実 は,植 物 に つ いて の チ ェ

ワの人 々の信 念 に 照 らせ ば容 易 に理 解 す る こ とがで きる。 チ ェ ワの人 々 は食 用 に な ら

な い木 や草 は神 が 病 気 を 癒 す た め に人 間 に くだ され た もの だ と考 え て い る。 この こと

は,「 薬 」 用 に供 す るた め に 木 や草 を採 集 す る と き,筆 者 の 師 事 した 薬草 医の ひ と り

が となえ る次 の よ うな 呪文 に よ って も明 らかで あ る。「祖 父(こ こで は神 を さす)よ 。

あ な た は この 木 を 病人 を 治 す た め に お造 りに な られ た 。 私 の願 い を 聞 き入 れ給 え」。

 チ ェ ワ族 の 周 辺 に住 む 多 くのバ ン トゥ系 民族 のあ い だ で,薬 と木 とが 同 じ語 に よ っ

て指 示 され る とい う例 が み うけ られ る。 ベ ンバ(Bemba)族 に お け る ムテ ィ(muti),ン

デ ンブ族 に お け るイ トゥ ンブ(yitumbu)が そ れ に あ た る[RIcHARDs 1982(1956):

27;TuRNER 1967:305]。 これ らの語 の 用 法 は,事 実 上 「す べ て の木 が ダ ワ(薬:

筆 者 注 記)に な る」[掛 谷 1977:437]と い う信 念 と軌 を一 に して い る。 チ ェ ワ語 の

場 合 ・ 木 はム テ ンゴ(mtengo),「 薬 」 は マ ンク ワ ラ(mankhwala)と,別 々の 言 葉 で

よ ばれ て い るが,そ の背 後 に あ る信 念 はベ ンバ や ンデ ンブ と同 じで あ る とい って よ い
。

 邪 術 師 が 動 物 を 利 用 して病 気 を もた ら し,薬 草 医 はそ の 動 物 を逆 用 す る と と もに植

物 を利 用 して病 気 を 治療 す る。 チ ェ ワの人 々に と うて,動 物 と植 物 は,人 間 の 邪術 を

媒 介 と して そ れ ぞ れ病 気 の発 生 と治癒 に対 応 した 存 在 な ので あ る。

3) 「薬」の使用原理 と着眼点

 特定の素材が特定の用途に用いられる理由は,そ れぞれの 「薬」の投与の際に呪文

のかたちで唱えられることが多いだけに,薬 草医の口か らかなり明快に提示される。

こうした 「薬」の使用原理,い いかえれば薬効の説明原理には,い くつかの類型がみ

とめられる。 もとより,類 型の設定は基準のとりかたにより可変的な性格をもつ。た

だ・700以 上にも及ぶ 「薬」の用法の全体的見通しを得るには,あ る程度の類型化も

必要であろう。ここでは,薬 草医が与える説明の中のキー ・タームに着目することで,
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とりあえず10の類型を区別する。

① ムチェゾ(カ ヨウェラの派遣)

  既に述べたように,邪 術師は動物や植物をチズィンバとして用い,そ の動物ない

 し植物をまねた目に見えぬ虫  カヨウェラ  を作 り出して,そ れを狙った相手

 の体の中に送り込むといわれる。そうすると,犠 牲者の体にはそのカヨウェラがま

 ねている動植物の属性に類似 した症状が現れるという。邪術師はまた,カ ヨゥェラ

 を特定の相手に送 り込むために,相 手の衣服の切れはしや排泄物を 「薬」に混ぜる

 ともされている。 ここには,フ レーザーが類感呪術とよんだ,類 似のものは類似の

 ものを生むという観念のほか,彼 が接触呪術と名づけた,も ともと接触していたも

 のは離れた後 も繋がっているという観念が指摘で きる[FRAzER I g l 3:52-54]。

 記号論の用語を用いていえば,前 者は隠喩の手法に基づく操作であ り,後 者は換喩

 の手法による操作である[JAKOBSON l963:65-66]。

② リカンコ

  リカンコはもっぱ ら配偶者の姦通を阻止するために用いられる邪術である。特定

 の動植物体の一部を他の 「薬」と混ぜ,密 かに配偶者の食物の中に入れておく。配

 偶者がそれを食べたのち愛人と性交渉をもつと,食 物を摂取した配偶者ではなく愛

 人のほうに,用 いられた動植物の属性に類似 した症状が表れるという。

③ 邪術師の使魔と変身

  邪術師はライオンやハイエナを象った木偶や仮面を使 ってライオンやハイエナを

 作 り出し使魔(kapaso)と して派遣 したり,み ずからそれらの動物に変身したりし

 て人や家畜を襲 うという。いずれの場合も当該動物の脳 と尾とが 「薬」の成分とし

 て用いられる。

④ 模倣

  チェワの人々はこれまであげた三つの手法をすべて邪術(ufiti)と よんでいる。

 それらはいずれも,主 として類似の法則に基づく隠喩的操作により,未 だ生起 して

 いない現象を新たに創出しようとするものである。同様の手法は邪術以外の目的に

 も利用される。つまり,病 気の治療や身体的能力の強化を目的とした場面でも,特

 定の素材を用いてその素材に類似した現象を生み出そうとする試みがなされるので

 ある。 しかも,そ れらの方法は,ム チェゾや リカンコがいわば遠隔操作を旨として

 いたのに対し,「 薬」を投与された本人に直接的に作用するという特徴をもってい

 る。赤い樹液を有する植物を投与して患者の血を増やそうとする試みや,「張りつ く

 もの」という意味の名を もつカラマティラの根を用いて傷を張 りつけようとする療
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 法,さ らにはどんなに堅い土でも掘 り返すッチブタの鼻を鉱山労働者に与えて,鉱

 石採掘の能力を高めるといった方法がその例である。ただ,こ うした手法には,特

 定のチェワ語の名称が付与されていない。そこで,こ こでは,こ れらの 「薬」の使

 用原理を仮りに 「模倣」と名づけることにする。フレーザーは,類 似の法則に基づ
                                            

 く呪術を類感呪術ないし模倣呪術とよび,こ のうち模倣という言葉には意識的に模

 倣するような語感をもつがゆえに,む しろ類感という名称のほうが適切であると述

 べている[FRAZER 1913:52]。 筆者はまさにその同じ理由か ら,こ のカテゴリー

 の 「薬」の原理を模倣とよびたい。それは,こ れらの 「薬」が,治 療を目的とした

 ものであると能力の強化を目的としたものであるとを問わず,「薬」の素材の属性を
                           

 「薬」を投与された当人の身に取り込むことを意図 したものだからである。

 さて,以 上四つの 「薬」の使用原理が未だ生起 しない現象を新たに創出することを

目的とするのに対し,次 の⑤から⑧の原理は既に生 じている現象を除去することを目

的とする。ただし,そ の手法が主として隠喩的操作に基づいていることは上の四つの

場合と同 じである。

⑤ 同種療法

  病気の症状からの類推により邪術師が用いたと思われるのと同種の事物を用い,

 「もとのところへ帰るように」と念 じれば,病 気はその送 り主のもとに帰る。また,

 体に模様のある動物の肉を食べて起 こった皮膚病も 「もとのところへ帰るように」

 と念 じながら当該動物の皮を患者に投与することによって治療できる。本稿では,

 こうした療法を同種のものによる療法という意味で同種療法と称している。

⑥ 撃退

  悪臭を放つものを患者に与え,そ の勾いで病気を起こしている虫やカヨウェラを

 追い出したり,ね ばりのある樹液をもつ植物を投与することで,病 気を滑 らせて撃

 退するという方法がこれにあたる。

⑦ 慰撫

  病気の原因となっている動物の好物を患者に与えることで,そ の動物を慰めて症

 状を和げようという方法である。例 として,動 物を食べたためにおこったと考えら

 れる皮膚病の治療に,多 くの動物が好んで実を食べるチ トゥペを投与するという療

 法があげ られる。

⑧ 転移

  病気を他者に移すことで患者を救おうとするもの。妊娠した女性の近親者にでき

 るできものを針で突き,同 じようなこぶをもつム トゥクンパコの木に移すのがその
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 一例である。

⑨ 怠 った儀礼の補完

  定められた手続きの不覆行による病気の治療には,そ の怠った手続 きを再現 し,

 補充するような行為が動員されることがある。たとえば,狩 りで大型草食獣を仕留

 めた場合には,獲 物の口と肛門に 「薬」を吐きかけ,獲 物の腹の詰まりを取 り除い

 てからでないと,そ の獲物の肉を食べてはならない。さもないと,そ れを食べた者

 の腹が膨れ,つ いには死に至るとされている。この手続 きを怠って腹が膨れ出した

 者の治療は,そ の動物の口と肛門の肉が本来必要な 「薬」とともに使用される。

⑩ 実効性

  「薬」の中には経験的にその病気の治療に有効であるという説明以外に,と くに

 その素材の使用の理由が明示されないものも多い。夢で見たので使ってみたらよく

 効いたとか,祖 先の代からその病気の治療に使 っているといった説明だけがなされ

 る場合である。

 なお,い うまでもないことながら,使 用の理由として実効性が指摘される 「薬」が

あるからといって,こ れまでに挙げた①から⑨までの各原理に基づいて使用されてい

る 「薬」に実効性がみとめられないというわけではない。少なくともチェワの人々の

経験に照 らす限 り,上 に挙げたすべての療法はその有効性が 「実証」されているので

ある。その有効性が如何なるかたちで説明されるにせよ,そ の背後には「それが効 く」

表5「 薬」の 原 理

庶 重一 一 一塑!動 物[植 物 その他1 計

ムチェゾ(縄 ウェラの)

  リカ ン コ

  変身 ・使魔

  模   倣

22(9.2)

9(3.8)

21(a8)

93(39.1)

3(α7)

2(α5)

一( 0)

171(3&7)

2(4.6)

一( 0)

一( 0)

19(44.2)

27(3.7)

11(1.5)

21(2.9)

283(39」)

除
 
去

同種療法

撃   退

慰   撫

転   移

59(24.8)

4(1.7)

一( 0)

1(0.4)

34(7.7)

101(22.8)

4(0.9)

5(1.1)

5(11.6)

6(1生0)

一( 0)

1(2.3)

98(13.6)

lll(15.4)

4(0.6)

7(1.0)

怠った手続きの補完

 実 効 性

 そ の 他

 未   詳

9(3.8)

13(5.5)

一( 0)

7(2.9)

2(0.5)

84(19.0)

8(L8)

28(6.3)

一( 0)

10(23.3)

一( 0)

一( 0)

ll(1.5)

107(14.8)

8(1.1)

35(4.8)

計  i238(1・ ・)!嘱2(1・ ・)143(1・ ・)1723(1・ ・)

()内 は%
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表6 「薬」の素材選択の着眼点

着眼点 素 材1動 物 1植 物 1そ の他 1 計

状
 
 
 

態  

㎝

形

名前

色

味

匂い

堅さ

粘性

痒み

他の用途

36(15.1)

2(0.8)

3(L3)

一( 0)

4 (1,7)

3(1.3)

1(0.4)

一( 0)

一( 0)

52(ll.7)

75(16.9)

43(9.7)

62(1生0)

16(3.6)

14(3.1)

9(2.0)

6(1.3)

19(4.3)

2(生7)

5(II.6)

4(9.3)

1(2.3)

一( 0)

2(生7)

1(2.3)

一( 0)

ll(25.6)

90(12.4)

82(11.3)

50(6.9)

63(8.7)

20(2.8)

19(2.6)

11(1。5)

6(0.8)

30(4.1)

生
 
 
 

態

強力・危険性

運動の特徴

繁殖能力

生息地(巣)

知覚能力

食性・共生関係

音(声)

33(13.9)

46(19.3)

7(2.9)

13(5.5)

13(5.5)

20(8.4)

3(玉.3)

7(1.6)

5(1.1)

10(2.2)

9(2.0)

一( 0)

15(3.4)

1(α2)

2(4.7)

一( 0)

一( 0)

一( 0)

一( 0)

一( 0)

一( 0)

42(5。8)

51(7.0)

17(2。3)

22(ao)

13(1.8)

35(4.8)

4(q6)

実 効 性

同 一 物
そ の 他

未  詳

  8(3.4)

  12(5.0)

  21(&8)

1 13(5.5)

42(9.5)

一( 0)

28(6.3)

31(7.0)

9(20.9)

1(2.3)

5(11.6)

一( 0)

59(8.1)

13(1.8)

54(7.5)

44(6.1)

計  1238(1・ ・)1侶4(1・ ・)143(1・ ・)i725(1・ ・)

()内 は%

という経験的裏づけが存することを見逃 してはならない。

 以上に列挙 した諸原理のうち,ど の原理がより頻繁に適用されるかについては,動

物と植物という 「薬」の素材の違いによって多少の差異がみられる。表5は 筆者が学

んだすべての 「薬」の用法について,上 述のどの原理が適用されているかを素材ごと

に点検 し,そ の頻度をまとめたものである。素材の違いにかかわ らず,も っとも頻繁

にみられる原理は模倣,つ まり素材の属性を取 り込もうとするものである。動物性の

「薬」の場合,そ れに続いてムチェゾ,リ カンコ,変 身という邪術の3大 原理(あ わ

せて21.8%)と それに対応する同種療法の原理が多用されている。 一方,植 物性の

「薬」については,侵 入 して きた病気の撃退 と実効性とが抜きんでた頻度を示 してい

る。こうした相違は,こ こで設定された 「薬」の使用原理の類型に 「薬」の用途の違

いが微妙に反映されていることに基づ く。 しか し,い ずれにせよ,チ ェワの 「薬」の

用法の根底に,動 植物の属性に着目し,そ の属性に隠喩的ない し換喩的連合をもとと

して病を誘発 したり治療したりする効力を見いだすという共通の志向がみとめられる
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のは確かである。

 ただし,そ の際に着 目される属性はきわめて多様である。表6が 示すとおり,植 物

性の 「薬」の場合,そ の植物の名前や形状,味,色 などがとりあげられ,そ の効能が

呪文のかたちで説明される。その名が 「かきまわすもの」という意味をもつカヴンド

ゥラという植物を用いて人の心をかきまわ し,実 の形が妊婦の姿に似たムチェレケテ

の木を用いて妊娠の維持を図り,白 い(u-yela)樹 液をもつ植物を用いて体の中を洗い

流す(u-yeletsa)と いった具合である。 一方,動 物性の 「薬」の場合には,動 物の形

のほか,動 きの特徴や,凶 暴性,食 性,知 覚の鋭さなどがとりあげられ,そ の効能が

語られる。甲羅から頭を出すカメを用いて腫れ物を誘発し,凶 暴なライオンを用いて

腕力を鍛え,虫 を食べる雄鶏を用いて病気を起こしている虫を駆除する。チェワの薬

草医は,動 植物のもつこうしたさまざまな属性に人間の様態の比喩をみてとり,病 の

発生や治癒,能 力の創出 ・強化のプロセスを呪文というひとつの語 りのかたちに仕立

て上げてい くのである。

4)語 りと して の 「薬」

 本稿で記載 した 「薬」の用法を通観 してみると,複 数の薬草医のあいだで共通 した

用途に用いられている 「薬」(表 中では各項目の記載の左肩に*印が付されている)が

意外に少ないことに気づく。動物性の 「薬」ではその数が235例 中56例 で23.9%,植 物

性の 「薬」では434例 中18例で415%,そ の他の素材の 「薬」では42例 中2例 で, ..

を占めるにすぎない。動物性の 「薬」において数値が高いのは,邪 術師が邪術や変身

・使魔に利用するとされる動物,あ るいは儀礼的手続 きを踏まないと狩人に病気をも

たらすとされる動物について,チ ェワ族全体の中で共通の認 識が存 在するからであ

る。こうしたものを除けば,動 物性の 「薬」の場合で も,複 数の薬草医のあいだで用

法の一致するものは,22例,9・8%を 数えるのみである。こうした数値からする限 り,

少な くとも薬用に供されるもろもろの素材の用法に,広 く行き渡 った一定の規則が存

在するとはいいがたい。本稿の冒頭でも述べたとおり,「薬」についての知識はそれぞ

れの薬草医の財産として秘義化されているが,彼 らチェワの薬草医は,師 から受け継

いだ 「薬」とみずからが経験的に開発した 「薬」とを,ま るでてんでばらばらに用い

ているかのようである。

 こうした個別性はまた,ひ とつの素材が複数の用途に用いられる際の使用理由の説

明にもみることができる。ある素材の使用の理由が用途にかかわ らず素材の同じ属性

一 色や形,名 前や動きの特徴一 に着目して語 られるものは,動 物性の 「薬」の場
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合54例 中17例(31.5%),植 物性の 「薬」の場合104例 中28例(26.9 ｰo)に 留まる。い

ずれの場合も3分 の2以 上は,同 じ素材でも用途によって異なる属性に目がつけられ,

異なる理由づけのもとに使用されているということになる。

 たとえば,雄 鶏は結膜炎の治療,強 精剤,ム ドゥロの予防に用いられるが,結 膜炎

の治療にそれが利用されるのは雄鶏が朝ぱっちりと目を開 くからだといい,強 精剤と

して用い られるのは雄鶏が疲れもみせずに性交を繰り返すからだといわれる。そ して,

ム ドゥロの治療に効力を発揮するのは,手 当り次第に性交をおこなって も雄鶏がムド

ゥロの病に苦 しまないからだと説明される。ム トゥクンパコという植物の場合は,そ

の名か らウ トゥクムカー 「大きくする」という語が連想されてペニスを大 きくする効

力をもつといわれるかと思えば,そ の名か らウ トゥクラﾘ「 引き上げる」という語が

連想されるがゆえに下った腹を引き上げる,つ まり下痢の治療に有効だともいわれる。

そして針については,そ れが腕力を強化するのに使用されるときには,針 の鋭利さが

とりあげ られてその針で相手を刺 して痛めつけると言明されるのに対 し,そ れが妻の

もと以外では性欲を覚えな くなった夫の治療に利用されるときには,針 が布の表から

裏へ通 ってもまた表へ戻 ってくるという点に目が向けられ,病 を送り返すために用い

ると呪文の中で語 られるのである。

 このように,特 定の用途に特定の素材を用いる際の理由づけはその用途 ごとに異な

り,そ れが用いる文脈に応じて融通無碍に変化するという傾向がみとめられる。そこ

に固定的なコー ドを見いだすことは難しい。なるほど,ひ とつの用途にはひとつの理

由が付されるのが一般的であり,「薬」の使用の機会 ごとにその理 由づけが変え られ

るといったことはほとんどない。 これはこうした使用理由が基本的に呪文のかたちで

語 られることを前提としたものだからである。特定の 「薬」を特定の用途に用いる場

合,薬 草医は一定の呪文を唱えるのが常である。 したがって,ひ とつの用途に関して

いえば,素 材 とその使用理由つまり効能の説明とのあいだには1対1の 対応関係が成

立 している。 しかし,そ うした理由づけないし効能の説明が用途 ごとに異なり,し か

もその用途が先にみたように大部分薬草医の裁量に任されたものであるとすれば,結

局のところ,あ る素材にどのような効力を認め,そ れをどのような目的に使用するか

という0連 の操作もまた,個 々の薬草医の裁量に委ね られているといわなければなら

ない。その上,薬 草医は新たな素材を文字通り自家薬籠中のものとする努力を忘れる

ことがない。ザンビア国旗や電線は,薬 草医が伝統的な 「薬」の原理を応用 しながら

それらの素材に新たな効力を認め,み ずか らの 「薬」として採用 したものにほかなら

ない。薬草医が素材の属性に着目し,そ れを前節でみた類型に従って呪文のかたちに
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定式化するかぎり,新 たな素材が新たな用途に用いられる道は,理 論上無限に開かれ

ているのである。

 このようにいうと,あ るいはチェワの 「薬」の実効性に疑問をさしはさむ向きもあ

るかもしれない。 しか し,彼 らの 「薬」が科学的な意味で有効性をもつかどうかを判

断するのは筆者の任ではない。そうした試みは,所 詮,一 つの民族薬学を別の民族薬

学で評価することにしかならないであろう。すでに述べたとおり,少 な くともチェワ

の薬草医の経験に照 らす限り,彼 らの 「薬」の効力はすでに 「実証」されているので

ある。むしろ,こ こで注目すべきは,チ ェワの 「薬」が,現 代医療で用いられる薬の

ように単に物理的に投与されるだけでなく,呪 文というかたちで病の発生や治癒,能

力の強化 ・創出をひとつのス トーリーとして組み立てるために用いられているという

ことである。 もちろん,す べての投薬場 面で呪文が唱えられるわけではない。 しか

しながら,薬 草医が用いる 「薬」の素材はチェワの人々にとって身近な動物や植物で

あり,ま たそこで期待されている 「薬」の効能もそれらの色や形,匂 いや動きなど彼

らによく知 られている特性に基づくものばか りである。したがって,「薬」を与え られ

た者にもその 「薬」の効果を推測し,ひ とつのス トー リーに組み立てることが可能で

ある。いずれに しても,そ うした語 りの中で,本 来不可知な体内での変化のプロセス

を,外 在する動植物を用いてイメージとして定着し認識することができるようになる。

それによっては じめて,チ ェワの人々はみずからの病の治癒や能力の強化,他 人の発

病を確信するのであろう。

 チェワの薬草医に要請されているのは,物 理的な効果を得るだけでなく,身 体内部

で生起する変化を認識できるかたちで組織化することである。その点からいうならば,

動物や植物など,チ ェワの人々がその特徴をよ く認識 しているものであるなら,あ ら

ゆる事物が 「薬」 として用いられる可能性をもっている。また,そ の素材を使用する

理由づけも,そ れがチェワ族の共通の知識に立脚 していれば十分である。薬草医が用

いる 「薬」の素材や用途の個別性,そ してその説明原理の融通無碍さは,こ のような

認識の手段としての 「薬」 という視点から理解されるべきものと思われる3)。

 民族医療における治療が,患 者を語 りの中に組み入れ,不 可解な経験を再組織化す

ることによって達成されるという指摘は,レヴィース トロースによる「象徴的効果」に

関 す る論 考 を は じめ と して 穿 で に 各所 で な され て い る[1,EVI=STRAuss l972(1958)=

205-227]。 チ ェ ワ族 の 「薬」 の特 徴 は,そ う した語 りが 彼 らを と りま く動植 物 の諸

3)筆 者のこうした立場は,「 象徴は情報を コー ド化する手段でな く,む しろそれを組織化す る

 手段である」 とい うスペルベルの主張[SPERBER 1974:82]に 多 くを負 っている。
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属性に着 目して構成 されているところに求められるであろう。・チェワ族にとっては,

動物と植物こそが,未 知の情報を組織化する際の参照点なのである。
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付表 「薬」の素材とその用法一 悉皆的記載

 ここで は,前 節に取 り上げた 「薬」を含め,筆 者が薬草 医から学んだすべて の 「薬」を表の形

式に整理 して悉皆的に記載する。

 すで に述べたように,チ ェワの 「薬」の素材の大半は動植物か らなるが,人 々はそうした動植

物をさまざまな方名を与えて分類 している。そのなかで,他 の方名に含まれることがあ って も,

他 の方名を含む ことのないような名称を与え られた動植物 のま とまりをか りに 「方名種」 とよぼ

う。 本稿では,こ の方名種を チェワの人々の動植物認識の 基本的単位 と考 えて,そ れを単位に

「薬」 と しての用法 を記載する。ただ し,そ の配列の順序 は,読 者 の理解 の利便 と今後の比較研

究の便宜を考え,主 と して科学的な生物 分類学に準拠 したい。すなわ ち,素 材を動物,植 物,そ

の他 の三つに大 別 し,ま ず動物 について は,哺 乳綱,鳥 綱,爬 虫綱 トカゲ亜 臥 同カメ目,同 ワ

ニ目,両 棲綱,硬 骨魚綱,そ して環形動物門および節足動物門とい う大 きなま とまりを設定 した

上,そ れぞれの内部で科名,亜 科名,種 名のアル ファベ ット順に配列する4)。 なお,こ の分類は

それぞれ チェワ族の動物分類 におけるニ ャマ(nyama),ム バ ラニ(mbalani),ブ ルズィ(buludzi),

フル(fulu),ン ゴナ(ng'ona),チ ューレ(chule),ン ソンバ(nsomba),カ ロンボ(kaloinbo)と い

うカテゴ リーにもおおむね対応する もの である5)。 次 に植物については,事 実上素材のすべてが

種子植物 門(Spermatophyta)に 属す るた めaと くに下位分類を設定せず,科 名,亜 科名,種 名の

アルファベッ ト順 に配列する6)。 そ して動植物以外の素材については,数 が少 ないこと もあり,

チ ェワ語の方名のアル ファベ ット順 に記載する。もとより,動 植物についてはチェワ族で いう方

名種 と生物分類学でい う生物種 とが必ず しも1対1に 対応するとは限 らない。 しか し,そ の大半

は1方 名種1生 物種 という対応をな してお り,そ れ以外の ものについて も説明的な記載を おこな

うことで,大 きな不都合 は避け うると思われる。

 なお,用 法 の記載に際 して は,簡 潔を期すため,い くつかの略語を用い る。すなわち,

①何 々の 「粉」 とは素材を乾燥させた うえ粉砕 した ものをさす。

②何 々の 「炭」 とは素材を黒焼 きに した のち粉砕 した ものをさす。

③ 「体につ けた傷」 とはチェワ語で ムピニ(mphini)と いわれるもので,「薬」を塗り込むために

 皮膚に切 り傷をつけたものをいう。

④薬を 「袋 に入れて携 帯す る」とは,薬 を小 さな布包み(chitumwa)に 包み,着 衣の ポケ ッ トに

 いれた り腰 にぶ らさげた りして持 ち歩 くことをい う。

⑤ 「ムシ」 とは,邪 術 師が患者 の体の中に送 り込む 目に見えない虫のことをさす。チェワ語で は,

 カ ヨウ ェラとよばれ たり,一 般の虫と同 じくカ ロンボ(kalombo)と よばれた りする。なお,チ

 ェワの人 々が 「神 の(造 った)虫 」とよぶ,自 然界 に存在す る虫について は 「虫」 とい う語を

 そのまま用い る。

⑥ 「Aを用いた邪術(リ カ ンコ)に よるX病 」,「Bを 用いた邪術(ム チ ェゾ)に よるX病 」 とい

4)動 物 の科 の分 類 お よび 和 名 は,鳥 類 につ い て は 山階 芳 磨 『鳥 類 和 名辞 典 』1986に,そ れ以 外

の も の につ いて はD・W・ マ ク ドナル ド他 編 『動 物 大百 科 』1986-88に 従 った 。

5)例 外 は哺 乳綱 の コウ モ リ(nyankupiti)が 鳥と 同 じムバ ラニ の範 疇 に含 め られ,ま た カ ミナ リ

(kanganigani)の 正 体 は トカゲ の よ うな もの だ と考 え られ て,そ れ が ブル ズ ィの カ テ ゴ リーに

入 れ られ て い る こ とで あ る 。 チ ェワ族 の動 物 分類 につ い て は表7を 参 照 。

6)植 物 の 科 の 分 類 はHutchinson&Dalziel, The Useful Plants of West Tropical Africa・

1937,Hutchinson&Dalziel, Flora of West Tropical Africa, vol.1-3,1954-1972,お よ び

Palgrave, Trees of Southern Africa,1977,に 従 い,そ の和 名 は 山岸 高 旺(編)『 植 物 系 統分

類 の基 礎 』1974に よ った 。
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 う場合,そ れ らの病気は``likankho la A",``mchedzo ya B"な ど,病 気を起 こすのに用 い られ

 た素材の名を冠 して名づけ られている。

⑦表 中,用 途,処 方,説 明の各項の左肩に*・印のついているものは,そ の内容 が複数の薬草医の

 あいだで一致 した ものを さす。

               表7 チ=ワ 族の動物分類

chiweto(家蓄・家禽〉一[=鵠be

hyama(野 生四脚哺乳類 mbewa(ネ ズミ類)一=潴
,1惚 ず霧 ネズ,)

               mkhango(ラ イオ ン)

               insa(ダ イカー)

mbalan鵡 類+'ウ モ リ)一'pt-'一`'"d-一 一一 一一"一一'7[=£ 撒 器

、,1鵬 朝

buludzi(W類+カ ミナiJ)一[=職 £灘
、(誌 ㌃)

njoka(ヘビ類)一一 一[=羅 書
。(謬懲 。バ)

n・・mba(魚類)一 一 τ=蹴 霧;ぞ ㌔
ナギ)

Kalombo
(ムシー環形動物

 ・節足動物)

chiwalaい ッタ)-rτ=麟
。。m、we

nyenje(セ ミ)一一 τ=£ll蹴

9"1"g"fe(チ ョウ'ガ)一=羅1Σusu

inswa(シ ロア リ)

mteba nkhuni(ミ ノ ム シ)

chule(カ エ ル) chule

thise (fyine)
kalamatila

f・1・(捌{[=;臨
unda

ng'ona(ワ ニ)

mkhono(カ タ ツム リ)

包括名 個別名
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     動 物 を 素 材

no。 方 名
学 名
和 名 用  途

                            [M]MAMMALIA哺 乳綱

Bathyergidaeデ バ ネズ ミ科Georychinaeコ ツメデバネズ ミ亜 科

M-1) chitute   Cryﾟtomys hottentotus'    畑荒 らし(fumba)の ための使魔

          コツメデバネズ ミ

                        同防御

                       *離乳前に母が妊娠 し,乳 児 の体が腫れ

                         る病気(unjiseま た はmapumso)の

                         治療

Bovidaeウ シ科 Antilopinaeア ンテロープ亜科

M-2) mbalale

M-3) chozimbi

M十4) kasenye

Bovidaeウ シ科

M-5) njati

M-6)nchefu

Oreotragus oreotragus

ク リ ッ プ ス プ リ ンガ ー

Ourebia ourebi

オ リ ビ

Raphicerus sharpei

シ ャ ー プ グ リス ボ ッ ク

Bovinaeウ シ亜 科

   Synceros c疔er

   ア フ リカス イギ ュ ゥ

M-7) mbaWala

M-8) ngoma

Taurotragus oryx

エ ラ ン ド

狩 α98」ψ 銘5∬ 吻 地∫

フ ッ シsバ ッ ク

Tragelaphus strepsiceros

ク ー ド ゥ

Bovidaeウ シ科 Caprinaeヤ ギ 亜 科

M-9) mbudzi   αψ7α勧 傭

          ヤギ

M-10)mbelele   Oo翻7∫8∫

           ヒ ツジ

Bovidaeウ シ科 CePhaloPhinaeダ イ カ ー亜 科

M-11)insa     Sylvicaﾘra grintmia

          サ バ ンナダ イカ ー

Bovidaeウ シ科Hippotraginaeブ ル ーバ ック亜科

M-12)nkhondzi  Alcelaphus lichitensteini

          コ ンジハ ー テ ビ0ス ト

この動物を 食べて 喘 息(ch凬uwa cha

 befu)に な った犬 の治療

邪術師の探知薬の容器

食用 による皮 膚病(viphere)の 治療

こ の動 物 を 食 べ て 喘 息(chifuwa cha

befu)に な った犬 の治 療

強壮剤(mangolomera)

*狩猟儀礼 の失敗 によ る腹部膨満(mim・

 ba uuma)の 治療
*狩猟儀礼 の失敗 による腹部膨満(mim・

 ba uuma)の 治療

食用による皮膚病6やhere)の 治療
*狩猟儀礼 の失敗 による腹部膨満(mim-

 ba uuma)の 治療

食用による皮膚病(viphere)の 治療

*狩猟儀礼 の失敗による腹部膨満(mim-

 ba uuma)の 治療

鼻 血(m'kamphuno)の 治療

強 精剤(vubwe)

動 機(lntima Wo wawa)の 治 療

*邪術師の探知薬の容器

*配偶者の愛人 に猫背をお こす邪術(リ

 カ ンコ)
*同治療

首 の痛 み(khosi)の 治 療
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と す る 薬 一 覧

処  方

(nyamaとchiwetoの 大半を含む)

 体 の一部を使用

 全身 の粉を畑に埋設

 *木の枝 にさして摂取

毛を除いた頭を食べさせる

角を容器とする

皮の炭を患部に塗布

毛を除いた頭を食べさせる

額の皮の炭を体に?け た傷に塗布
*口と肛門の炭を粥に入れで服用

*口と肛門の炭を粥に入れて服用

皮の炭を患部に塗布
*口と肛門の炭を粥に入れて服用

皮の炭を患部に塗布
*口と肛門の炭を粥に入れて服用

糞の粉を鼻で吸引
ペニスと睾丸の粉を粥に入れ服用

心臓の粉を粥に入れ服用

*角を容器とする

首の皮と心臓を配偶者の食物に投入

首の皮と心臓の炭を体につけた傷に塗布,

 粥に入れて服用

首の皮の紐を患者の首に巻く

説  明

この動物は地下 の巣に畑で とった穀物を貯

 え る

同種療法
*ネズ ミを体の腫 れた乳児 にみたてる.同 種

 療法 の一つ

怠 った手続 きの補完

この動物 は人の気配に敏 感

同種療法

怠 った手続 きの補完

スイギ ュウのように強靱 になる

*怠 った儀礼 の補完

*怠 った儀礼 の補完

同種療法
*怠 った儀礼の補完

同種療法
*怠 った儀ネLの補 完

実効

この動物 はい くら性交 して も疲れない

この動物 はお とな しい.心 臓がおとな しく

 なる

*この動物 は人の気配に敏感

*この動物 は猫背

*同種療法

紐が 自然に解 けると治癒
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no. 方 名 学 名和 名 用  途

                        *狩猟儀礼 の失敗による腹部膨満(mim-

                          ba uuma)の 治療

Canidaeイ ヌ科

M-13)nkhandwe  Canis adustus       *邪術師の使魔または変身

           ヨコスジジ ャッカル

M-14)galu    Canis familiaris     *性交後 も妻 と愛人 の体が離れな くす る

           イヌ            邪術(リ カンコ)

                         ム ドゥロによる難 産(uvutika pobala)

                          の治療 と予防

                         麻薬による狂気(msala)の 治療

                         他の夫婦を別れさせ る 「薬」(kapatu)

M-15)mbindz.i  Lycaon pictus        犯人発見の 「薬」

           リカオ ン

                         犬 の臭覚の強化

                        *邪術師の使魔または変身

Cercopithecidaeオ ナガザル科 Cercopithecinaeオ ナガザル亜科

M-16)pusi    Cercopithecus ﾘthiops    *畑荒 らし(fumba)の ための 邪 術 師 の

           サバ ンナモ ンキー       使魔ない し変身

            お よび

           Cercopithecus mitis      この動物を殺 した犬の発狂(msala)の

           ブル0モ ンキー        予防

M-17)mkhwere  P ψ50卿06ψ加伽      強精剤(vumbwe)

           サバ ンナヒヒ

                        *男性の性的不能(chimbuwila)の 治療

                        *畑荒 らし(fumba)の ための邪 術 師の

                          使魔ない し変身

Elephantidaeゾ ウ科

M-18)1りovll    Loxodonta africana      願望成就の 「薬」(chikondi)

           アフ リカゾ ウ

                         強壮剤(mangolomera)

                         食用による皮膚病(viphere)の 治療

                         狩猟儀礼の失敗による腹部膨満(mim-

                          ba uuma)の 治療

                         畑荒 ら し(fumba)の た めの邪術師(と

                          くに首長)の 使魔ない し変身

Equidaeウ マ科

M-19)bidzi    Equus burchelli       食用 による皮膚病(viphere)の 治療

           サバ ンナ シマウマ

Felidaeネ コ科

NI-20)njuzi    1㌃傭 ∫伽 α`        *邪術師の使魔または変身

           サーバル
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処  方

*口と肛門の炭を粥に入れ服用

脳と尾を使用

*ペニスの粉を塗布したジャックナイフを閉

 じる
ペニスの先の毛を妻の食物に投入

糞の粉を粥に入れて服用

糞の粉を撒きかける

鼻と巣の草の粉を袋に入れて携帯

鼻と巣の粉を与える

脳と尾を使用

脳と尾を使用

頭の肉を与える

ペニスと睾丸の粉を粥に入れて服用

ヒトリザルの巣の土の粉を粥に入れて服用

脳と尾を使用

脇の下の皮の粉を体につけた傷に塗布,袋

  に入れ携帯

鼻の先,爪,牙 の粉を体につけた傷に塗布

皮の炭を患部に塗布

鼻と肛門の炭を粥に入れて服用

脳と尾を使用

皮の炭を患部に塗布

脳と尾を使用

説  明

*怠 った儀礼 の補完

*人や家畜を襲 う

*犬 は雌雄が合体 したまま離れな くな ること

 が多い

犬 は手当た り次第 に交尾 して も病 気にな ら

 ない

実効

互いの悪臭で喧嘩が絶えな くな る

この動物 は鋭い臭覚を もつ

この動物 の鋭い臭覚を身につ けさせる

*人や家畜を襲 う

*こ の動物は畑 を荒 らす

未詳

この動物 は何度性交 しても疲れない

*巣の土 にはヒ トリザルの強力な精液が しみ

 込んでいる
*この動物 は畑を荒 らす

ゾウは動物 の首長であ り,目 下の者が服従

  す る

 ゾゥのよ うに力が強 くなる.

同種療法

怠った儀礼の補完

 この動物は動物の首長であると同時に畑を

  荒らす

同種療法

*人や家畜を襲う
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no. 方 名 学 名
和

M-21)vumbwe

M-22)mkhango

Felis silaestris lybica

リ ビ ア ネ コ

Panthera leo

ラ イ オ ン

M-23)kambuku  Panthera ﾟardus

           ヒ ョウ

Hippopotamidaeカ バ 科

M-24)mbuwu   Hippopotamus amphib ius

           カバ

Hyaenidaeノ 、イ エ ナ科

M-25) fisi          (乃「ocuta cracuta

           ブ チハ イエ ナ

Hystricidaeヤ マ ア ラシ科

M-26)nungu    Hystrix spp.

           ヤマ ア ラ シ類

Leporidaeウ サギ 科

M-27)kalulu    Lepus crar�hayi

           キタ サ バ ンナ ノ ウサ ギ

Loricidaeロ リス科Galaginaeガ ラ ゴ亜科

M-28)sila     Oα1αgo 67鰯oα πぬ彪∫

           オ オガ ラ ゴ

M-29)changa   Galago senegalensis

           シ ョウガ ラ ゴ

Macroscelididaeハ ネ ジ ネズ ミ科

M-30)susunjira  Elephantulus rufescens

           ア カハ ネ ジ ネ ズ ミ

M-31)thondo P6'zo〃o加雄 弼7α面のぜ螂

ヨツユ ビハ ネ ジネ ズ ミ
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用  途

*邪術師の使魔または変身

願望成就の 「薬」(chikondi)

強壮剤(mangolomera)

ライオンか ら狩人 の身を守る 「薬」

*邪術師の使魔iまたは変身

*邪術師の使魔または変身

食 用 に よ る皮 膚 病(viphere)の 治療

強壮 剤(mangol omera)

泥 棒 ・邪術 師 が狙 った 相手 を 眠 らせ る

 「薬 」 (chikotha)

夢 で 将 来 の 出来 事 を 予見 す る 「薬 」

口 き き瓢箪

*邪 術 師 の使 魔 ま た は変 身

耳 鳴 り(matenda ya matu)の 治 療

鼻 血(m'kamphuno)の 治 療

食 用 に よ る皮 膚病(viphere)の 治 療

賢 くな る ため の 「薬 」

火 傷(uzithenta)の 治 療

火 傷(uzithenta)の 治 療

*配偶者 の愛人を転倒死させ る邪術(リ

 カ ンコ)

*同治療

猟銃の命 中率を高 める 「薬」

墓を邪術師か ら守る 「薬」

幼児を早 く歩かせる 「薬」



吉田 チェワ族の 「薬」

処  方

脳 と尾を使用

脇の下の皮 の粉を体 につけた傷 に塗布,袋

 にいれて携帯

爪,歯,脳 の粉を体 につけた傷 に塗布

脇の下の皮の粉 と,墓 穴を掘 る際 にでた木

 の根の粉を体に塗布

脳 と尾を使用

脳 と尾を使用

皮の炭を患部に塗布

皮の炭を体につけた傷に塗布

脳と尾の粉を使用

脳の粉を体につけた傷に塗布,袋 に入れて

 携帯

鼻を瓢箪に入れる

脳と尾を使用

脇の下の皮の粉を点眼

針を焼ひて出た煙を吸引

皮の炭を患部に塗布

脳の粉を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

皮で患部を拭う

皮で患部を拭う

全身の乾燥粉を配偶者の食物に投入

*全身の乾燥粉を体につけた傷に塗布

全身の炭を猟銃に塗布,狩 人の体につけた

 傷にも塗布

全身の乾燥粉の溶液で死体を洗浄

足の皮を幼児の足に巻く

説  明

*人や家畜を襲 う

ライオンを恐れ るように人 々も自分を恐れ

 服従する

ライオ ンのように凶暴 にな る

死者のよ うにライオ ンの目を閉 じさせ る

*人や家畜を襲 う

*人や家畜を襲 う

同種療法

カバのよ うに皮膚を厚 く頑強にす る

ハ イエナが尾を後足の間に巻 き込む と人 々

 が寝て しま う

ハ イエナは夢で死肉の在処を知る

依頼人を眠 らせ腹話術の露見 を防止
*人や家畜を襲 う

耳か ら殺傷直後のヤマァ ラシがたてるよ う

 な音がす る.同 種療法

実効

同種療法

ウサギは賢 い動物

実効

実効

*このネズ ミは道を渡 ると転んで死ぬ

*同種療法

逃げた獲物 も転倒す る

邪術師 も墓で転んで死ぬ

このネズ ミの子は生まれてす ぐに歩 く
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no. 方 名
学 名
和 名 用  途

M-32)sakwi    Rhynchocyon cirnei

          テ ングハ ネ ジネ ズ ミ

Manidaeセ ンザ ンコ ウ科

M-33)nkhaka   ハfαη15伽 ㎜∫繰 ゴ

          サバ ンナ セ ンザ ンコ ゥ

Muridaeネ ズ ミ科

M-34)khunda   Cricetomys emini

          ア フ リカ オ ニ ネズ ミ

M-35)nsontoま た は 1)endromus nyikae

   psonto   ナ イ カキ ノ ボ リマ ウス

Muridaeネ ズ ミ科 Murinaeネ ズ ミ亜 科

M-36)nkhoswe   Rattus spp.

          ク マ ネズ ミ類

Mustelidaeイ タ チ科 Lutrinaeカ ワ ウ ソ亜 科

M-38)katumbu  Lutra macul蘢ollis

          ノ ドブ チカ ワ ウ ソ

          お よ び

          Aonyx capensis

          ツ メナ シカ ワ ウ ソ

Mustelidaeイ タチ 科 Mellivorinaeラ ーテ ル亜 科

M-39)chiuli    Melliaora capensis

          ラー テ ル(ミ ツア ナ グマ)

Orycteropodidaeツ チブ タ科

M-40)dzimba   O卯 θγψ麗5ψf

          ツ チブ タ

幼児 を早 く歩かせ る 「薬」

*畑荒 らしの邪術(fumba)の 防止

               惚れ薬(chikondi)

               強壮剤(mangOlOmera)

Cricetomyinaeア フ リカオニネズ ミ亜科

邪術師を眠 らせ る 「薬」

Muridaeネ ズ ミ科 Dendromurinaeキ ノ ボ リマ ウス亜 科

Procaviidaeハ イ ラ ックス 科

M-41)mbila    Procaviidae

          ハ イ ラ ック ス類

Rhinocerotidaeサ イ 科

M-42)mpembere  Diceros bicornis

          ク ロサ イ

惚 れ 薬(chikondi)

*体 中の痛みや吐 き気をおこす邪術(ム

 チェゾ)
*同治療

首の痛 み(khosi)の 治療

*強 壮剤(mangolomera)

*鉱山労働者の強壮剤(mangolomera)

畑を豊作 にす る 「薬」

食用による皮膚病(viphere)の 治療

母が摂取 したため新生児の体 が灰色に

 な る病(m'yabwe wa mbila)の 治療

食用による皮膚病(viphere)の 治療

*狩猟儀礼 の失敗による腹部 膨満(mim-

 ba uuma)の 治療
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吉田 チ ェワ族の 「薬」

処  方 説  明

足の炭を幼児の足につけた傷に塗布

*鱗の粉を畑に埋設

鱗の粉を体につけた傷に塗布,袋 に入れて

 携帯

鱗の粉を体につけた傷に塗布,袋 に入れて

 携帯

心臓と目の炭を袋に入れ携帯

心臓と巣の粉を相手の体に散布

このネズミを使用(詳 細不明)

爪の炭を体につけた傷に塗布,服 用

首の皮を患者の首に巻く

このネズ ミはすば しこく動 く

この動物は攻撃を受けると体 を丸めて身動

 き しな くな る。穀物 が盗まれな くなる。

 また この動物の鱗同様すきまな く穀物 が

 実 るよ うになる

相手が この動物のよ うにいつ もうつむ いて

 従順になる

この動物 のよ うに敵の攻撃 に動 じな くな る

このネズ ミはいつ も寝ている

このネズ ミは人が来 ると待 ちかねたように

 巣か ら出て くる

*このネズ ミをまね たムシが送 り込 まれ体の

 内側を爪でひ っか く
*同種療法

カ ワウソの首はよ く動 く

皮または脳と骨の粉を体につけた傷に塗布

鼻ないし歯と爪の粉を体につけた傷に塗布

歯と爪の粉を畑に埋設

皮の炭を患部に塗布

毛を新生児の体に塗りつけ翌日体を洗う

皮の炭を患部に塗布
*鼻と肛門の炭を粥に入れて服用

この動物は蜂蜜を食べるときハ チに刺 され

 ても平気。また この動物はい くら叩いて

 もす ぐ息をふ きかえす

*ツチブタはア リ塚の硬 い土でも平気で穴を

 掘 る

ツチブタはうま く土を耕す

同種療法

同種療法

同種療法
*怠 った儀礼 の補完
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no. 方 名 学 名
和 名 用  途

Suidaeイ ノ シシ科

M回43)kaphulika Phacochoerus aethiopicus

イ ボ イ ノ シ シ

*失神(kunyu)を 引 き起 こす邪術(ム チ

 ェゾ)
*同治療

猟犬の強化

M-44)nguluwe

M逼45)nguluwe njazi

Potamochoerusρ0猶 麟 んof7ψ0-

 tamus

カ ワ イ ノ シ シ

Potamochoerus porcus ｢orcus

赤 毛 の カ ワ イ ノ シ シ

食用 による皮膚病(viphere)の 治療

*畑荒 らし(fumba)の ための 邪 術 師の

 使魔ない し変身

食用による皮膚病(viphere)の 治療
*畑荒 ら し(fumba)の ため の 邪 術 師の

 使魔ない し変身

食用による皮膚病(viphere)の 治療

*畑荒 ら し(fumba)の ため の邪 術 師の

 使魔 ない し変身

嘘の宣誓 を したためロのまわ りにでき

 るただれ(njazi)の 治療

Viverridaeジ ャコ ウネ コ科 Herpestinaeマ ング ー ス亜 科

M・46)mzenga   Bdeogale cra∬icaudaか?   サス ライ ア リを 用 い た邪 術(ム チ ェゾ)

           フサオ マ ング ー ス       に よ る激 しい か ゆ みの 治療

M-47)psyupsyutungu Eθ109α1θραγoぬか?     日射病 による頭痛(muthu)の 治療

           ミナ ミコビ トマングース

Viverridaeジ ャコウネ コ科 V咩errinaeジ ャコウネコ亜科

M-48)chombwe  G'iaettictis ciaetta       ウサギ,ホ ロホロ鳥 の罠用の 「薬」

           アフ リカジ ャコウネコ

M」49)�lW1]1    Genetta spp.       *薄麻疹(abilisi)の 治療

           ジェネ ッ ト類

                        *乳幼児 の腹痛(mimba uwawa)の 治療

                         および予防

Chiroptera翼 手 目

M-50)nyankhupiti Chiroptera        成女儀礼で女性 の性器を拡張する「薬」

           コウモ リ類

M-51)不 特定の獣(nyama)の 肝臓(mphafa)   盲目(khungu)の 治療

Unidentified未 同定

M-52)nsoni    野ネズ ミの1種      *惚れ薬(chikondi)

M-53)p匤ji

M-54)psyontho

小型 の野ネズ ミの1種

野ネズ ミの1種

乳幼児 の頭蓋骨 の泉門(liwombo)の 縫

 合不全の治療

惚れ薬(chikondi)
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吉周 チ ェワ族 の 「薬」

処  方

体の一部を使用

牙の粉を服用,または牙の容器で他の「薬」

 を服用

イボイノシシの食べかすを犬に食べさせる

皮の炭を患部に塗布

脳と尾を使用

皮の炭を患部に塗布

脳と尾を使用

皮の炭を患部に塗布

脳と尾を使用

皮の粉を服用

爪の粉を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

脳の粉を鼻から吸引

肛門の乾燥粉を罠に塗る

皮で患部を叩く,または皮を浸した水を服

 用

腸を浸した水または腸を入れて炊いた粥を

 与える

全身の炭をひまし油で溶いて性器に塗布

浸した水で目を洗う

毛を袋に入れて携帯

脳の溶液を患部に塗る

全身と巣の草の炭を体につけた傷に塗布,

 袋に入れて携帯

説  明

*よ く転 倒す るこの動物をまねたムシが送 り

 込まれる
*同種療法

犬がイボイノシシをよ く捕 らえるようにな

 る

同種療法
*この動物 は畑を荒 らす

同種療法
*この動物 は畑を荒 らす

同種療法

*この動物 は畑を荒 らす

噂の宣誓によるただれが この動物の食用 に

 よるただれ と似て いる

かゆみは邪術師がア リをまねた ムシを送 り

 込ん だためにおこる.マ ングースはその

 ア リを とって食べ る

この動物 はい くら日なたにいて も平気

匂いに釣 られて獲物が くる

*奪麻疹 の症状が この動物の体 の文様に似て

 いる.同 種療法の一つ
*この動物の腸のように乳児 の腸 も柔 らか く

 健康 にな る

コウモ リの翼の膜 は丈夫

肝臓 の血液を目に与え る

相手が このネズ ミのよ うに頭を垂れて従順

 にな る。nsoniと は従順 な者の意

この野ネズ ミは小 さな穴 しか地面にあけな

 い

このネズ ミは人 が来 ると待 ちかねたように

 巣か ら出て くる
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no. 方 名
学 名
和 名

Accipitridaeタ カ科

AV-1) kamtande   ∠46`ψ髭87膨 勧oJ6㍑`麗5

           オ オハ イ タ カ

AV-2) nkhwadzi   Haliaeetus vocifer

           サ ン シ ョク ウ ミワ シ

AV-3) mphungu   Terathopius ecaudatus

           ダ ル マ ワ シ

Apodidaeア マ ツバ メ科

AV4)kamembe  Apodidae

           ア マ ツバ メ の 類

Bucerotidaeサ イチ ョウ科

AV-5)  nyalikoma    Tockus nasutu.s

           ハ イ イ ロ コサ イ チ ョウ

Capitonidaeゴ シキ ド リ科

AV-25)gonkomola  五γゐ伽 伽60耀 伽

           シ ロマユ コゴ シキ ド リ

CaP「imulgidaeヨ タ カ科

AV-6) lumbe    σψr諭 π18螂SPP.お よ び

           Macrodipteryx SPP,

           ヨ タカ の類

Columbidaeハ ト科

AV-7) nkhunda     Columba sp.

           ハ ト

Estrildidaeカ エ デ チ ョウ科

AV-8) sisi      Uraegintkus angolensis

           フ ナ シセ イ キ チ ョウ

Laniidaeモ ズ 科

AV-9) chitule    1)ryoscopus spp・

           フ ク レヤ ブ モ ズの 類

AV-10)uyeni     Prionoﾟs ﾟlumata

           エ ボ シ メガ ネ モズ

Meropidaeハ チ ク イ科

AV-11、 nsadzu   Meropidaeの1種

           ハ チ クイ

MotaciUidaeセ キ レイ科

AV-12)twetwe    福o∫α6〃α09痂 ψ

           ハ ジ ロバ クセ キ レイ

Otidaeノ ガ ン科

AV-13)chidokowe  (:horiotis kori

           ア フ リカオ オ ノ ガ ン
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用  途

           [AV】 avEs

呪薬入 りの食物の発見

幸運(mwai)を よぶ 「薬」

財布をひ きしめ る 「薬」

ニ ャゥ(nyau)の 踊 り手の 「薬」

夫の浮気防止 の 「薬」(chikondi)

猟犬の強壮剤(mangolomera)

狩人 か獲物に気づ かれないようにす る

 「薬」

*惚れ薬(chikondi)

睾丸が腫 れる病気(phuzi)の 治療

将来の出来事を予見す る 「薬」

ハ トをハ ト小屋に居 つかせ る 「薬」

割れ るよ うな頭痛(mutu wa ch�ga-

 nula)の 治療

犯人発見の 「薬」

強精剤(vubwe)

母 が摂取 した結果,頭 がこの鳥の頭の

 ように変形 した新生児 の治療



吉 田 チ ェワ族の 「薬」

処  方

鳥 綱(mbalan�)

 この鳥がとり損ねた ヒヨコの炭を 自分の体

  につけた傷に塗布

 心臓 と頭の粉を体 につけた傷に塗布,袋 に

  いれて携帯

 羽の粉を体 につけた傷に塗布,袋 に入れて

  携帯

 全身の乾燥粉を粥 に入れて服用

 囎と糞の粉を夫の食物 に混合

 頭の粉を粥 に入れて与え る

 頭の炭を袋 に入れて携帯

心臓の粉または炭を体につけた傷に塗布,

 袋に入れ携帯

巣を焼き,煙を患部にあてる

全身の粉を体につけた傷に塗布

心臓と巣を浸した水をハトに与える

脳と心臓の粉を体につけた傷に塗布

巣の粉を体につけた傷に塗布,袋 に入

 れて携帯

下半身の粉を体につけた傷に塗布

熱した石を頭の炭の水溶液に浸して患部に

 押し当てる

説  明

食べよ うと した瞬間,呪 薬入 りの食べ物 が

 手か ら落ちる

この鳥は食べ物(と くに魚)の あ りかを教

 えて くれる

この鳥 はけ っして羽を落とさない

この鳥の ごと く素早 く施回 を繰 り返せ るよ

 うにな る

この鳥の雄は雌 が卵を抱いて いる間巣 か ら

 出ない

この鳥 は木をつついて大きな穴をあける

ヨタカは人がす ぐ近 くへ来るまで気づ かな

 い

*ハ トは雌雄のつがいがいつ も一緒 に動 く

この鳥は巣をい くつ も持 っている.腫 れを

 分散させ る

この鳥が来 ると続 いて客 がくる

この鳥はいつ も同 じ場所で産卵する

ハ チクイは頭 が硬 く,ハ チに刺 されるの も

 気 にせずハ チを食べる

ハイヌクイは蜂蜜の在処 を教えて くれ る

この鳥は腹を前後 させて歩 く.腰 の前後動

を続 けて も疲れない

この鳥 は頭は扁平。同種療法
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no. 方 名 学 名
和 名

Phasianidaeキ ジ 科

AV-14)nkhwali

AV-15)nkhuku

AV-16)tambala

AV-17)khanga

蹄 απ601∫微 ∫5ωαゴη50ηゴゴ

、ク ロ ア シ ア カ ノ ドシ ャ コ

Gallus gallus var. domesticus

ニ ワ ト リ

σ0〃 雄9αZ1π ∫var. domesticus

雄 鶏

Ploceidaeハ タ オ リ ドリ科

AV-18)mpheta

Pycnonotidaeヒ ヨ ド リ科

AV-19)nyapwele

Sagittariidaeヘ ビ ク イ ワ シ 科

AV-20)gola

ScopidaeシSモ ク ド リ科

AV-21)katawa

Strigidaeフ ク ロ ウ科

AV-22)kazizi

AV-23)manchichi

AV-24)khutukhutu

Numida meleagris

ホ ロ ホ ロ チ ョ ウ

Ploceidae

ハ タ オ リ ド リの 類

砂`ηoηo嬬 πゴ97加'"

ア カ メ ア フ リ カ ヒ ヨ ド リ

Polemaetus bellicosus

ゴ マ バ ラ ワ シ

Sco｡bus umbretta

シ ュ モ ク ド リ

Tytonidaeメ ンフク ロ ウ科

AV-26)shololo

βκ60ψ 加 ππ∫

ア フ リ カ ワ シ ミ ミズ ク

B励Olac冾us

ク ロ ワ シ ミ ミズ ク

Otus leucotis

ア フ リカ オ オ コ ノ ハ ズ ク

Tyto alba

メ ン フ ク ロ ウ

Unidentified Species未 同 定

AV-27)ch五kayekaye

    チ カ エ カェ
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用  途

仮面制作場所の秘密を守るため,入 の

 目を くらます 「薬」(chidima)

喉の痛み,首 の腫れ(chikokoko),を お

 こす邪術(ム チ ェゾ)

同治療

邪術(ム チ ェゾ)に よる激 しいかゆみ

 (matenda yo lumaluma)の 治療

結膜炎(maso)の 治療

強精剤(vubWe)

新生児のム ドゥ0の 防止

狩人が獲物に気づかれないよ うにす る

 「薬」

稲 をハ タオ リドリか ら守 るための 「薬」

言葉の遅い幼児の治療

*将来 の出来事を夢で知るための 「薬」

*他の夫婦を別れさせ る 「薬」(kaphantu)

*邪術師の使魔(偵 察用)

*邪術師の使魔(偵 察用)・

*邪術 師の使魔(偵 察用)

*邪術 師の使魔(偵 察用)

人 気 を 得 る 「薬 」(chikondi)



吉田  チェワ族の 「薬」

処  方

頭と卵の炭を仮面の制作場所に埋設

喉を使用

喉の炭を体につけた傷に塗布

足の中の脂肪を体につけた傷に塗布

糞の粉を目の周りにつけた傷に塗布

ペニスと睾丸の粉を粥に入れて服用

雄鶏の足に結ぎつけた木釘をその雄鶏の性

 交後,新 生児の腰に結び付ける

頭の炭を袋に入れて携帯

全身の粉を稲田に埋設

糞の溶液に浸したヒエの穂先で舌をつつく

*脳 の粉を体につ けた傷に塗布

羽と巣の粉を撒きかける

体の0部 を使用

体の一部を使用

体の一部を使用

体の」部を使用

頭と心臓の粉を体につけた傷に塗布

説  明

この鳥 の卵 はめ ったに人 目につかない

ニ ワ トリの首はそのまま胴に繋が り腫れた

 よ うにみえる.そ のニ ワ トリをまねたム

 シが送 り込まれた

同種療法

かゆみは邪術師がア リをまねた虫を送 り込

 んだためにお こる。ニワ トリはそのア リ

 を足 で掘 り出 して食べ る

雄i鶏のよ うに朝 目がぱ っちり開 くよ うに

鶏 は何度性交 して も疲れ ない

雄鶏 はい くら性交 して もム ドゥロにならな

 い

この鳥は人間がす ぐそばにい くまで逃げ

 ない

ハ タオ リ ドリが友の屍臭 を避 けてや って こ

 ない

ヒヨ ドリ同様よ くさえずるように

*この鳥は夢で死 肉の在処を知 る

この鳥はフクロウやガ ンに巣 を乗 っ取 ら

 れ,2度 と戻 って こない.ﾘtawaと は逃

 げる ものの意。

*この鳥は 「殺せ,殺 せ,私 は肉が欲 しい」

 と鳴 く

*こ の鳥は 「ク トゥ
,ク トゥ,静 かだ(襲 っ

 て も大丈夫)」 と鳴 く

*こ の鳥の 「ショロロ」 という鳴 き声は邪術

 師の笛の音

この鳥 はいつ も群れをなす.人 々が群れ を

 な してついて くるよ うに
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no. 方 名 学 名和 名

AV-28) kulukulu

    ク ル クル

LACERTILIAト カ ゲ亜 目(buludzi)

Agamidaeア ガ マ 科

R-1) dantamu   Agama hispiﾘ

          ア ガ マ の1種

Chamaeleontidaeカ メ レオ ン科

R-2) bilimankwe Chamaeleo spp・

          カ メ レオ ン類

Varanidaeオ オ トカゲ 科

R-3)  gondwa    Ilaranus niloticus

          ナ イル オ オ トカゲ

OPHIDIAヘ ビ亜 目(njoka)

Elapidaeコ ブ ラ科

R4) mb・b・  1)endroaspis p・ウ1幽

          ブ ラ ックマ ンバ

R-5)   mamba      2V吻セ霧mossambica

          モザ ンビ ー ク コブ ラ

Pythonidaeニ シ キヘ ビ科

R-6)  nsato       Python sebae

          ア フ リカ ニ シキ ヘ ビ

Colubridaeナ ミヘ ビ科

R-7) nyaligwigwiti 篇`o直o而56ψ8r厩 ∫

          ツル ヘ ビの仲 間,樹 上 生

R-8) 不 特 定 の ヘ ビの 皮(chikunda cha njoka)
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用  途

サ ッカ ー選 手 の強 壮 剤(mangolomera)

         [R] REPTILIA

腹 部 の 肥 大(yo thupa mimba)を お こ

 す 邪 術(ム チ ェ ゾ)

歩 行 困 難,顔 色 の 変 化(matenda ya

 bilimankwe)を お こす邪 術(ム チ ェ

 ゾ)

同 治療

目い ぼ(nchetera)の 治 療

耳 炎(m'matu)の 治 療

*邪術師の使魔また は変身

*配偶者 の愛人を即死させ る邪術(リ カ

 ンコ)

同予防

蛇 にかまれたときのよ うに手足が痛み,

 体が青 くなる病気をおこす邪術(ム

 チェゾ)

同治療
*邪術師の使魔また は変身

家を邪術師か ら守 る 「薬」

背中の痛み(msana)の 治療

配偶者の愛人 を柱や梁に登 らないと気

 分 が落 ち着かない病 にす る邪術(リ

 カ ンコ)

同治療

他の夫婦を別れ させる 「薬」(kaphantu)



吉 田 チ ェワ族の 「薬」

処  方 説  明

 足の炭を体につけた傷に塗布,袋 に入れて

  携帯

爬 虫 綱

体 の一部を使用

体の一部を使用

カメレオ ンの体 についた土を患者の体につ

 けた傷 に塗布,同 じ土の溶液で体を洗 う

カメ レオ ンを刺 して血のついた針で 目いぼ

 を刺す

皮下脂肪を熱 して溶か した ものを耳に滴下

この鳥は木の枝か ら枝へ素早 く渡 る

肥大 した腹を もつ アガマをまねた虫が送 り

 込 まれる

よたよた と歩き,常 に体色が変わるカメレ

 オ ンを まねた虫 が送 り込まれ る

カメ レオ ンの体 に着いた土を除 くことで病

 を除 く

実効

ウミの出る傷が塞 がる

体の一部を使用

頭を配偶者の食物に投入

骨の炭を体につけた傷に塗布し,寝ござの

 下に敷いた木の葉が乾かなくなるまで交

 際を控える

頭を使用

頭の粉を体につけた傷に塗布

体の一部を使用

頭とともに埋めておいた木で作った釘を家

 の入口に置く

背骨の炭を体につけた傷に塗布

体の一部を配偶者の食物に投入

頭の粉を粥に入れて服用

皮の粉を撒きかける

*人を襲 う(噛 んで殺す)

*この ヘビに噛まれ ると即死する

葉が乾 くのは,邪 術がかけ られている証拠

このヘ ビにかまれると手足が痛み体が青 く

 な って死 ぬ

同種療法
*人を襲 う(噛 んで殺す)

襲 ってきた邪術師がコブラの姿を見て逃 げ

 てい く

ニ シキヘビは巻 きついて人を殺せるほど背

 骨 が柔軟で しかも強靱

このヘビはいつ も木にまきつ いている

同種療法

ヘ ビは一度脱いだ皮を二度 と身につけない
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no. 方 名 学 名
和 名

CHEL、ONIAカ メ 目(fulu)

Pelomedusidaeヨ コク ビガ メ科

R-10)fulu Pelomedusidae

ヨ コ ク ビ ガ メ 類

Testudinidaeリ クガ メ科

R-11) fulu nunda  Tdstudinidae

           リク ガ メ類

CROCODYLIAワ ニ 目(hg'ona)

Crocodylidaeク ロ コダ イル 科

R-12) ng,ona    Crocodylus niloticus

           ナ イ ル ワ ニ

Bufonidaeヒ キ ガ エル 科

AM-1)fyineま た は Bufonidae

    thise    ヒキ ガ エル 類

Hyperoliidaeク サ ガ エル 科

AM-2)kalamatila  Hyperoliidae

           クサ ガェ ル 類

Clariidaeヒ レ ナマ ズ科

0-1) mlamba   Clariidae

           ナ マズ 類

o-z) 不 特定 の魚(nsomba)の 浮 き袋(befu)
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用  途

*女 性 の陰 部 の腫 れ 物(chisholliお よび

 chinkombola)の 治 療

脱肛(utukula mtumbo)を お こす 邪 術

 (ム チ ェゾ)

同 治療

畑荒 ら しの邪 術(fumba)の 防止

*女 性 の陰 部 の腫 れ物(chisholiお よび

 chinkombola)の 治 療'

脱肛(utukula mtumbo)を お こす 邪 術

 (ム チ ェ ゾ)

同 治療

畑荒 ら しの邪 術(fumba)の 防止

毒(ululu)
*邪術 師の使魔または変身

        [AM]AMPHIBIA

*配偶者の愛人 に体全体の腫れを引き起

 こす邪術(リ カ ンコ)
*同治療

*便 秘(kawind�)お よび0産(uvutika

 pobala)を お こす 邪 術(ム チ ェゾ)

*邪術による便秘(kawinde)の 治療

      [0] OSTEICHTHYES

割 れるような頭痛(mutu wa chinga-

 nuia)の 治療

配偶者 の愛人 に脱水症状をおこす邪術

 (リカ ンコ)

同治療

全身の腫れ(matenda yo tupa)を 引き

 起 こす邪術(ム チェゾ)



青田 チ ェワ族の 「薬」

処  方

頭の粉または炭を患部に塗布

体の一部を使用

頭の粉を患部に塗布

甲羅の粉を畑に埋設

頭の粉または炭を患部に塗布

体の0部 を使用

頭の粉を患部に塗布

甲羅の粉を畑に埋設

 肝臓 を食物に投入

体 の一部を使用

両 棲 綱(chule)

 全身を配偶者の食物 に投入

 全身の粉ない し炭を体につけた傷に塗布,

  粥に入れ服用

 このカエル本体また はカェルの尿のかか っ

  た土を利用

 このカエルの炭かカエルの尿のかかった土

  を粥に入れ服用

硬骨魚綱 侮somba)

 頭の炭を患者の頭の正中線につけた傷に塗

  布

 尾を配偶者の食物に投入

 尾の粉を体につけた傷に塗布

 浮き袋を使用

説  明

*カ メが甲羅 に頭を引 っ込 めるよ うに腫れ物

 も引 く

カメが甲羅か ら頭を出すように肛門が出 る

カメが甲羅 に頭を引 っ込 めるよ うに脱肛が

 治 る

亀 甲のよ うに隙間な く穀物 が実る

*カメが 甲羅 に頭を引 っ込 めるよ うに腫れ物

 も引 く

カメが甲羅か ら頭を出すように肛門が出る

カメが 甲羅に頭を引 っ込 めるよ うに脱肛が

 治る

亀 甲のよ うに隙間な く穀物が実 る

肝臓に毒がある
*人を襲う

*ヒキガエルのように体が腫れ る

*同種療法

*木に張 りついて じっとして いる習性を もつ

 このカエルをまねた虫が腸な い し産道 に

 張 りつ き通過障害を起 こすﾘカ ラマテ ィ

 ラとは張 りつ くものの意
*同種療法

ナマズの頭はぬるぬ る して邪術師が送 った

 ムシが滑 り落 ちる

水か ら出たナマズのように苦 しむ

同種療法

浮き袋のように体が膨 らむ
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no. 方 名
学 名
和 名

0-3) 不 特 定 の魚(ns。mba)の 皮(khanda)

Apidaeミ ツバ チ科

AN-1) njuchi    Apis mellifera

cicadidaeセ ミ科

AN-2) nyenje    (】icadidae

           セ ミ類

Culicidae力 科

AN-3) udzudzu   CuIicidae

           カ の類

Formicidaeア リ科

AN」4) linthumbi  ∠1'zo2ηη～α吻 痂 ㈱

           サ ス ライ ア リ

AN-5) mdzodzo   Dolichoderinaeか(?)

           クサ ア リの1種

Glossiniidaeツ エツ エバ エ科

AN-7) chiIlkhamba Glossina spp.

           ツ エツ エノ'ミエ

Gyrinidaeミ ズ ス マ シ科

AN-8) biliwidza   Gyrinidae

           ミズ ス マ シ類

Julidae

AN-9) bongoiolo    Julus spP.

           ヒメ ヤ スデ の0種

Mantidaeカ マ キ リ科

AN-10)mlanda mphuno Mantidae

           カ マ キ リ類
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用  途

 同治療

 喘息(chifuwa cha befu)を 引 き起 こす

  邪術(ム チェゾ)
*喘息(chifuwa cha befu)の 治療

 配偶者の愛人に脱水症状をおこす邪術

  (リカンコ)

 同治療

[AN] ANNELIDA, ARTHROPODA

 失神(kunyu)を 引き起 こす邪術(ム チ

  ェゾ)

 同治療

 死体を食べ にくる邪術師か ら墓 を守 る

  「薬」

 マラ リア に と もな う子 供 の 吐 き 気

  (usanza)の 治療

*体 中に激 しい痒みを引き起 こす邪術

  (ムチェゾ)

*同治療

 悪臭を引き起 こす邪 術(chifwenthe)

 邪術 による病の万能 薬の成分

 牛 の病気の予防

 足 を速 くする 「薬」(mangolomera)

 裁判 に勝つ 「薬」

 中風(manjenje)を おこす 邪 術(ム チ

  ェゾ)

 同治療



吉 田 チェワ族の 「薬 」

処  方 説  明

浮き袋の粉の水溶液を服用

浮き袋を使用

*浮き袋の粉の水溶液を服用

皮を配偶者の食物に投入

 皮 の粉を粥 に入れ服用

環形動物門,節 足動物門(kalombo)

全身を使用

全身の乾燥粉を体につけた傷に塗布,粥 に

 入れて服用

脱け殻の粉を死体に塗布して埋葬

同種療法

未詳

同種療法.ま た魚 は空気の出入 りす る浮 き

 袋を もつのに喘息 にな らない

水か ら出た魚のように苦 しむ

同種療法

ミツバチをまねたムシが送 り込まれ,ハ チ

 に刺 されたような衝撃 を感 じて倒 れる

同種療法

邪術師の目に死体がみえなくなる

蚊の粉を頭部につけた傷および全身に塗布

全身を使用

全身の炭を体につけた傷に塗布

アリの粉を相手の体に散布

全身の炭を体につけた傷に塗布

同種療法.マ ラ リアが蚊によって引き起 こ

 され るとい うのは西洋医学の知識による

*列を成 して移動 するこのア リをまねた ムシ

 が送 り込まれ 内部か らそのア リに噛まれ

 て痒みがお こる
*同種療法

このア リを潰す と悪臭がする・配偶者 に愛

 人 を寄せつけないようにす る 「薬」

邪術 師が送 り込む病の ムシに見立て る

全身の炭の水溶液を牛に投与

未詳

すで に牛の血の中にツェツ ェバエの成分が

 あるとこのハエに噛まれて も大丈夫

ミズスマ シは水 の上を素早 く動 く

頭の粉の水溶液で体を洗う

体 の一部を使用

全身の炭を体につけた傷に塗布

この虫 はつつ くと体を丸める.訴 訟相手が

黙 って うつむいて しま うように

カマキ リは始終首や手足を動 か している.

 このカマキ リをまねたムシが送 り込まれ

 る

同種療法
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no。 方 名 学 名
和 名

Pediculidaeヒ トジ ラ ミ科

AN-11)nsabwe      Pediculus spp.

           ヒ トジ ラ ミ

Psychidaeミ ノ ガ科

AN--12)mteba nkhuni Psychidaeの 幼 虫

           ミノ ム シ

Sphecidaeジ ガ バ チ 科

AN-13)chibovu      Amma｢hila luﾘvicus gigantea

           ジ ガ バ チ の1種

Termitidaeシ ロア リ科

AN-14)chiswe    Macrotermes aitrialatus

           シ ロア リの兵 陸 ア リと働 き

           ア リ(羽 が ない)

Vespidaeス ズ メバ チ科

AN-15)mavu     Vespidae

           ス ズ メバ チ の1種

Araneaeク モ 目

AN-16)kangaude Araneae

ク モ 類
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用  途

目の痛み を と もな う頭 痛(mutu wa

 kakope)を お こす邪術(ム チェゾ)

同治療

女性の陰部の腫れ物(chishol�)の 治療

脱肛を引き起 こす邪術(ム チェゾ)

同治療

乳首の腫 れ(kawelewele)を お こす邪

 術(ム チ ェゾ)

同治療

妊娠初期 の妻 と性交 し夫の体がだ るく

 な る病気(usowa mphamvu)の 治療

邪術 による病の万能薬の成分

言葉 の遅い幼児の治療

化 膿性 ので きもの(phumba)の 治療

夫 が妻の もと以外では性欲を感 じない

 ようにする邪術(カ ウタ)の 治療

偏 頭痛(mutu upanya)の 治療

*強壮剤(mangolomera)

他 の夫婦を別れ させ る 「薬」(kaphantu)

手首にで きる血腫(1itsipa)の 治療

喘息(ch凬uwa cha kangaude)を お こ

 す邪術(ム チェゾ)

中風(manjenje)を お こす邪術 (ムチ

 ェゾ)

同治療

財布 をひ きしめる 「薬」



吉 田 チェワ族の 「薬」

処  方

全身を使用

全身の乾燥粉を眉の上につけた傷に塗布

全体の炭の水溶液を患部に塗布

全体を使用

全体の炭を患部に塗布

全体を使用

全体の粉を患部につけた傷に塗布

全体の炭を体につけた傷に塗布

全体の炭を体につけた傷に塗布

頭の炭を粥に入れて投与

シガバチの巣の粉を患部に塗布

頭を袋に入れ携帯

炭を頭につけた傷に塗布

このハチとその巣の粉ないし炭を体につけ

 た傷に塗布

放棄された巣の粉を相手の家に散布

クモの巣を手首にまきつけ,ク モの炭を患

 部につけた傷にすりこむ

全身を使用

未詳

クモの巣の炭を体につけた傷に塗布

全身の粉を体につけた傷に塗布,袋 に入れ

 て携帯

説  明

未詳

同種療法

ミノム シが殻の中に頭を引っ込めるように

 腫れ物 も引 く

ミノム シを まねたム シが送 り込まれ,ミ ノ

 ム シが殻か ら頭を出 し入れす るよ うに肛

 門が出る

ミノム シが殻か ら頭を 出 し入 れす るよ うに

 肛 門が入 る

乳首の腫れが ミノムシの格好 に似ている.

  ミノムシをまねたムシが送 り込まれる.

同種療法

ミノムシは木を集めて堅い殻 を作 る.夫 の

 体 を堅固にする

患者 の体を堅固にす る

この虫 はプー ンと大 きな音をたてて飛 んで

 くる.幼 児 も早 く声を出す ように

ジガバチは巣を作 って もす ぐ別 の 巣 に 移

 る.病 がよそへ移るように

カウタ とは小 さな弓の意.シ0ア リは家に

 おいてあるその弓の弦を切 って しま う.

 病を切 るように

頭痛が して いて もこのハ チに噛まれ ると痛

 みを忘れ る。

*このハ チは人を刺 してあ とに腫れ物を作る.

 相手を刺 して苦 しめ られるように

相手の家も放棄される

未詳

クモをまねたムシが送 り込まれ,喉 に巣 を

 張 って呼吸障害をお こす

クモの巣のように体が始終揺れ る

同種療法

クモの巣にいろんな ものがひ っかかるよう

 に金がひ っかかる
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no. 方 名 学 名
和 名

Lepidoptera鱗 翅 目

AN-17)gulugufe    Lepidoptera

Unidenti�d Species未 同 定

AN'-18)bobobo

AN-19)buwi

AN-20)bzimbzi

AN-21)chinganila

AN-22) chitsenda

AN-23)katondondo

AN-24)lopo

AN-25)mbandulazi

aN 2s)m]ondola

AN-27)njala

Suthidaeの1種 か(a)

サ ソ リ

E妙 α」ゴψ5ε5SPP.

Buthidaeの1種 か(a)

サ ソ リ

Call�a bohemaniか(a)
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用  途

仮面舞踊に多 くの観衆 を 呼 び 集 め る

 「薬」 (chikondi)

耳の後 ろにできる化膿性 の で き もの

 (mpande)の 治療

失神(kunyu)を お こす 邪 術(ム チェ

 ゾ)

同治療

配偶者の愛人を転倒死させ る邪術(リ

 カ ンコ)

同治療

足 の痛みを起 こす邪術(ム チェゾ)

同治療

乳児の悪夢(uzizimuka)に よる夜泣き

 の治療

畑荒 らしの邪術(fumba)の 防止

割れるような頭痛(mutu wa chinga・

 nila)を お こす邪術(ム チェゾ)

同治療

耳炎(m'matu)の 治療

邪術師か ら墓を守 る 「薬」

新生児頭蓋骨の泉 門(liwo皿bo)に お

 ける脈動(上 下動)の 低調の治療

惚れ薬(chikondi)

魚がよ く釣れるようにする 「薬」

耳の後ろにできる化膿 性 の で き も の

 (mpande)の 治療

犬の追跡能力の強化

犯人発見の 「薬」

目の奥の痛みを と もな う頭痛(mutu

 wa kakope)を おこす 邪 術(ム チ ェ

 ゾ)

同治療



吉 田  チ ェワ族の 「薬」

処  方

巣を粉に したものを会場に散布,周 囲の木

 にも塗布

炭を水で溶いて患部に塗布

全身を使用

全身の炭を粥に入れて服用

全身の粉を配偶者の食物に投入

全身の炭を服用

全身を使用

全身の粉を体につけた傷に塗布

全身と巣の土の粉の水溶液で乳児の体を洗

 う

全身の粉を畑に埋設

全身を使用

全身の炭を頭につけた傷に塗布
この虫が木を食べて出た粉を袋に包み,水

 に浸してその滴を耳に滴下

全身の粉を死体に塗って埋葬

全身の粉を患部に塗布

全身の粉を体の傷に塗布

この虫の粉 を溶か した水で釣 り針を煮る

炭を水で溶いて患部に塗布

全身の粉を粥に入れて犬に投与

全身の粉を体の傷に塗布,黒 布の袋に入れ

 て携帯

全身を使用

全身の乾燥粉を眉の上の傷に塗布

説  明

クモの巣がものをひ っか けるよ うに人をひ

 っか ける

こので きものは耳に止ま ったチ ョウやガを

潰 したために起 こる.同 種療法

この虫はさわ るとひ っくりかえる。このム

 シを まねたムシが送 り込まれ る

同種療法

この虫はさわると失神す る

同種療法

この生物をまねたム シが送 り込まれ る.そ

 の ムシが口を開閉するとき足 が痛む

同種療法

母が妊娠中この生物の穴を踏み,こ の生物

 を驚かせた.そ の驚きが新生児に移 って

 悪夢をみさせている.そ の夢を送 り返す

 同種療法

この虫は腹 が膨れている.穀 倉が満杯 にな

 るよ うに

未詳

同種療法

木屑を戻 して木の穴を塞 ぐよ うに耳の穴を

 塞 ぐ

未詳

この虫は巣 の穴か ら出た り入 った りす る.

 泉門部分 の皮膚 も頻繁 に上下するように

自分をみた相手の心臓が この虫の動 き同様

 激 しく脈打つよ うに

この虫は巣 の穴 に木を刺 し込む とす ぐ釣れ

 る

匂いで患部 に虫が寄 って こない

ムロン ドラとは追いかけるものの意。犬が

 獲物をよ く追いかけるように

犯人をよ く追いかけ られ るよ うに

固い木 の内側に巣 くうこの虫をまねたム シ

が送 り込まれ内側か ら患者の頭を虫ばむ

同種療法
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no。 方 名 学 名
和 名 用  途

AN-28)nkhanu

AN-29)ntongole

AN-30)phancli.

    phandi
AN-31)to4dondo

AN-32)tsokonombwe

AN-33)zOZWe

Phrynidaeの1種 か(a)

サ ソ リモ ドキ

Trigona sp・ か(～)

ハ リナ シバ チ の1種

ホタ ル の仲 間 とい うが 不 明

バ ッタの1種 とい うが不明

この生 物 を食 べ て 死 に 瀕 した 犬 の治 療

耳 炎(m'matu)の 治 療 咀

白内障(n'gala)を お こす 邪 術(ム チ ェ

 ゾ)

て ん かん(chimkombozi)を お こ す 邪

 術(ム チ ェゾ)

同 治療

こめ か み にで きる 血腫(litsipa)の 治療

性 病 に よ る局 所 の 潰 瘍(nthenda ya

 songeya)の 治 療
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青田  チェワ族の 「薬」

処  方 説  明

全身の炭を犬に投与

巣の穴を塞いでいる分泌物(蜜 職)を 布に

 包んで水に浸し,滴を耳に滴下

全身を使用

同種療法

この虫は木 の穴 に巣を作 り,そ の穴を蜜臓

 で塞 ぐ。 同様に耳の傷 も塞がる

未詳

全身を使用

何体かを樹皮紐でつないで首に掛ける
この虫に血を吸わせる

全身の粉を水とともに服用

未詳

同種療法

実効
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no。 方 名 学 名
和 名

Alismataceaeオ モダ カ科

0-1)   kakunakuna

    カ クナ クナ

Amaryllidaceaeヒ ガ ンバ ナ科

P-2)   chinzonzonzo

    チ ンゾ ンゾ ンゾ

Anacardiaceaeウ ル シ科

P-3) chaumbu
        m
    チャウンフ

P-4)  mtukumphako

    ム トゥク ンパ コ

P-5)  mtatu

    ム タ トウ

Annonaceaeバ ン レイ シ科

P一石) mpozya

    ムポ ジ ャま た は

    mwalηane

    ム ワ ンジ ャネ

S疆ittaria sp、

Ammocharis tinneana

Lannea di∬010γ

Ozoroa reticulata

Rhus longipes

Annona senegalensis
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   植 物 を 素 材 と

用  途

女 性 の 大 陰唇 を 引 き下 げ る 「薬 」

風疹(三 日ば しか:kanjinga)の 治

 療

下 痢,血 便(mimba mwa kamadzi)

 の治 療

妊 娠 した 女性 の近 親者 にで きるで き

 物(phumbaま た はnyamkalimbi)

 の治 療

足 にで き る化 膿 性 の で き もの(ntho-

 ntho)の 治療

下 痢(mimba utulula)の 治 療

強精 剤(vubwe)

クサ ガ エル を用 いた 邪術(ム チ ェゾ)

 に よ る難 産(uvutika pobala)の 予

 防 と治 療

子 授 け の 「薬」(chisawa)

離 乳前 に母 が妊 娠 し,乳 児 の 体 が腫

 れ る 病気(unjiseま た はmapu-

 ms・)の 治 療

新 生児 の ム ドゥロの 防止

*首(khosi)が 痛 くて 回 らな い 病 気 の

 治 療

ひ ょうそ(kasule)の 治療

動 機(mtima Wo waWa)の 治 療

狂 気(insala)の 治 療

肺 炎(chifuwa uwawa)の 治 療

性 病 に よ る 全 身 の 発 疹(ntenda ya

 makoloni)の 治療



吉 田  チェワ族の 「薬」

す る 薬 一 覧

処  方 説  明

根の炭を油で溶いて局所に塗布 葉の形が大陰唇に似ている

根と葉の炭の水溶液を患部に塗布 この植物 の皮 は硬い.チ ンゾ ンゾ ンゾとは

硬い ものの意.皮 膚を硬 くする

繊維の紐 に4つ の結び 目をつ くり腰 に巻 く

で きものを突いた棘を この木 の幹に さす

腹を結んで下痢を止める

この木 の幹 にはで きもののよ うなこぶがあ

 る.こ の木 に病気を移す

樹液を患部に塗布

樹皮を浸した水で粥を作り服用

根の皮の粉を粥に入れ服用

根の粉を飲用

根を浸した水で粥を作り服用,根 から作っ

 た木釘を腰に下げる

根を浸した水で粥を作り服用

葉を浸した水で子供の体を洗う

この木は幹に傷をつけて も1週 間 もす ると

 傷が消え る

その名 とu・tukula「引き上げる」との繋が

 りによ り,下 った腹を 引き上 げる

その名 とu-tukumuka「 大 き くす る」 との

 繋が りによ り,ペ ニスを大 き くする

三つ葉(ム タ トゥ)に な ったこの木の葉同

 様,母 と父の間から子が生 まれ るよ うに

この木 は一か所に多 くの実をつ ける.多 く

 の子が生まれ るように

この病気は嫉妬 でおこる.三 つ葉にな った

 この木の葉の同様,母,父,子 の3者 の

 絆が強まるよ うに

三つ葉 にな ったこの木の葉のように,父,

 母,子 の絆 を強 くし,父 の姦通に も動 じ

 ないようにする

*木の繊維をまず ペニスに巻 き,そ の上で首

 に巻 く

指にkasokoloweの 樹皮を巻 き,そ の上か

 らこの木の繊維で縛る

根を浸 した水で粥を作 り服用

根の炭を体につ けた傷に塗布

根 の炭の水溶液を飲用

根の粉を患部に塗布,飲 用

*ム ポジ ャとは冷 やすものの意
,痛 みを冷や

 す.な お,一 旦 ペニスに巻 くのは,ペ ニ

 スが自由に動 くから

痛みを冷やす

心臓(mtima)を 冷やす

心臓(mtima>を 冷やす

ム ワンジャネという名とu・yanjanitsa「 回

 す」 との繋がりによ り,胸 にたま った血

 の循環を促 す

患部 を冷やす

187



no. 方 名
学 名
和 名

P-7)  mkanda nchembere Hexalobus monoﾘetalus

    ム カ ンダ ・ ンチ ェ ン ベ

     レ

Apiaceaeセ リ科

P-8) chimwemwe   1)ipl・lophium zambesia一

    チ ム ウェ ム ウ ェ    num

. .)   chishopola         Steganotaenia aral藺cea

    チ シ ョポ ラま た は

    chifbpola

    チ フ ォポ ラ

Apocynaccaeキ ョゥ チ ク トウ科

P-10) mtombozi chipeta  Diﾟlorhynchus condylo一

    ム トンボ ズ ィ ・チ ペ タ `αψoη

P-H) mwimbi

    ム ウ イ ンビ

Araceaeサ トイ モ科

P-12)  tenyatenya

    アニ ヤア ニ ヤ

Rα πひo塑α α励 α

Pist ia stra彦iotes

ボ タ ン ウ キ ク サ

Arecaceaeヤ シ科

P-13) mkalangwa      Bora∬us aetlaiopum

    ムカ ラ ング ワ

P-14) chiwale         Hyphaene uentricosa

    チ ワ レ

Aristolochiaceaeウ マ ノス ズ グ サ科

P-15)  kankalamba        Aristolochia baincsii

    カ ンカ ラ ンバ
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用  途

喉や腹 の中の傷(vilonda va mimba:

 熱 い ものを飲む と痛み,吐 くので

 わかる)の 治療

内股や腰にで きる腫れ物(chotupa)

 の治療

惚れ薬(chikondi)

村をま とめる 「薬」

妊娠 中絶(utaya mimba)の 「薬」

仕留 めた大型草食獣を排泄 させる狩猟儀礼

 用 の 「薬」

下腹部 の しこりと痛み(cham'mim-

 ba)の 治療

喉や腹 の中の傷(vilonda va mimba:

 熱い ものを飲むと痛み,吐 くので

 わかる)の 治療

蛇に噛まれたときの治療薬

邪術師か ら墓を守る 「薬」

将来の出来事 を予見す る 「薬」

上腹 部 痛(mimba unyonga)の 治 療

ブ ラ ック マ ンバを 用 い た 邪 術(リ カ

 ンコ)の 予 防

邪 術 に よ る狂 気(msala)の 治 療

邪 術 に よる狂 気(nisala)の 治 療

上腹部痛(mimba unyonga)の 治療

蛇に噛まれた ときの治療薬

 (chivumulo)

邪術による病の万能薬の成分



吉 田 チ ェワ族 の 「薬」

処  方 説  明

根の炭を飲用 酸味のある樹液が傷の治療に有効

根の炭を患部につけた傷に塗布 実効

根の炭につけた傷に塗布∫袋に入れ携帯

根の破片を村長の家に埋設

根の粉を粥に入れ服用

根の粉を獲物の口と肛門にはきかける

チムウ ェムウェとは幸いなものの意 相手

 が幸福を感 じるように

村人が幸福になる

チシ ョポラとは引 き出す ものの意.赤 子を

 引き出す

獲物の腸の内容物を引き出す

根の粉を粥に入れ服用

根の粉を粥に入れ服用

下剤として実効あり

下剤として実効あり

根 の粉の水溶液を飲用するとす ぐに吐 く.

 また同 じ粉を体 につけた傷 に塗布

根か ら作 った木 釘(chisonga)を 墓 に埋設

根 の粉を体につ けた傷に塗布

この木には蛇が近づかない.蛇 の毒 も逃げ

 出す

邪術師を追 い払 う力がある(詳 細未詳)

未詳

根 を浸 した水で粥を作 り服用

根 の炭を体につ けた傷に塗布 し,寝 ゴザの

 下 に敷いたnsats墲ﾌ 葉 が乾かな くな るま

 で愛人 との性交を控える

実効

この草は水 に浮いていて乾かさないがゆえ

 に,そ れを投与された者の体 も乾かない

 はず.寝 ている間にゴザの下 の葉が乾 く

 のは邪術の介入 があった証拠

根の炭を体につけた傷に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布

この木 は樹冠が人 間の頭に似て いて,し か

 も風で うちふるえる.患 者 にみたて る

この木は水辺 に生える.心 臓 を冷やす

根を浸した水を飲用

根 の粉を粥 に入れて服用,体 の傷に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布

苦い樹液に耐えかねて病気の虫(寄生虫等)

 が逃げ出す

蛇毒を消す実効がある

苦い樹液に耐えかねて邪術師が送り込んだ

 ムシが逃げ出す
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no. 方 名
学 名
和 名

Asteraceaeキ ク科

P-16)  palibe kanthu

    パ リベ ・カ ン トゥ

P-17) msomphola

    ム ソ ンポ ラ

P-18)  tsoyo

    ツ オ ヨ

1)icoma angusfifolia

頚 ψ1卿 ψ加scaposa

フ駻non藺 shirensis

Bignoniaceaeノ ウゼ ンカ ズ ラ科

P-19) mvunguti      1(ゴ9θμαψ 加 ηα

    ムヴ ングテ ィ

Bombacaceaeキ ワ タ科

P-20)mlambe

    ム ラ ンベ

Adansonia digitata

バ オ バ ブ

Boraginaceaeム ラサ キ 科

P-21)  chanzi            7》f`乃o爵∫η2αρ妙5αJo∫雄5

    チ ャ ンズ ィ

Burseraceaeブ ル セ ラ科

P-22)  kaphukila         Commiphora ﾟyracan一

    カ プ キ ラ        thoiﾘs

Capparidaceaeフ ウチ ョ ウソ ウ科

P-23) mgubididza      Capparis tomentosa

    ムグ ビデ ィザ
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用  途

ム ドゥロに よ る難i産(uvutika poba・

 1a)の 治 療

あ らゆ る 皮膚 病(viphere)の 治 療

蛇 に噛 ま れ た と きの 治療 薬

 (chivumulo)

惚 れ 薬(chikondi)
 「

惚 れ 薬(chikondi♪

上腹 部痛(mimba unyonga)の 治 療

淋 病(ntenda ya chinzonono)の 治 療

邪 術 に よ る病 の万 能 薬 の 成分

創 傷(chilonda)の 治療

肩 に で き る こぶ し大 の 腫 れ物(nya-

 makazi)の 治 療

白内 障(ng'ala)の 治療

目の痛 みを ともなう頭痛(mutu wa

 kakope)の 治療
*配偶者 の愛人 に体全体の腫れを引 き

 起 こす邪 術(リ カ ンコ)

同治療

ハーテ ビース トを用いた邪術(リ カ

 ンコ)に よる猫背の治療

動物やハ ッシ ョウマメの食用による

 皮膚病の治療

鼻血(m'kamphuno)の 治療

ヒキ ガ ェル を 用 い た邪 術(リ カ ンコ)

 に よ る全 身 の腫 れ の治 療

クモ を用 い た 邪術(ム チ ェゾ)に よ

 る 喘息(chifuwa cha kangaude)の

治 療



吉田 チェワ族の 「薬 」

処  方

根の粉をおかずに入れて服用

球根に穴を開け首にかける

根の粉を飲用,体 につけた傷に塗布。患者

 はすぐに吐く

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉を相手に散布

葉を浸した水を服用

根を浸した水を飲用

根の炭を体につけた傷に塗布

実の粉を傷に塗布

実の粉を患部に塗布

葉の粉を袋に包み水を浸してその滴を目に

 滴下

実と根の粉を頭につけた傷に塗布

繊維を配偶者の食物に投入

皮の粉または根の炭を体につけた傷に塗布,

 粥に入れ服用

根の粉を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

根の炭を患部に塗布

根の粉を鼻に詰める

根の粉を粥に入れて服用

根の粉を粥に入れて服用

説  明

パ リベ ・カ ン トゥとは何 も問題 は な いの

 意.問 題 なく病 気が治 る

こうするとその皮 膚病が広が らない.問 題

 はない という名に由来

蛇 に噛まれて も 「問題 がない」 ように

自分が何を要求 して も相 手 が 「問 題 は な

 い」 と承諾 して くれ る

その名 とu-somphoka「 ときめ く」の繋が

 りか ら相手の心をときめかせる

苦 い樹液に耐えかねて病気をおこ した虫が

 逃げ る

苦 い樹液が痛みを殺す

苦 い樹液が痛みをおさえる

酸味のある樹液が傷の治療に有効

未 詳

樹液が白い(u-yela).目 を浄化(u-yeletsa)

 する

実効

*バオバ ブのように体が腫れて くる

同種療法

この木 の実 はハ ーテビース トの好物.邪 術

 師の用いたハ ーテビース トをなだめる

この植物 の苦い汁 が有効

カプキラとは元気を回復するものの意 患

 者の元気を回復す る

ムグビデ ィザ とは検査するものの意.腹 の

 中を検査す る

この木にはクモが寄りつかない.邪 術 師が

 送 ったクモが逃げ出す
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no. 方 名 学 名和 名

Celastraceaeニ シキ ギ科

P-24)mpetu

    ム ペ ト ゥ

F-25)   mtototo

    ム ト ト トま た は

    mganganga

    ムガ ンガ ンガ

Combretaceaeシ ク ンシ科

P-26)  gonondo

    ゴノ ン ド

P-27)  kalama

    カ ラマ ま た は

    kagolo

    カ ゴ ロ

H纏oo7吻 αμ7か卵oγα

Hipp・cratea sp・

Combretum celastroides

ま た は

Terminalia sericea

Combretum ghasalense

P-28) kumanda kwa ngu-  Combretum zeyheri

     luma

    クマ ンダ ・ク ワ ・ング

     ノレマ

Commelinaceaeツ ユ クサ科

P-29) kamchaWa      Commelina benghalensis

    カム チ ャワ

Gucurbitaceaeウ リ科

P-30)kawuma    Kedrostis,foetidi∬inta

    カ ウマ

Dioscoreaceaeヤ マ ノ イモ科

P-31)kainsa     1万卿 名8α〃π♂殿7α

    カ イ ンサ      カ シ ウ イモ

Ebenaceaeカ キ ノ キ科

P-32)  mlasa phale       1)iospyros lvciaides

    ム ラ サ ・パ レ
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用  途

ハ トをハ ト小 屋 に居 つ かせ る 「薬 」

ニ ャ ウ(nyau)の 踊 り手 の 「薬 」

*男 性 の性 的 不能(chinbuwila)の 治

 療

男性 の強精 剤(wbwe)

黄疸(matenda ya chikasu)の 治療

淋 病(ntenda ya chinzonono)の 治

 療

月 経 過 多(nsambo)の 治 療

ク サガ ェ ルを 用 い た邪 術 に よ る便 秘

 (kawinde)お よ び 難 産(uvutika

 pobala)の 治 療

惚 れ薬,仮 面 舞踊 に多 くの観 衆 を 呼

 び 集 め る 「薬 」(chikondi)

胸 の さ しこみ(kalaso)の 治 療

離 乳前 に母 が妊 娠 し,乳 児 の体 が腫

 れ る病 気(unjise, mapumso)の 治

 療

悪 寒(tupi mphepo)の 治 療

鼻 血(m'kamphuno)の 治 療

鼻血(m'kamphuno)の 治 療

歯 痛(manu)の 治療

成人儀礼中におこったム ドゥロの治

 療



吉 田  チ ェワ族 の 「薬 」

処  方 説  明

根を浸 した水 をハ トに与える

根を浸した水で粥を作り服用

根を浸した水を飲用または樹皮の粉を粥に

 入れ服用

根の皮の粉を粥に入れ服用

その名とu-petukuka「 覚 え る」 との 繋が

 りによ りハ トが 自分の家を覚える

その名 とu-pepuka「 軽い」 との 繋 が りに

 より踊 り手 が軽 く舞 えるようになる
*その名とu-totomera「 伸ばす」 との繋 が り

 か らペニスを伸 ばす

ペニスを伸ばす

根の皮を浸した水を飲用

根を浸した水を飲用

根を浸した水で粥を作り服用,そ の粥を下

 腹部につけた傷に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布

根の粉を相手の体や会場に散布

根の内皮が黄色を呈する.こ の黄色を用い

 て黄疸を送り返す一種の同種療法

苦い樹液が痛みを殺す

そ の名 とu-lamatila「 張 りつ く」 との繋が

 りか ら経血が張 りついて止 まる

その名 とクサガエルの方名カ ラマティラと

 の類似か ら,同 じ張 りつ くもので張 りつ

 くものを送 り返す同種療法

人を 自分(た ち)の もとに張 りつける

根を浸 した水 を体 につけた傷に塗布,同 じ

 水で粥を作 り服用

潰 した葉を浸 した水を熱 し,蒸 気を乳児に

 あて る

未詳

実効

根の炭を体につけた傷に塗布 樹液を飲むと体が熱く感じる

根の粉を鼻で吸引 実効

根の粉を鼻で吸引 カウマとは乾 くものの意.鼻 血 を乾かす

根を火であぶり熱い状態のまま歯茎に押し

 当てる

根の苦い汁が歯痛を起こす虫を殺す

根の炭を服用 ム ラサパ レとは割れ鍋を割 るものの意.火

 に掛け られない割れ鍋 同様 「冷たい」新

成人を割 ってお こったのが この病気 同

種療法の1種
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no. 方 名 学 名
和 名

P--33) mdima

    ムデ イマ

Euclea schimperi

Euphorbiaceaeト ウダ イ グサ 科

P-34) kayabWanyani    五6α砂ρゐαsenensis

    カ ヤ ブ ワニ ャニ

P-35)kamowa

    カ モ ワ

P-36) kandamwarere

    カ ンダ ム ワ レレ

P-37)kamkaka

    カ ムカ カ

P-38) kawalitsi

    カ ワ リツ ィ

P-39)  chinangwa

    チ ナ ン グ ワ

Antidesma aenosum

L+uphorbia catessii

F.uphorbia hirta

タ イ ワ ンニ シ キ ソ ウ

Hymenocardia acida

Manifiotπ`漉 ∬ima

タ ピ オ カ
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用  途

胸の 中に し こ りがで き,強 度 の圧 迫

 感 と胸 痛 を と もな う病 気(cham'・

 chifuwa:肋 膜 炎?)の 治 療

喉や 腹 の 中 の傷vilonda va mimba :

熱 い もの を飲 む と痛 み,吐 くので

 わ か る)の 治 療

クサ ガ エ ル を用 い た 邪術 に よ る便 秘

 (kawinde)の 治 療

喘息(chifuwa cha befu)の 治 療

体 全 体 の腫 れ(matenda yo tupa)の

 治 療

*狩 人 が獲 物 に気 づ か れ ない よ うにす

 る 「薬 」

仮 面 制作 場所 の 秘 密 を守 るた め人 の

 目を く らます 「薬」(chidima)

ム ドゥ ロ に よ る難産(uvutika po-

 bala)の 予防

離 乳前 に母 が 妊 娠 し,乳 児 の体 が 腫

 れ る病 気(unjiseま た はmapum-

 so)の 治 療

邪 術 に よ る失 神(kunyu)の 治 療

双 子 の新 生 児 の ム ドゥロの 防止

歯槽 膿 漏(mkungutsa)の 治 療

白内 障(ng'ala)の 治i療

口内 炎(kasantha)の 治 療

下痢(mimba utulula)の 治 療

割 れ る よ うな 頭 痛(mutu wa chin-

 ganila)の 治 療

邪 術 に よ る病 の 万病 薬 の成 分

サ ス ライ ア リを 用 いた 邪 術(ム チ ェ

 ゾ)に よ る激 しい痒 みの 治療



吉田 チェワ族の 「薬 」

処  方 説  明

根の炭を服用

根の粉の水溶液を飲用

根の皮の粉を粥に入れて服用

根の粉の水溶液を服用

根を浸した水を飲用

根の粉を体につけた傷に塗布,ま たは根の

 炭を袋に入れ携帯

根の炭を仮面制作場所に埋設

鍋を割 るよ うに病(し こり)を 割る

酸味のある樹液が治療に有効

ムデ ィマとは闇の意.便 秘のときには腹の

 中が闇になる.一 種の同種療法

この木 の樹液は黄色.喘 息で体の中が黄色

 くなる(痕 の色か らの連想 か?)の を防

 止.一 種の同種療法

併発 する黄疸を この木の黄 色 い 樹 液 で 治

 療 同種療法
*ムデ ィマとは闇の意.狩 人の体を闇に包む

仮面制作場所を闇に包む

根の粉を服用,ま た根で木釘(mp孟njili)を

 作 り身 につける

根の炭を乳児 の体 につけた傷 に塗布,葉 を

 浸 した水で体 を洗浄

根の粉の水溶液を飲用,同 じ粉を袋に入れ

 携帯

根で木釘(mpinjili)を 作 り腰 に装着,根 を

 浸 した水で体 を洗浄

根の炭を歯茎にす り込む

茎を折 って 出て くる汁を 目に滴下

根 の炭を患部 に塗布

根を浸 した水で粥を作 り服用

根の炭を頭につけた傷 に塗布

根の炭を体 につけた傷 に塗布

根を浸 した水を飲用

カヤブ ワニャニ とはサルを痒 が らせる もの

 の意.こ の木にさわ ると痒 くて サル も近

 づかない.病 気にな りかけて も病気(の

 虫)が 痒みに負けて逃げてゆ く

痒 さで病気 が逃げ出す

邪術師が送 った病気のムシが痒さに耐えか

 ねて逃 げ出す

この植物 は1箇 所に2株 つつ生える.双 子

 がなかよ く育つように

実効

白い(u-yela)草 の汁で 目を浄化(u-yeletsa)

 す る

その名とu-walika「 は じけ る」との繋が り

 か ら病 をは じき飛ばす

この木は固い.腹 を固 くす る

この木は固い.頭 を堅 固にする

その名とu-walika「 は じける」との繋が り

 か ら病をは じき飛ばす

未詳
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no. 方 名 学 名
和 名 用  途

P-1,)  chigaga

    チ ガ ガ

Mapr�nea africana 下 腹 部 の しこ り と痛 み(cham'mim-

 ba)の 治 療

喉 や腹 の中 の 傷(vi1・mda va mim-

 ba:熱 い もの を飲 む と痛 み,吐 く

 の で わ か る)の 治 療

喘息(chifuwa cha kangaude)の 治

療

P-41)befu

    ベ フ

P-42)  msolo

    ム ソ ロ

P-43)  nsatsi

    ンサ ツ ィ

PL44)kasok。10we

    カ ソ コ ロ ウ ェ

FlaCOUrtiaCeaeイ イ ギ リ科

P-45)  nthudza

    ン トゥザ

Phア 〃απ疏us weltuitschi・

 〃zz∬

P翅dola`ゐ 加 ∫卿 ∫

 魏ψ 猶oπηθの1ゴα

R.icinu.s communis

ト ウ ゴ マ

Ljaﾟaca sansibarica

Flacourtia indica

 ヒキガェルを用 いた邪術(リカ ンコ)

  による全身の腫れの治療

クサガエルを用いた邪術(ム チェゾ)

  によ る便秘(kawinde)の 治療

狩猟儀礼 の失敗による腹部膨 満の治

 療儀礼用 の 「薬」

喘息(chifuwa cha befu)の 治 療

犬を用 いた邪術(リ カ ンコ)に よ り

 性交後男女 の体が離れな くな った

 場合の治療

邪術 による病 の万能薬の成 分

済癬(mphere)の 治療

結膜炎(maso)の 治療

歯痛(manu)の 薬の定着剤

皮膚病(viphere)の 薬の定 着i剤

*女性 の大陰唇を引き下げる 「薬」 の

 定着剤

成女儀礼で女性性器を拡張す る「薬」

 の定着剤

新生児の腸 をやわ らか くする 「薬」

耳炎(m'matu)の 治療

足のむ くれ(utupa myendo>の 治 療

ひ ょうそ(kasule)の 治療

早産防止

結膜 炎(maso)の 治療
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吉田 チェワ族の 「薬」

処  方

根の粉を粥に入れて服用

根の粉の水溶液を飲用

根の粉を粥に入れて服用

根の粉の水溶液を飲用

根の粉を粥に入れて服用

根の粉の水溶液を飲用

根の粉の水溶液を飲用

根の粉を男女の性器に塗布

根の粉を体 につけた傷 に塗布

根の皮の粉を患部に塗布

根の皮の粉を 目の回 りにつけた傷 に塗布

実を潰 して とれ る油(ひ ま し油)に 他の薬

 を混ぜて患部 に塗布

実を潰 して とれ る油(ひ ま し油)に 他の薬

 を混ぜて患部に塗布

実を潰 して とれ る油(ひ ま し油)に 他の薬

 を混ぜて局所に塗布

実を潰 して とれ る油(ひ ま し油)に 他の薬

 を混ぜて局所 に塗布

実を潰 して とれ る油(ひ ま し油)を 新生児

 に投与(へ その緒を切 った直後に実施)

実を潰 して とれ る油(ひ ま し油)を 耳 に滴

 下

根の粉を足 につけた傷 に塗布

樹皮を指にそわせて巻 く

葉を潰 して ボール状 に し水に浸す 。その水

 を飲用,ボ ールは屋根の上に置 く

根を浸 した水で 目を洗う

説  明

下剤 として実効あ り.し こりを排 出させる

下剤 と して実効あ り.傷 を作 った虫を排出

 させ る

この病は邪術 師が送 り込んだ クモをまねた

 ムシが喉 に巣を張るので おこる.チ ガガ

 はそのクモが近寄 らない木 クモを追い出

 すのに有効

下剤 として実効あ り.邪 術師の送 り込んだ

 ムシを排 出させ る

下剤 と して実効あ り

下剤 と して実効あ り

実効

その名 とu-solela「引 き出す」 との 繋 が り

 か らペニスを女性性器か ら引 き出す

病をお こしているムシを引き出す

病をお こしている虫を引き出す

病をおこしている虫を引き出す

耳の中をやわ らか くする

足の肉をやわ らか くする

この木の実がひょうその腫れに似ている。

 同種療法 の0種

ボールが堅 くなるように,胎 児 も固ま って

 か ら出て くるように

酸味の強い樹液が有効
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no. 方 名
学 名
和 名 用  途

睾丸が腫れる病気(phuzi)の 治療

Gramineaeイ ネ科

P-46)  kapinga

    カ ピ ンガ

P-47) nyamusongo】e

         a
    ニ ヤム ソ ンコ レ

P-48)kansanu

    カ ンサ ヌ

P-49)  bango

    バ ンゴ

P-50)  chimanga

    チ マ ンガ

Hypericaceaeオ トギ リソ ウ科

P-51)  kavundula

    カヴ ン ドゥラ

(～γπ04b㍑4σ 塀oη

ギ ョ ウ ギ シバ

Echinochloa cru.s paUOnis

ヒ エ

彫 伽 ψ090η60π 渉07嬬

Phragmites mauritianus

ヨ シ の 仲 間

Zea 2η妙5

トウ モ ロ コ シ

Psurospermum febrifugunt

*首の痛み(khosi)の 治療

肩にできるこぶ し大の腫れ物(nya-

 makazi)の 治療

言葉の遅 い幼児 の治療

胸の さしこみ(kalaso)の 治i療

ハ ーテ ビース トを用 いた邪術(リ カ

 ンコ)に よる猫背 の治療

アカハネジネズ ミを用 いた邪術(リ

 カ ンコ)に よる転倒 ・失神の治療

ヒキガエルを用い た邪術(リ カンコ)

 による体全体の腫 れの治療

歯痛(manu)の 治療

割れるような頭痛(mutu wa chin・

 ganila)の 治療

目いぼ(nchetera)の 治療

欝 病(mtilna wo khala町oli)の 治i療

ハ ーテ ビー ス トを用 い た 邪 術(リ カ

 ンコ)に よ る猫背 の治 療

邪 術 師 の探 知薬

邪術師か ら身を守るためのお守 り

 (chisonga)

*他 の夫婦を別れ させる 「薬」

 (kaphantu)

Hypoxidaceaeキ ンバ イザ サ科

P-52)  chikasu           の ρo短∫、goθ`ζθ∫

    チ カ ス

性交 中,女 性が男性よ り先 に「性液」

 を放 出し,男 性の指が長 くなった

 り体がだる くな った りす る病 気

 (ukozeleWa)の 治療
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吉田 チェワ族の 「薬 」

処  方

枝 についたまま乾いている実を燃や し,煙

 を患部にあて る

この草そのものを首に巻 く

実 の粉を肩 につけた傷に塗布

他 の 「薬」を穂先 につ けて幼児の舌をつつ

 く

根を浸 した水で粥を作 り服用,根 の炭 を胸

 につけた傷 に塗布

根の粉を体 につけた傷 に塗布,粥 に入 れて

 服用

根 の粉を体 につけた傷に塗布

茎 の中へ他 の 「薬」を入れて服用

虫 のついた トウモ ロコシの粒を潰 した粉を

 油に混ぜて歯の根元に塗布

立 ち枯れた茎 の炭を頭につけた傷 に塗布

穀粒を除いた穂軸 を先端 にさした矢で顔の

 前 にささげもったザルの目の辺りを射る

根 の皮の粉の水溶液を飲用

根 の粉を体 につ けた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

根 の粉をア ンテロ0プ の角 の容器に入れる

根 を削 って釘状 にし,自 分 の家の周 りに埋

 める.外 出時は携帯

根の皮 の粉を相手 の家に散布

根の粉を粥に入れて服用

説  明

実 は乾 くと小さ くな る.睾 丸の腫 れも小 さ

 くな るよ うに

*こ の草 はなかなか切れない.首 も強 くな る

実 に生えている刺毛で腫れを刺す

穂先の刺 毛が舌 に刺 さると誰で も思わず声

 を上 げる

この植物の棘で邪術師が送 り込んだ棘ない

  し針を送 り返す 同種療法

曲が った背を ヨシのよ うにまっす ぐにす る

アカハネ ジネズ ミはヨシの生えているとこ

 ろへは行かない.邪 術師の用いたアカハ

 ネジネズ ミを追 い出す

患者の体を ヨシのように細 くす る

虫の食 った トウモロコシの粒を虫歯 にみた

 てる.そ れを潰す ことで虫歯を潰す

枯れた茎で病を枯れ させる

粒のとれた穂軸 の穴 に目いぼが はま って取

 れ る

カヴ ンドゥラとはかきまわすものの意.心

 をかきまわ して活性化する

カヴ ン ドゥラとはかきまわす ものの意.首

 がよ く回 るよ うに

邪術師がきた ら寝ていて も心がかきまわさ

 れてび っくりして起 きる

邪術師が近づ くとミサイルのように勝手に

 飛んで いって邪術師の肛門を突 き破 り内

 臓をかきまわす
*相手の夫婦の心がかきまわされ喧嘩が絶え

 な くなる

チカスとは黄色い ものの意.根 が黄色い こ

 とに由来す る.こ の病気 は黄色い女性の

 「性 液」が男性の白い精液を黄色 くする

 のでお こる.そ の黄色を チカスの黄色で

 送 り返 す同種療法
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no. 方 名 学 名
和 名 用  途

黄 疸(matenda ya chikasu)の 治療

Leguminosaeマ メ 科Caesaii>inioideaeジ ャ ケ ツ イ バ ラ亜 科

P-53)

P-54)

P-55)

mfenda nludzi

ム フ ェ ン ダ ・ ンル ズ ィ

msamba mufumu

ム サ ン バ ・ム フ ム

ま た は

msale

ム サ レ

mnyoka

ム ニ ョ カ

P--56) mpekesa

    ム ペケ サ ま た は

    kapiepie

    カ ピェ ピェ

13rachystegia longifolia

Brα 吻 ∫'89∫α吻6⑳ 辮 ∫∫

Cassia abbreaiata

G'assia katangensis

背骨の痛みの治療

嘔吐(usanza)の 治療

クマネズ ミを用いた邪術(ム チ ェゾ)

 による全身の痛みや 吐き気の治療

嘔 吐(usanza)の 治 療

クマ ネ ズ ミを用 い た邪 術(ム チ ェゾ)

 に よ る全 身 の 痛 みや 吐 き気 の治 療

下 痢,血 便(mimba mwa kamadzi)

 の 治 療

女 性 の 子 宮 内 の傷(vilonda va mim-

 ba)の 治 療

喉 や 腹 の 中 の傷(vilonda va mimba=

 熱 い も のを 飲 む と痛 み,吐 くので

 わ か る)の 治 療

性 病 に よ る 局 所 の 潰 瘍(ntenda ya

 songeya)の 治療

性 病 に よ る リ ンパ 腺 の 腫 れ(ntenda

 ya mabola)の 治 療

便 秘(kawinde)の 治 療

上腹 部 痛(mimba unyonga)の 治 療

早 産 ま た は死 産(chifeni)の 予 防

P-57)  chinkundu

    チ ンク ン ドゥ

Eツ 伽 ψ〃θπ㎜africanum

性交 中,女 性が男性よ り先 に「性液」

 を放出 し,男 性の指が長 くな った

 り体がだる くな った りす る病 気

 (ukozelewa)の 治療
*邪術師が否かを試す試罪毒

邪術師によ ってひ きお こされた連続

 して起 こるて ん か ん(kunyu ya

 mjili)の 治療
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吉 田 チ ェワ族の 「薬 」

処  方 説  明

根を浸した水で粥を作り服用

樹皮の炭を背骨の両側につけた傷に塗布

根の粉の水溶液を飲用

根の炭または皮の粉を体につけた傷に塗布

樹皮の粉の水溶液を飲用

樹皮の粉を体につけた傷に塗布

樹皮を浸した水で粥を作り服用

根を浸した水で膣内を洗浄

根を浸した水を飲用

根を浸した水を飲用

樹皮の粉を患部につけた傷に塗布

根を浸した水で粥を作り服用

根の炭を体につけた傷に塗布

根を浸した水を飲用

根の粉を粥に入れて服用

黄疸の黄色をチカスの黄色で送り返す同種

 療法

未詳

酸味のある樹液を飲む とつばもでてこない

この木 の樹液は赤 くて血のよう.血 を増や

 す.ま た,樹 液の酸味が邪術師の送 った

 ムシを殺す

酸味のある樹液を飲む とツバ もでてこない

同上.ま た酸味のある樹液がクマネズ ミに

 ひ っかかれてで きた体の中の傷を治す

酸味のある樹液が出血 している傷の治療 に

 有効

酸味のある樹液が傷の治療に有効

酸味のある樹液が傷の治療に有効

樹液の酸味で病をおこ している虫が死ぬ

併発する傷 の治療 に酸味のある樹液が有効

樹液がぬるぬるしていて詰ま った便を滑 ら

 せ る

火起 こしのね じり(u-pekesa)棒 に用 い ら

 れ るのでこの木 はムペケサ とよばれ る.

 ね じれるような腹部 の痛みを治す同種療

 法

カ ピエピエ とはか らまるものの意.葉 がか

 らみつ くことに由来 する.胎 児 が十分成

 長す るまで母体 の中にからめ とって留め

 てお く

未詳

*根の粉を飲用

樹皮の粉の水溶液を飲用

*無罪な ら吐 き戻す .有 罪な らそのまま死 に

 至る

邪術師はこの木 を避ける.邪 術師が送 った

 ムシもこの木 を避 けて逃げてゆ く
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P-58)msekese

    ム セケ セ

P-59) bwemba

    ブ ウ ェ ンバ

P翫o∫'ゴ9㎜ 伽 η痂9∫ゴ

Tamarindus indica

タ マ リ ン ド

Leguminosaeマ メ科Mimosoideaeネ ムノ キ亜 科

P-60)  nyafungo         ACﾘia microthyrsa

    ニ ャ フ ンコ

邪術師がム シを送 り込む際に作 った

 傷(chilonda)の 治i療
*畑荒 らしの邪術(fumba)の 防止

おたふ くかぜ(kandukutu)の 治療

下痢(mimba utulula)の 治療

邪術による病の万能薬 の成分

便秘(kawinde)の 治療

アカハ ネジネズ ミを用 いた邪術(リ

 カ ンコ)に よる転倒,失 神の治療

ヒキガェルを用 いて配偶者の愛 人に

 全身 の腫れを起 こす邪術(リ カ ン

 コ)

*乳児の悪夢(uzizimuka)に よる夜 泣

 きの治療

P-61)  mtubetube

    ム トゥベ トゥベ

P-62) mkalankhanga

    ム カ ラ ンカ ンガ

P-63) kalimphangale

    カ リ ンパ ンガ レ

Acar,ia sieberana

∠4あ屠 α加7〃のゼ

Dichrostachys cinerea

仮面をかぶ った踊 り手に とり愚いた

 死者 の霊の除去

邪術 に よ る足 のむ くれ(myendo

 utupa)の 治療

サス ライア リとバ ンバ ラマメを用い

 た邪術(ム チ ェゾ)に よる全身の

 痒みの治療

胸の さしこみ(kalaso)の 治療

クサガェルを用いた邪術(ム チェゾ)

 による難産(uvutika pobala)の 治

 療

悪臭をひきお こす邪術(chifwenthe)

サス ライア リとバ ンバ ラマメを用い

 た邪術(ム チェゾ)に よる全身の

 痒みの治療

ンジャラとい う虫を用いた邪術(ム

 チ ェゾ)に よる目の奥の痛 みを と

 もな う頭痛(mutu wa kakape)の

 治療
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吉 田 チ ェワ族 の 「薬 」

処  方 説  明

樹皮の粉を傷に塗布

*根の粉を畑 に埋設

根を浸した水を飲用

根を浸した水で粥を作り服用

根の炭を体の傷に塗布

根の皮の粉の水溶液を飲用

根の粉を体の傷に塗布

根の炭を配偶者の食物に投入

邪術師は この木を避 ける.邪 術師が送 った

 ム シもこの木を避 けて逃げてゆ く
*邪術 師は この木を避 ける.邪 術師が送 った

 使魔 もこの木を避 けて逃げてゆ く

この木の樹液は酸味をもつ.そ の酸味 がお

 たふ くかぜの患者が覚え る酸味を消す

その名とu-sekesa「 ゆるめる」 との繋 がり

 か ら下痢をゆるめる

その名とu-sekaseka「 笑 う」 との繋が りか

 ら患者が回復 して笑えるよ うに

実効

この木を食べるとアカハ ネ ジ ネ ズ ミは 死

 ぬ.邪 術師が用いたアカハネ ジネズ ミを

 殺す

この木 は毒を もつ.愛 人 を殺す

*根を浸した水で乳児の体を洗浄

根を浸した水で体を洗う

根の粉を足の傷に塗布

根の粉の水溶液を飲用

根の粉を体の傷に塗布

根の粉を粥に入れて服用

根の粉を相手の体に散布

根の粉の水溶液を飲用

根の粉を眉の上につけた傷に塗布

*ニ ャフンゴとは臭 い木の意 .強 烈な臭気を

 発するので この名がある.そ の匂いで乳

 児に悪夢を見させている死者の霊が逃 げ

 てゆ く

匂いで死者の霊が逃げてゆ く

匂 いで邪術 師が送 り込んだム シが逃げてゆ

 く

匂いで邪術師が送 り込んだム シが逃げてゆ

 く

邪術師が送 り込んだこの木の棘 が胸を刺 し

 ているのか もしれない.こ の木 の棘で邪

 術師が送 った棘を送 り返す同種療法

産道を閉ざ しているクサガェルをまねた ム

 シを この木の棘で突 いて出す

ム トゥベ トゥベとは糞 のよ うな木 の意.悪

臭を放つので この名があ る

この木の樹液は辛い.辛 さに耐えかねて邪

術師が送 り込んだム シが逃げてゆ く

この木 にンジ ャラという虫が住む.住 家を

与えて邪術師が送 り込んだ ンジャラを取

 り込む.ま たこの木 は堅 く患者の頭 を堅

 くす るため ともい う
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P-64)  phingo

    ピ ンゴ また は

    mlimba

    ム リンパ

P-65)  ch量teta

    チ テ タ

1)ickrustachys cinerea

EJψ αη'or而 ξαgo8`る6f

Leguminosaeマ メ科PaPilionoideaeマ メ亜 科

P-66) kaminimi      渤7螂 仰6α'or伽

    カ ミニ ミ      トゥ ァズ キ

P-67) kalamatila

    ゐ ラマテ ィ ラ

' .:) shawa

    シ ャワ

P-69) nzama

    ンザ マ

Aes吻nomeneノ 諺なf吻

Arachis hypogaea

ナ ン キ ンマ メ

Voandzeia subterranea

バ ンバ ラ マ メ

邪術師か ら墓を守る 「薬」

邪術による病の万能薬の成分

離乳前 に母が妊娠 し,乳 児の体が腫

 れる病気(unjiseま たはmapum-

 so)の 治0

中風(manjenje)の 治療

済癬(mphere)の 治療

魚毒(ululu)

鉱 山労働者 の強壮剤(mangolomera)

血尿を ともなう膀胱炎(likodzo)の

 治療

邪術師の探知薬

邪術師か ら墓 を守 る 「薬」

耳 の後ろにで きる化膿性のでき もの

 (mpande)の 治療

動物やハ ッショウマメの食用 による

 皮膚病(viphere)の 治療

初潮を早 く止 める 「薬」

女性の陰部の腫れ物(chisholiお よ

.びchinkombola)の 治療

財布をひき しめる 「薬」

体中の痛 みや吐 き気 を お こす 邪 術

 (ムチ ェゾ)

P-70) nyamudolo

    ニ ヤ ム ドロ

P-71) mkanga njovu

    ム カ ンガ ・ンジ ョヴ

σψ ηπ∫α加 π

1)albergiella nyusae

同 治 療

クサ ガ エ ルを 用 い た邪 術(ム チ ェゾ)

 に よ る難 産(uvutika pobala)の 治

 療

下 痢,血 便(mimba mwa kamadzi)

 の 治 療

女 性 の 子 宮 内 の傷(vilc}nda va mim-

 ba)の 治 療
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吉 田 チ ェワ族の 「薬」

処  方

根 で木釘(chisonga)を 作 り墓 に埋める

根の炭を体につ けた傷に塗布

コツメデバネズ ミの肛門にこの木 の根を突

 き刺 して乳児 に食べさせ る

根の粉を体につけた傷に塗布

根を浸 した水で患部を洗 う

未詳

根の粉を体につけた傷に塗布

根を浸 した水をおかず に混ぜて服用

赤 い実をそのままア ンテロープの角に入れ

 る

根 で木釘(chisonga)を 作 り墓に埋める

根の炭を患部に塗布

根の炭を患部に塗布

葉を潰して局所に塗布

殻の粉を患部に塗布

殻の粉を体につけた傷に塗布,袋 に入れて

 携帯

殻を使用

殻の炭を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

根を浸した水で粥を作り服用

根を浸した水で粥を作り服用

根を浸した水で膣を洗浄

説  明

邪術 師が来ると勝手に飛び出 して邪術師を

 さす.詳 細は不 明

この木 は邪術師が恐れ る

乳児 にみたてたネズ ミの体を突 いて乳児の

 体 の腫れをひかせ る.な ぜ この木を用い

 るかは未詳

ム リンパ とはお前は頑健だの意.患 者の体

 を頑健 にす る

病気を起 こ している虫を殺すのに有効

実効

根を噛む と疲れが とれる

赤 い樹液で出血 を補 う

邪術 師の身を包む赤い火をいち早 く見つけ

 るように

この植物の赤 い実 が弾けて飛ぶよ うに,こ

 の釘は邪術師が くると飛んでい って刺 し

 殺す

カ ラマティラとは張 りつ くものの意.葉 が

 す ぐか らみつ くのでこの名がある.患 部

 の傷口を張 りつける

患部の皮を張 りつける

血を張 りつ けて止 める

腫れ物を殻 の中に収める

ナ ンキ ンマメは一つの豆か らどん どん増え

 る

クマネズ ミをまねたムシとともに この豆 も

 送 り込み,治 療用の 「薬」が投与されて

 もムシが この豆 の中に逃げ込め るように

 する

同種療法

この植物 の汁 は苦い.苦 みが痛 みを止める

この木は堅 い.腹 を堅 くす る.ま たこの木

 の樹液は酸味が強 く病気を もた らしてい

 る虫を殺 す

酸 味のある樹液 が傷の治療 に有効
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no. 方 名 学 名
和 名 用  途

P-72)  nthupa           1)ol.ichos sp。

    ン トゥパ ま た は   フ ジマ メの1種

    rrcthupathupa

    ム トゥバ ト ゥパ ま た は

    nthupsa

    ン トゥプ サ

P-73) kakome       Indigofera antunesiana

    カ コメま た は

    mvala nkhunda

    ム ヴ デラ ・ ンク ンダ

P-74)  kafulatila

    カ フ ラテ ィ ラ

P-75)  kaweleka

    カ ウ ェ レカ

Indigofera subutifera

Indigofera sp.

喉 や腹の中の傷(vilonda va mimba:

 熱い ものを飲むと痛み,吐 くので

 わか る)の 治療

クマネズ ミを用いた邪術(ム チ ェゾ)

 によ る全身の痛みや吐 き気の治療

目が痒 くて腫れて くる病気(linyon-

 yo)の 治療

ニャウ(nyau)の 踊 り手が僚友の邪

 術か ら身を守 る 「薬」

下痢(mimba utulula)の 治療

*畑荒 ら しの邪術(fumba)の 防止

寄 生 虫(njoﾘ m'mimba)の 駆 除

邪術による失神(kunyu)の 治療

痔癬(mphere)の 治療

邪術による病の万能薬の成分

邪術による病(ム チ ェゾ)0般 の治

 療

てんかん(chimkombozi)の 治療

早 産 ま た は死産(chifeni)の 予 防

P-76, mwai

    ム ワ イ

P-77)  chitedze

    チテ ゼ

Indigo, fera sp.

Mucuna pruriens

ハ ッ シ ョウ マ メ

目ま い(chizwezwe)の 治療

ム ドゥロの治療

血 尿 を と もな う 膀 胱 炎 σikodzo)の

 治 療

腹 部 膨 満(matumbitumbi),げ っぷ

 (ufufuma mimba)の 治療

邪 術 師 か ら墓 を 守 る 「薬 」

. ;) mudya phumbwa

    ムデ ャ ・プ ンブ ワ

Mundulea sericea

ジ ャコ ウネ コの皮 を身 につ け た仮 面

 舞i踊 の 踊 り 手(ngwachombwe)

 に と りつ い た ジ ャ コ ウ ネ コ の 霊

 (chiwanda)の 除 去

下 痢(mimba utulula)の 治 療

邪 術 に よ る下 腹部 の し こ り と 痛 み

 (cham'mimba)の 治 療
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吉 田 チェワ族の 「薬」

処  方

根の粉を粥に入れて服用

樹皮の粉の水溶液を飲用

樹皮を浸した水で目を洗う

枝か らとった繊維を腕 に巻 く

根を浸した水で粥を作り服用

*根の粉を畑に埋設

根を浸した水を飲用

根の皮の粉を粥に入れて服用,根 の炭を体

 の傷に塗布,繊 維を首に巻く

根を浸した水で患部を洗う

根の炭を体につけた傷に塗布

根の皮の粉の水溶液を飲用

根の皮と葉を潰してでてくる泡を摂取

根で木釘(mpinjili)を 作 り体に装着,根 を

 浸 した水で粥を作 り服用

葉を乾 か しタバ コにして吸う

根の粉の水溶液を飲用,同 じ水で体を洗浄

根の粉を粥に入れて服用

根を浸した水で粥を作り服用

根の粉の水溶液で遺体を洗って埋葬

根を浸した水で体を洗う

実の粉を粥に入れて服用

根を浸した水で粥を作り服用

説  明

この木 は堅い.腹 を堅固にす る

この木 は堅い.ネ ズ ミにひ っかかれて も平

 気な くらい体 を堅固にする

この木のよ うに目を堅固にす る。また酸味

 の強い樹液が傷 の治療に有効

ムカ ンガ ・ンジ ョヴ とはゾウも倒せぬ木の

 意.踊 り手 も倒 され ることがない

この植物の苦 い汁に耐えかねて病気を おこ

 してい る虫が逃 げ出す
*ン トゥパ とは膨れた ものの意

.豆 の形態に

 由来.自 分 の畑の収穫量 がどん どん膨れ

 る

この植物の汁の辛 さに耐えかねて腹 の中の

 寄生虫が逃 げる

この植物の汁の辛 さに耐 えかねて邪術 師の

 送 ったムシが逃げる

この植物の辛 い汁が患部 の治癒に有効

未詳

この植物の葉 には虫 も近寄 らない.邪 術師

 が送 ったムシが逃げてゆ く

てん かんの際 に患者が出す泡を送 り返す同

 種療法

未詳

ムワイとは幸運の意.幸 運にみまわれ るよ

 うに

この水で体を洗 うと体が痒 くなる.痒 みで

 病 が逃げ出す

白い(u-yela)液 で病気を洗い流す(u・

 yeletsa)

痒みで病気をお こして いる虫が逃 げてゆ く

遺体を食べ にきた邪術師の体 を痒 くして追

 い払う

ジャコウネコは この豆を好む.ジ ャコウネ

 コの霊を慰撫する

未詳

未詳
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no. 方 名
学 名
和 名 用  途

邪術師によ ってひ きお こされた連続

 して 起 こ る て んかん(kunyu ya

 】両ili)の治療

P-79)  Chitupe

    チ トゥペ

P-80)mwanga

    ム ワ ンガ

P-81) mkalansinga

    ムカ ラ ンス ィ ンガ

Neorautanenia pseudopa-

 ctyrhiza

Pericopsis angolensis

Pericopsis sp.

動 物 の食 用 に よ る 皮 膚 病(viphere)

 の 治療

鼻 水(m'kamphuno)の 治 療

強 壮 剤(mangolomera)

目の痛 みを と もな う頭 痛(mutu wa

 kakope)の 治療

背 中 の痛 みの 治療

下 痢,血 便(mimba mwa kamadzi)

 の 治 療

偏 頭 痛(mutu uwawa)の 治 療

P-82) mlombe

    ム ロ ンベ また は

    mlembela

    ム レ ンベ ラ

P-83) mkuwi

    ム ク ウ ィ

. ;.) mtombodwa

    ム トンボ ドウワ

・P'θ706α吻5α ηgo1θ掘5

Rhynchosia insignis

Sphenosり 痂8zθ 吻

耳 炎(m'matu)の 治 療

邪 術 師 か ら家 を 守 る た めの お 守 り

 (chisonga)

下 痢(mimba utulula)の 治 療

*下 痢 ,血 便(mimba mwa kamadzi)

 の 治 療

月 経 過 多(nsambo)の 治 療

目ま い,た ち くらみ(chizwezwe)の

 治 療

盲 目(khungu)の 治 療

白 内障(ng'ala)の 治 療

肩にで きる こぶ し大の腫れ物(nya-

 makazi)の 治療

胸の中に しこりができ,強 度の圧迫

 感 と胸痛を ともな う病気(cham'-

 chifuwa)の 治療

サバ ンナモ ンキーを殺 した犬の治療

グ リスボックを殺 した犬 の治療

喉や腹 の中の傷(vilonda va mimba:

 熱い ものを飲む と痛み,吐 くので

 わかる)の 治療

動物 の食用による皮 膚 病(viphe「e)

 の治療

下痢,血 便(mimba mwa kamadzi)

 の治療
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吉 田 チ ェワ族の 「薬」

処  方 説  明

根の粉の水溶液を飲用,葉 を浸した水で体

 を洗浄

根の炭を油で溶いて患部に塗布

樹皮の粉を鼻で吸引

樹皮の炭を体につけた傷に塗布

樹皮の粉を眉につけた傷に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布

樹皮を浸した水で粥を作り服用

根の炭を頭につけた傷に塗布

葉の粉を包んだ布を水に浸 し,滴 を滴下

根で木釘(chisonga)を 作 り,家 の周 りに埋

 設

樹皮を浸 した水で粥を作 り服用

樹皮を浸 した水で粥を作 り服用

根を浸した水で粥を作り服用

樹皮の粉を粥に入れて服用

樹皮を浸した水で目を洗う

樹皮の粉を蜜臓,卵 の白身と混ぜて目に塗

 布

樹皮を浸した木で粥を作り服用

根を浸した水で粥を作り服用

根の粉を餌に混ぜて投与

根を餌とともに煮て与える

根の炭を服用

酸 味の強い樹液が邪術師の送 った ムシを追

 い払 う.ま た この木にはよ く小鳥が集 ま

 って は散 ってい く.小 鳥が病気を取 って

 散 らして くれ る

どんな動物で もこの実を好む.皮 膚病をお

 こした動物を慰撫す る

実効

この木 は堅 い.体 が堅固にな る

この木は堅 い.頭 を堅固にす る

この木は堅い.背 中を堅 固にす る

樹液が血のように赤い.血 を増やす

ムカランス ィンガとはお前 は 眉 を 切 る の

 意 眉 か らこめかみにかけて の痛みを治

 す 同種療法

赤い樹液で血を新 しくす る

邪術師が来た ら飛び出 して邪 術師を刺す.

 理 由は未詳

赤い樹液が血を増やす

*赤い樹液が失われた血を補 う

赤い樹液が失われた血 を補 う

この病気は血 がたりな くな ってお こる.赤

 い樹液が血を増やす

赤い樹液が 目に血を与える

ね っとりとした樹液に 目の濁 りを付着 させ

 て除去

この病気は血がたま っておこる.赤 い樹 液

 が血を増や し血 の循環をよ くす る

この病気は血がたま っておこる.赤 い樹 液

 が血を増や し血 の循環をよ くす る

放置す ると犬が狂 う.血 を新 しくする

放置す ると喘息になる.血 を新 しくす る

辛い樹液が傷の治療に有効

根の炭を油で溶いて患部に塗布

根の皮を浸した水で粥を作り服用

辛い樹液が傷の治療に有効

赤い樹液が出血で失われた血を補う
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no. 方 名 学 名
和 名

. ;)  mchelekete

    ム チ ェ レケ テ
' :.)  futsa

    フツ ァ

P-87) nyemba

    ニ ェ ンノ'ミ

3ω07に∫α徽 ぬ8砺6α7歪一

 ensis

鞠 ηoραη埆rα

7なηα範9廊 ぬ'α

サ サゲ

Liliaceaeユ リ科

P-88) katsitsi kazukwa    !室ψorog鉱∫{が6∫ηα125

    カ ツ ィ ツ ィ ・カ ズ ク ワ ア スパ ラガ ス

    また は

    mtsitsi

    ム ツ イ ツ イ

Loganiaceaeホ ウ ライ カ ズ ラ科

P-89) mteme        Strychnos innacua

    ム テ メ

P-90)  chizaye

    チザ ェ 隔

Strychnos leccens

P-91) mgunda nguluwe   3妙o加05ρ 撚g6π5

    ム グ ンダ ・ングル ウs

Malvaceaeア オ イ科

P-92) matowo

    マ トウ オ

Azanza garckeana
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用  途

妊婦 が夫の姦通で ム ドゥロになるの

 を予防

邪術(ム チ ェゾ)に よる足の痛みの

 治療

血尿をともな う膀胱炎(likodzo)の

 治療

離乳前 に母が妊娠 し,乳 児の体が腫

 れ る病気(unjiseま たはmapum-

 so)の 治療

月経 過多(nsambo)の 治療

嘘の宣誓を したため口の周りにでき

 るただれ(njazi)の 治療

寄生 虫(njoka m'mimba)の 駆除

犬を用 いた邪術(リ カ ンコ)に よ り

 性交後男女 の体 が離れな くな った

 場合 の治療

猟犬の強化

下腹部 の しこりと痛 み(cham'mim-

 ba)の 治療

胸の中にしこりがで き,強 度の圧迫

 感と痛みを ともなう病気(cham'-

 chifuwa)の 治療

サス ライア リを用いた邪術(ム チ ェ

 ゾ)に よる全身の痒みの治療

性病による リンパ腺の腫れ(ntenda

 ya mabola)の 治療

淋病(ntenda ya chinzonono)の 治

 療

睾丸が腫れ る病気(phuzi)の 治療

月経中の女性 との性交 による血尿を

 ともなう膀胱炎(likodzo)の 治療

難産の予防

睾丸が腫 れる病気(phuzi)の 治療

男性の強精剤(vubwe)



吉田 チ ェワ族の 「薬」

処  方

樹皮の炭をおかずの中に入れ食べさせる

根の粉の水溶液を飲用

根の粉を粥に入れて服用

そのまま食用

根を浸した水で粥を作り服用

葉の粉の水溶液を飲用

根の粉を粥 に入 れて服用

根 の炭を ジャックナイフに塗布 した上,そ

 のナイフを開 く

根の粉を粥 に入 れて犬に投 与

根を浸 した水で粥を作 り服用

根を浸 した水で粥 を作 り服用

葉を浸した水を飲用

根を浸した水を飲用

根を浸した水を飲用

根を浸した水で粥を作り服用

葉を浸した水で粥を作り服用

根を浸した水を飲用

根を浸した水で粥を作り服用

根の皮を浸した水を飲用

説  明

実 が妊婦の姿に似ている.夫 が姦通 して も

 そのまま子供が維持で きるよ うに

この植物の汁は辛 く,邪 術 師が送 り込んだ

 ム シが逃げる

酸味のある樹液が傷を治す

この豆をた くさん食べ ると下痢をする.下

 剤と して有効

赤い樹液が失われた血を補 う

この葉 には一面に毛 がはえていて よ く服 に

 張 りつ く.カ ツィツィもムツィッィもと

 もに毛のあ るものの意.た だれた皮膚を

 張 りつける

実効

その名 とu-tema「 切 る」 との繋 が りに よ

 り男女 の体を切 り離す

その名 とu-tema「 切る」 との繋が りに よ

 り猟犬が獲物を切るように

樹液の苦さに耐えかねて邪術師が送 った ム

 シが逃げ出す

実が胸の しこりに似て いる.同 種療法の一

 つ

樹液の苦さに耐えかねて邪術師が送 った ム

 シが逃げ出す

実が胸の しこりに似ている.同 種療法 の一

 つ

未詳

実が腫れた睾丸 に似ている.同 種療法 の一

 つ

未詳

こあ木の実は0度 に落ちる.赤 子が一度の

 いきみで出て くるよ うに

実が胸の しこりに似ている.こ の実が落 ち

 るように腫れ も落ちる.同 種療法の一つ

樹 液がぬ るぬる していて精液 と同 じ.精 液

 を増やす
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no. 方 名
学 名
和 名 用  途

Meliaceaeセ ンダ ン科

P-93) mtunda

    ム トゥ ンダ

Moraceaeク ワ科

P-94) mkuyu

    ム クユ

Musaceaeバ シ ョウ科

P-95)  ntochi

    ン トチ

Turraea yobusta

F26z∬ り607ηo榔

Musa sapientum

バ ナ ナ

*咳(chifuwa)の 治療

言葉の遅い幼児の治療

仕留 めた大型草食獣を排泄させ る狩

 猟儀礼用の 「薬」

同儀礼 の失敗による腹部膨満の治療

失神(kunyu)の 治療

動物の食用によ る皮 膚病(viphere)

 の治療

動機(mtima wo waWa)の 治療

狂 気(msala)の 治 療

欝病(mtima wokhala lijoli)の 治 療

M}rrothamnaceaeミ ロタ ムヌ ス科

P-96)  njedza             Myrothamnus flahellifo一

    ンジ ェザ        lius

淋病(ntenda ya cl;inzonono)の 治

 療

発熱(tupi uthenta)の 治 療

盲 目(khungu)の 治 療

目の腫れ(maso utupa)の 治療

仮面舞踊に多 くの観衆を呼び集める

 「薬」 (chikondi)

Myrtaceaeフ トモ モ 科

P-97、 mafbWo

    マ フ オ ウ オ

Ochnaceaeオ クナ科

P-98)  chisanzesanze

    チ サ ンゼ サ ンゼ

. ..) msamba ndola

    ム サ ン バ 。 ン ド ラ

Syzygium guineense

Ochna pulchra

Oo加 α 妙'06'α 諏

歯痛(man叫 の治療

嘔吐(usanza)の 治療

ヒキガエルを用いた邪術(リ カンコ)

 による腹部 の腫れの治療

成入儀礼を うける少年少女 のム ドゥロの防

 止

Olacaceaeボ ロ ボ ロ ノキ 科

P-100) ntengele

    ンテ ンゲ レ

Ximenia americana 目ま い,た ち く らみ(chizwezwe)の

治 療
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吉 田  チェワ族の 「薬」

処  方 説  明

*根を浸した水で粥を作り服用

根の粉を粥に入れて服用

噛み砕いた根のかすを獲物の口(鼻)に は

 きかける

根の粉を粥に入れて服用

未詳

樹皮の炭を患部に塗布

果穂の先端部の雄花の粉を粥に入れ服用

果穂の先端部の雄花の粉を粥に入れ服用

果穂の先端部の雄花を赤熱した斧に押し

 当て,熱 いうちに水に入れて服用

根を浸した水で粥を作り服用

*実効

これは咳の 「薬」.喉 の詰ま りを 通 す のに

 効果 がある

獲 物の腹の詰ま りを通すのに効果が ある

患者の腹の詰まりを通すのに効果がある

未詳

樹液がねばねばして患部の皮膚を張りつけ

 る

バナナの房のように心臓 もうつむ く

バナナの房のよ うに心臓 もうつむ く

患者 の心臓をいつ もうつむいているバ ナナ

 の果穂の雄 花(バ ナナの心臓 とみな され

 る)に た とえ,そ れを熱する ことで心を

 熱 くす る

白い樹液が精 液を増やす

葉を潰して水に浸したものを飲用

葉を浸した水で目を洗う

葉を浸した水で目を洗う

種の粉を会場に散布,周 囲の木にも塗布

樹皮 を浸 した水を熱 し,そ の蒸気を患部 に

 当てる

根を浸した水を飲用

根の粉を粥に入れて服用

根の炭をおかずに入れて服用

根を浸した水で体を洗う

この植物の血 のように赤 い汁が血 の循環を

 促す

この植物は切 って茶色になって も水 につけ

れ ばす ぐ青 々とす る.目 を生 き返 らせ る

目を生 き返 らせ る

その名とU-onjiza「 増える」 との繋が りか

 ら観客を増やす

この木の実が歯 に似ている.丈 夫な歯にな

 るように

実効.嘔 吐の治療 に使 うので 「吐 く吐 くも

 の」 とい う意味 のこの名がある

「吐 く吐 くもの」 とい う名か ら,邪 術師が

 送 り込んだムシを吐いて出す

ン ドラとは ンセンガ(Nsenga)族 の言葉で

 儀 礼を受け る新成人の こと.ム ドゥロの

 防止 のため この 「薬」で彼 らを洗 うので

 「新成人を洗 う」 とい う意味のこの名が

 あ る.由 来 は未詳
  '

赤い樹液が血行を促進する
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no. 方 名 学 名
和 名

Oleaceaeモ クセ イ科

P-101) mshawa nkhunzi

    ム シ ャワ ・ンク ンズ ィ

Oxalidaceaeカ タ バ ミ科

P-102) kunyata

    クニ ャタ ま た は

    kumata

    クマ タ

Passifloraceaeト ケ イ ソ ウ科

P-103) mlodzi

    ム ロズ ィ また は

    mbOVU

    ム ボ ヴ

Pedaliaceaeゴ マ科

]P-104)  chLilezi

    チ レズ ィま た は

    katete

    カ テ テま た は

    tsope

    ツ オペ

Polygalaceaeヒ メハ ギ科

P-105)bwazi

    ブ ワズ イ

Jasminum f咊minense

Bio｢hytum｢etersianum

Adenia gummifera

Sesamum angolense

お よ び

Sesamum calycinuna

歯`癖 吻6α 伽9ψ8ぬ η一

 culata
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用  途

強精剤(vubwe)

邪術師か ら墓を守る 「薬」

成人儀礼を うける少年少女の ム ドゥ

 ロの治療

胸の中に しこりがで き,強 度の圧迫

 感 と痛みを ともなう病気(cham'-

 chifuwa)の 治療

胸のさ しこみ(kalaso)の 治療

邪術(ム チェゾ)に よる激 しい痒 み

 の治療

歩行困難,顔 色の変化(matenda ya

 bilimankwe)の 治療

失神(kunyu)の 治療       ・、

惚れ薬(chikondi)

結膜 炎(maso)の 治療

肩 にで きる こぶ し大 の腫 れ 物(nya-

 makazi)の 治 療

梅 毒(kaswenthe)の 治 療

脱肛(matenda ya mtumbo)の 治 療

避 妊 薬(chilezi)

難 産(uvutika pobala)の 治 療

サス ライ ア リを用 いた 邪 術(ム チ ェ

 ゾ)に よ る激 しい痒 み の治i療

邪 術 師 に よ って 引 き起 こされ る連 続

 的 なて ん か ん(kunyu ya mjili)の

 治 療

ひ ょ うそ(kasule)の 治療



吉田 チェワ族の 「薬」

処  方

根の粉を粥に入れて服用

根で木釘(chisonga)を 作 り墓の周 りに埋設

根の炭を服用

根の炭を服用

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉を体につけた傷に塗布

根の皮の粉を体につけた傷に塗布,粉 の水

 溶液で体を洗う

葉を潰して水に浸し,その水を飲用

根の粉を袋に入れて携帯

根の皮を浸した水で体を洗う

根の炭を患部の周りにつけた傷に塗布

葉の粉を局所の潰瘍に塗布

根の粉の水溶液を患部に塗布

根で木釘(mpinjili)を作り女性が着用

葉を潰して膣口に塗る

根を浸した水を飲用

根の粉の水溶液を服用

繊維を指に巻く

説  明

樹液が甘い.性 交中,相 手 も甘 く感 じて く

 れるように

この木が赤い樹液を出すごと く邪術 師も血

 を流す

未詳

棘で胸の しこりを棘す

邪術 師が送 り込んだ この木の棘が胸 を刺 し

 て いるのかも しれない.同 種療法

邪術師が送 り込んだム シを この木 の棘で刺

 して追い出す

未詳

この草 は人が触 ると葉を 閉 じる(kumata)

 が,し ば らくする とまた葉を開 く.患 者

 が立 ち上がるよ うに

相手が この草のよ うにうつ向いて何で もい

 うことをきいて くれるように

この植物の汁は白い(u-yela).目 を洗 う

 (u-yeletsa)

昔 この植物から塩を取 った.塩 と同様血行

 を促す

未 詳

この植物の汁 はぬるぬる して滑 りやす い.

 チ レズ ィとは滑 らす ものの意.排 便をた

 やす くする

男性 の精液を滑 らせる

胎児が滑 って 出て くる

この木は臭 い.匂 いで邪術師の送 ったムシ

 が逃げ る

匂 いで邪術師の送 ったムシが逃げる

匂 いで病気をお こして いる虫が逃 げ出す
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no. 方 名
  名
和 名 用  途

性 病 に よ る リンパ腺 の腫 れ(ntenda

 ya bolla)の 治療

蛇 に 噛 まれ た とき の治 療 薬

 (chivumulo)

Polygonaceaeタ デ 科

P-1Q6) chiselu

    チ セ ル

P-107)msipe

    ム ス イ ペ

Proteaceaeヤ マ モガ シ科

P-108) chinsense

    チ ンセ ンセ

0尾 γ9・num atriplic{餌 ㎜

Polygonum seraegalense

Protea bauri i

お よ び

Faurea saligna

Rhamnaceaeク ロウ メモ ドキ科

P-109) kankande        Ziziphus mucronata

    カ ンカ ンデ

Rubiaceaeア カネ 科

P-110) kundabwe

    ク ンダ ブ ウ ェ

P-111)mwavi

    ム ワヴ ィま た は

    mlanga nfiti

    ム ラ ンガ ・ン フ ィテ ィ

P-ll2)mdulo

    ム ドゥロま た は

    mwandula

    ム ワ ン ドゥ ラ

・4gathisan〃iemum globo-

 sum

αo∬ψ'6ワκプ≧brifuga

Fadogia katarzgeruis

人 気 を 得 る 「薬 」(chikondi)

村 を ま とめ る 「薬 」

嘔 吐(usanza)の 治 療

*目 ま い ,立 ち くらみ(chizweZWe)の

 治 療

邪術 による激 しい かゆみ(matenda

 yo lumaluma)の 治療

新生児頭蓋骨の泉 門(liwombo)に お

 ける脈動(上 下動)の 低調の治療

乳幼児頭蓋骨の泉 門(liwombo)の 縫

 合不全の治療

咳(chifuwa)の 治療

全身の腫れ(matenda yo tupa)の 治

 療

邪術師か否かを試す試罪毒(mlanga

 nfiti)

クマネズ ミを用いた邪術(ム チェゾ)

 による全身の痛みや吐 き気の治療

カメ レオ ンを用いた邪術(ム チェゾ)

 に よ る歩 行 困 難 顔 色 の 変 化

 (matenda ya bilimankwe)の 治療

畑荒 らしの邪術(fumba)の 予防

邪術による病の万能薬の成分

邪術師がム シを送 り込む際 に作 った

 と考 えられる 創傷(chilonda)の

 治療

小児の ム ドウロの治療
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吉 田 チ ェワ族 の 「薬」

処  方 説  明

根を浸した水を飲用

根の粉を体につけた傷に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布,袋 に入れて

 携帯

根の破片を村長の家に埋設

根の粉を体につけた傷に塗布

根を浸 した水を熱 してその蒸気を浴びる。

 または,花 を燃や した煙を浴び,そ の炭

 を眉間につ けた傷 に塗布

根の粉を体 につけた傷 に塗布

葉を潰 して泉門に塗布

葉を潰 して泉門に塗布

下剤 として有効

この木 は臭 く蛇 も近 づかない.蛇 の毒 も逃

 げて ゆ く

この植物 は1箇 所に植え て もす ぐに広が

 る.名 声が広がる

人 がこの実を好むか ら村長も好かれる

実効

*白 い(u。yela)樹 液 が立 ち く らみ を 白 くす る

 (U-yeletsa)

この木の棘で邪術師が送り込んだムシを刺

 す

泉門部の血行を止めている虫を苦い樹液で

 追い出す

粘着質の樹液で泉門を閉じる

根を浸した水で粥を作り飲用

根を浸した水を飲用

根の粉を飲用

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉を畑に埋設

根の炭を体につけた傷に塗布

根の粉の水溶液で創傷を洗浄

両親が根を噛み砕き子供の体に吐きかける

この植物 の赤 い汁が血を増やす

この植物 の赤い汁が血を増やす

無 罪な ら吐 き戻す.有 罪な ら下痢をする

邪 術師の試罪毒ゆえ,邪 術師が送 ったムシ

 も逃 げる

邪 術師の試罪毒ゆえ,邪 術師が送 ったムシ

 も逃 げる

邪術師の試罪毒 ゆえ,邪 術 師が逃げる

邪術師の試罪毒ゆえ,邪 術 師が送 った ムシ

 も逃 げる

邪術師の試罪毒 ゆえ,邪 術師が送 った ムシ

 も逃げる

赤 い樹液が血の循環を促す.な お,こ の木

 はム ドゥロの治療に使われるがゆえにム

 ドゥロとよばれている
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no. 方 名
学 名
和 名

P-113)maso ya ng'ombe

    マ ソ ・ヤ ・ ン ゴ ン ベ

P-114)

P-115)

P-ll6)

kasanjesanje

カ サ ン ジ ェ サ ン ジ ェ

mulumila

ム ル ミ ラ

chiwOWo

チ ウ ォ ウ ォ

P-117)msamba tsoka

    ム サ ンバ ・ツ ォカ

Fadogia triphylla

Gardenia imfierialis

Psychotria eminiana

Rothmannia englerana

Tapiphylluna discolor

P-118)machende ya kalulu Pangueria tomentosa

    マ チ ェ ン デ ・ヤ ・カ ル ル

P-119)chipembere

    チ ペ ンベ レ

Rutaceaeミ カ ン科

P-120)mandimu

    マ ンデ イム

Sapindaceaeム ク ロ ジ科

P-121)msuche

    ム ス チ ェ

P-122) changaluche

    チ ャ ンガ ル チ ェ

Xerom｢his obovata

eitrus linton

レ モ ン

1)odonaea擁560∫ σ

Zα π加 ψ ∫`απα
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用  途

離乳前に母 が妊娠 し,乳 児の体 が腫

 れ る病気(urjiseま たはmapum・

 so)の 治療

背 の痛み(msana)の 治療

仮面舞i踊に多 くの観 衆を呼び集める

 「薬」 (chikondi>

成人儀礼におけるム ドゥロの予防

難i聴(gonthり に ともなう痛 み の治

 療

蛇に噛まれた ときの治療薬

邪術師による病の万能薬 の成分
*邪術 によ っておこされ た 体 の悪 臭

 (chifwenth�)の除去

動機(mtima Wo wawa)の 治 療

ム ドゥ ロ に よ る 難 産(uvutika po

 bala)の 治 療

クサ ガ エ ルを 用 いた 邪 術(ム チ ェゾ)

 に よ る難 産(uvutika po bala)の

 治 療

妊 娠 した 女 性 の近 親 者 に で き るで き

 も の(phumbaま た はnyamka-

 limbi)の 治 療

性 病 に よ る リ ンパ 腺 の腫 れ(ntenda

 ya mabolla)の 治 療

喘 息(chifuwa cha befu)の 治 療

喉 や腹 の 中 の傷(vilomda va mim・

 ba=熱 い もの を飲 む と痛 み,吐 く

 ので わ か る)の 治療

咳 を と もな う全 身 の 腫 れ(matenda

 yo tupa)の 治 療

男性 の性 的 不能(chinbuwila)の 治

 療

*偏 頭痛(mutu uwawa)の 治 療



青田  チェワ族の 「薬」

処  方

根を浸した水で粥を作り服用

根の炭を体 につけた傷 に塗布

葉の粉を会場に散布,周 囲の木に も塗布

根を新成人 に噛ませ る

根に穴を開け,そ こに注いだ水を耳に滴下

根 の粉を粥に入れて服用,体 につけた傷 に

 塗布

根 の炭を体 につ けた傷 に塗布

*根と葉を浸 した水で体 を洗 う

根の粉を粥に入れて服用

根を浸した水で粥を作り服用

根の粉を粥に入れて服用

で きものをこの木の棘 で刺 した上,そ の棘

 をチャウンブの木に刺す

根を浸 した水 を服用

果汁を水に混ぜて飲用

果汁を水に混ぜて飲用

果汁を水に混ぜて飲用

根を浸した水で粥を作り服用

*根の粉を頭につけた傷に塗布

説  明

白い(u-yela)樹 液 が 体 の 中を 洗 い 流 す

 (u-yeletsa)

この木の枝 は人間の背骨のよ うな節を もつ

 が,痛 みを感 じない

その名 とu-sanjika「 上に乗 せ る」 と の 繋

 が りか ら観衆の数 を上乗せす る

未詳

辛 い樹液が痛みを止 める

この 「薬」を摂取す ると吐き気を催 す.毒

 を吐かせる

未詳
*ムサ ンバ ・ツォカとは不運を洗い流すの意.

 悪臭を洗い流す(悪 臭を取れ るので この

 名がついたか否かは未詳)

木 の名 は 「ウサギの睾 丸」の意.ウ サギの

 睾丸の よ うな 実 が一箇所に固まってな

 る,心 臓 が一箇所に落 ち着 くよ うに

チペ ンベ レとはサイの木の意.サ イの角の

 ような棘を もつので こうよばれる.棘 で

 刺 して胎児を追 い出す

棘で邪術 師の送 ったムシを刺 し追 い出す

で きものを刺 して潰す

利尿剤として有効

酸味の強い果汁が胸の中の傷の治療に有効

酸味の強い果汁が胸の中の傷の治療に有効

酸味の強い果汁が喉の詰まりを通す

白 い(u-yela)樹 液 で体 の 中を 洗 い 流 す

 (U-yeletsa)

*塗 る と熱 く感 じて痛 みを 忘れ る
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no. 方 名 学 名
和 名

Sapotaceaeア カテ ツ科

P-123)mchenja

    ム チ ェ ンジ ャ

Solanaceaeナ ス科

P-124) pilipili

    ピ リ ピ リま た は

    tsabola

    ツ ァボ ラ

P-125)chimatu

    チ マ ト ゥ

P-126) nthungwi

    ン トゥング ウ ィ

Mimusoﾟs zeyheri

Capsicum annuum

トウ ガ ラ シ

1.ycopersicon sp.

Solanum incanum

Sterculiaceaeア オ ギ リ科

P-127)mkusu        1)伽 勿 αro伽 吻b磁

    ム クス

P-128)mwale        Sterculia guingueloba

    ム ワ レ

Taccaceaeタ シ ロイモ 科

P-129)chidimbedimbe    Tacca leonto｢etaloides

    チデ ィ ンベデ ィ ンベ タ シロ イ モ

Thymelaeaceaeジ ンチ ョ ウゲ 科

P-130)mwito        Gnidia buchananii

    ム ウ ィ ト
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用  途

耳下 腺 炎(1itsipa)の 治療

歯槽 膿 漏(mkungutsa)の 治療

割 れ る よ うな 頭痛(mutu wa chin-

 ganila)の 治 療

目の痛 みを と もな う頭 痛(mutu Wa

 kakope)の 治療

サ ス ラ イア リを用 い た邪 術(ム チ ェ

 ゾ)に よ る全 身 の 痒 み の治 療

ブ ラ ックマ ンバを 用 い た邪 術(ム チ

 ェゾ)に よ る手 足 の痛 み,体 の青

 変 の治 療

性 病 に よ る全 身 の 発 疹(ntenda ya

 makoloni)の 治 療i

肩 にで きる こぶ し大 の 腫 れ 物(nya-

 makazi)の 治 療

耳 下 腺 炎(1itsipa)の 治 療

妊 婦 の 陰部 の腫 れ物(chinkombola)

 の治療

夫 の も と以 外 で は性 欲 を 感 じな くす

 る邪 術(カ ウタ)の 治 療

耳 炎(m'matu)の 治療

割 れ るよ うな 頭痛(mutU wa chin。

 ganila)の 治 療

性 病 によ る局 所 の 潰 瘍(ntenda ya

 songeya)の 治 療

性 病 に よ る リ ンパ 腺 の腫 れ(ntenda

 ya mabolla)の 治 療

成 女 儀 礼 で 女性 の性 器 を 拡 張 す る

 「薬」

動 物 の食 用 に よ る皮 膚 病(viphere)

 の 治 療

狂 気(msala)の 治 療

咳(ch�iiwa)の 治 療



吉 田 チ ェワ族 の 「薬 」

処  方

根の皮の粉を体につけた傷に塗布,ま た鼻

 で吸引

樹皮を浸した水を含ませた布で湿布

根の炭を頭につけた傷に塗布

実の粉を頭につけた傷に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉の水溶液を全身に塗り,飲用

根の粉を患部につけた傷に塗布

実の粉を体につけた傷に塗布

実の粉を患部の周囲につけた傷に塗布

根を袋に入れ携帯

果実を潰して布に包んだうえ水に浸し,滴

 を耳に滴下

根の炭を頭につけた傷に塗布

根の粉を粥に入れて服用

実を浸した水を飲用

根の粉を油で溶いて性器に塗布

樹皮を浸した水で患部を洗浄

芋の粉を粥に入れて服用

根を浸した水で粥を作り服用

説  明

匂いで くしゃみがでる.く しゃみとともに

 病気 も出る

実効

トウガ ラシの辛 さが痛 みを止める

辛 さが痛みを止 める

辛 さが痛み ・痒 みを止 める

辛 さに耐えかねて邪術 師の送 ったムシが逃

 げる

辛 さが痛みを止める

辛 さが痛みを止 める

辛さが痛みを止 める

辛 さが痛みを止 める

邪術をかけた妻が トウガラシの実のような

 血を出 して苦 しむように

その名が 「耳のもの」 と解せ る

実効(夢 で体得)

この植物の酸味 の強い汁 が傷を治す

実が腫れ物に似ている.同 種療法の一つ

未詳

この木 の皮のように患者の皮膚 もすべすべ

 になる

この植物 の根は芋 の下か らま っす ぐ伸 び

 る.心 が揺れ動かないよ うに

この植物 は汁に味がな く,冷 たい植物.胸

 を冷やす
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no. 方 名 学 名和 名 用  途

将来の出来事を夢で知る 「薬」

惚 れ 薬(chikondi)

仮面舞i踊に多 くの観衆を呼び集め る

 「薬」 (chikondi)

ウサギ,ホ ロホロ鳥の罠用の 「薬」

Tiliaceaeシ ナ ノキ 科

P-131)musupani

    ムス パ ニま た は

    kasaza

    カサ ザ ま た は

    kalionde

    カ リオ ンデ

Turneraceaeッ ル ネ ラ科

P-132)tambala

    タ ンバ ラ

Verbenaceaeク マ ツ ヅ ラ科

P-133)msimpsa

    ム ス ィ ンプ サ

Vitaceaeブ ドウ科

P-134)mkud

    ム クテ ィ

P-135)mulu�u chulu

    ムル ング ・チ ュル

Grewia ffaaescerrs

Wormskioldia longipen-

 dunculata

Vi tex doniana

Ampelocissus africana

Ci 2∬us rubigirrasa

動 機(mtima wo wawa)の 治 療

邪 術(ム チ ェゾ)に よ る足 の 痛 み

 (myendo uwawa)の 治療

バ オ バ ブを 用 い た 邪 術(リ カ ンコ)

 に よ る全 身 の腫 れ の治 療

ツルヘ ビを用いた邪 術(リ カ ンコ)

 によ り柱や梁に登 らない と気分が

 落ち着か な くな った患者の治療

魚がよ く釣れ るよ うにする 「薬」

乳 児 の発 熱(thupi uthenta)の 治 療

邪 術 に よ る火 傷(uzithenta)の 治 療

ブウィ(サ ソリ?)を 用いた邪術(ム

 チ ェゾ)に よる足 の痛みの治療

蛇に噛まれ たときの 治 療薬(chivu-

 mulO)

P-136)mchiu

    ムチ ウ

Cypkostemma saxicola

ブ ラ ッ クマ ンバ を用 い た邪 術(ム チ

 ェゾ)に よ る手 足 の痛 み,体 の 青

 変 の治 療

邪 術(ム チ ェ ゾ)に よ る 上 腹 部 痛

 (mimba unyonga)の 治療

鼻水(chinfyine)の 治 療

て ん かん(chinkombozi)の 治療

p_137) dzabwani

    ザ ブ ワニ

Cyphostemma aiscosum 成人儀礼を うける少年少女のム ドゥ

 ロの治療

口内炎(kasantha)の 治療

P-138)mbulumbusha

    ムブ ル ンブ シ ヤ

ﾇyphostemma sp・ 足 の傷 に よ る リンパ 腺 の 腫 れ(mwa-

 na bere)の 治療
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吉 田 チェワ族の 「薬」

処  方

根の粉を体につけた傷に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布,袋 に入れ携

 帯

根の炭を会場に埋設,周 囲の木にも塗布

根の粉を周囲に散布

根の粉を粥に入れて服用

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉を粥に入れて服用

釣り針を根の粉とともに煮て使用

根を浸した水で体を洗う

根の炭を患部に塗布

根を浸した水を温め,温湿布

根の粉を体につけた傷に塗布

根の粉を体につけた傷に塗布

根を浸 した水を飲用

花を手で もんだ もの と根 の粉を鼻で吸引

根の皮 を浸 した水で粥を作 り服用,残 った

 皮は屋根の上へ放 り投 げる

根の炭 を服用

根の炭 を患部に塗布,根 をそのまま首に吊

 る

葉を熱湯 に浸 した上,患 部 に押 し当てる

説  明

その名とu-itana「 呼ぶ」 と の 繋がりによ

 り人を呼ぶ

その名とu-itana「 呼ぶ」 と の 繋がりによ

 り人を呼ぶ

その名とu-itana「 呼ぶ」 と の 繋がりによ

 り人を呼ぷ

ウサギや ホロホロ鳥 はこの木を好む

未 詳

この木 は堅い.足 を堅固にする

カ リオンデ とい う名 とu-onda「 細 い」と

 の繋が りか ら腫れ た体を細 くす る

未詳

実効

発汗を促す実効がある

未詳

赤い樹液が血行を促す

この木には蛇が近づかない.マ ングースが

 蛇に噛まれた仲間を助けるのに使ったの

 を見て有効性を発見

蛇毒の解毒剤として有効

苦い樹 液に耐えかねて邪術師の送 ったムシ

 が逃げ出す

くしゃみが出て,病 気も飛び出す

屋根の上の皮が虫に食べ られて しまえば病

 も治る(患 者の身代わ り)

実効

この草の葉 はす ぐに乾 く.傷 もす ぐ乾 く

実が腫れ物 に似ている,同 種療法の一つ
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no. 方 名 学 名
和 名

Unidentified未 同定

0-139) chewe

    チ ェ ウ ェ

P-140) cheyo

    チ ェ ヨ

P-141)chimbabwa

    チ ンバ ブ ワ

P-142)

P-143)

P-144)

P-145)

chisekeseke

チ セ ケ セ ケ

chivumulo

チ ヴ ム ロ

chiwene munda

チ ウ ェ ネ ・ム ン ダ ま た は

nyamakazi

ニ ャ マ カ ズ ィ

chizima mulilo

チ ズ ィ マ ・ム リロ
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用  途

邪 術 師に よ って 引 き起 こさ れ る連 続

 的 なてん かん(kunyu ya mjiii)の

 治 療

カ ミナ リを利 用 した邪 術(ム チ ェゾ)

 によ る割 れ る よ う な 頭 痛(mutu

 wa chingan�a)の 治 療

黄 疸(matenda ya chikasu)の 治 療

淋 病(ntenda ya chinzonono)の 治

 療

性 病 に よ る リンパ 腺 の腫 れ(ntenda

 ya mabola)の 治 療

邪 術(ム チ ェゾ)に よ る 足 の 腫 れ

 (myendo utupa)の 治 療

サバ ンナモ ンキーを殺 した犬 の発狂

 の予防

鼻血(m'kamphuno)の 治療

足の傷による リンパ腺の腫 れ(mWa-

 na bere)の 治療

子授 けの 「薬」

双子の一方 が死んだときもう一方の

 子が寂 しがらない(後を追 わない)

 よ うに持 たせる

惚れ薬(chikondi)

蛇 に 噛 まれ た と きの治 療薬(chivu-

 mulo)

肩 にで き る こぶ し大 の腫 れ 物(nya-

 makazi)の 治 療

喉 の 痛 み(chikokoko)の 治 療

カメレオ ンを用 い た邪 術(ム チ ェ

 ゾ)に よる歩行 困難 顔色の変化

 (matenda ya bilimankwe)の 治療

バオバブを用いた邪術(リ カ ンコ)

 による全身の腫 れの治療

賢 くなる 「薬」



吉田 チ ェワ族 の 「薬」

処  方

潰した葉を浸した水を飲用

根の粉を体につけた傷に塗布

根を浸した水を飲用

根を浸した水を飲用

根を浸した水を飲用

根の粉を足につけた傷に塗布

根の粉を餌に混ぜて投与

枝を焼き煙を鼻孔に入れる

葉を熱湯に浸した上,患 部に当てる

根の粉を粥に入れて服用

実を持たせる

根 とヤニの固ま りの粉 を体につ けた傷に塗

 布,袋 に入れて携帯

根の粉 を体 につけた傷 に塗布

根の粉を粥に入れて服用

根の炭 を体 につけた傷 に塗布

根の炭を体につけた傷に塗布,炭 の水溶液

 で体を洗 う

根の炭 を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

葉の粉を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

説  明

強い匂いで邪術師が送 ったムシが逃 げる

この植物 の汁の辛 さで痛 みが止まる

この植物の根の赤い汁 で黄色 くな6た 患者

 の血 を赤 くする

この植物 の根の赤い汁で血を増やす

この植物の根 の赤い汁で血を増やす

邪術師が送 り込んだム シがこの植物 の汁を

 血 と間違えて飲んで死 ぬ

ねばねば した植物の汁で病を滑 らす

この木の芯は堅い.鼻 孔 に堅 くする

未詳

実の形が人間の子供の形 に似ている

実の形が人間の子供の形に似ている(身 代

 わ り)

その名 とu-seka「 笑 う」との繋 がりによ り

 相手が笑 うよ うに

この木には蛇が近づかない.マ ングースが

 蛇に噛まれた仲間を助けるのに使 ったの

 を見て有効性を発見

丸い根茎 が腫れ物 に似ている.同 種療法の

 一 つ

チズ ィマ ・ム リロとは火を消すの意.病 を

 消す

病を消す

この植物 の根は乾 くとしぼむ.患 老の体の

 腫れも しぼむように

他人の悪巧みを消す

225



no. 方 名

P-146)

P-147)

P-148)

gonkoma

ゴ ン コ マ ま た は

gonkomola

ゴ ン コ モ ラ

kamkom、a

カ ム コ マ

kang'ala

カ ンガ ラ

P-149) kangamsolo

    カ ンガ ム ソ ロ

P-150)kawelama

    カ ウ ェ ラマ

P-151) khuvi

    クヴ ィま た は

    khudzi

    クズ ィ

P-152)maseche

    マセ チ ェ

P-153)mavimbe

    マ ヴ ィ ンベ

P-154) mbuka

    ム ブ カ

P-155)mchenja

    ム チ ェ ンジ ャ

P-156)mkambajele

    ム カ ンバ ジ ェ レ

P-157)mkotama

    ム コタ マ

P-158) mkwikwi

    ム ク ウィ ク ウ ィ
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和 名
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用  途

便秘(kawinde)の 治療

創傷(chilonda)の 治療

性病 による局所 の 潰 瘍(ntenda ya

 songeya)の 治療

間接部 にできるこぶ し大 の化膿性 の

 で きもの(fundo)の 治療

ホタルの仲 間を用いた邪術(ム チェ

 ゾ)に よる白内障(ng'ala)の 治療

邪術 に よ る病 の万 能 薬 の成 分

疲労 を 防 ぐ 「薬 」(salema)

ム ドゥロに よ るi難i産(uvutika po-

 bala)の 治療

クサ ガェ ル を用 いた 邪術(ム チ ェゾ)

 に よ る難 産(uvutika pobala)の 治

 療

寄生 虫(njoka. m'mimba)の 駆 除

糞丸 が腫 れ る病 気(phudzi)の 治 療

ライ病(khate)の 進 行 防 止

邪術師の 目を潰 して撃 退する 「薬」

創傷(chilonda)の 治療

惚れ薬(chikondi)

で きものの1種(mbuka)の 治療

歯槽膿漏(mkungutsa)の 治療

男性の強精剤(vubwe)

蛇に噛まれた ときの治 療 薬(chivu-

 mulO)

成人儀礼 中の少年少女 のム ドウロの

 防止



吉 田 チ ェワ族の 「薬」

処  方 説  明

根の粉を粥に入れて服用

根の粉を傷口に塗布

葉を潰したものを布に包み温湿布

豆の粉を患部につけた傷に塗布

潰した葉を包んだ布を水に浸し,滴を目に

 滴下

根の炭を体につけた傷に塗布

根の粉を体につけた傷に塗布

根を浸した水で粥を作り服用

根の粉を粥に入れて服用

この木の根は非常に堅 くア リ塚に も穴を開

 ける.つ ま った腹 に穴を開ける

辛 い樹液が傷に入 る虫を殺す

未 詳

その名 とu-koma「 叩 く」 との 繋が りか ら

 で きた ものを叩いて早 くうみを出させ る

白内障 はホタルをまねて邪術 師が作 ったム

 シが目に止ま って おこる.こ の木にはホ

 タルが近寄 らない.な お,カ ンガラとは

 ンガラ(白 内障)を 治す木 の意

そ の名とu-solela「 引き出す」 との 繋 がり

 によ り,病 を引 き出す

カウ ェラマ とは屈んだ木の意.こ の木 と同

 様 い くら屈んだ姿勢でいても疲れ ない

この木 の匂いに耐えかねて胎児が早 く出て

 くる

この木 のねばねば した樹液で胎児を滑 らす

葉を刻んで浸した水を煮沸したうえ飲用

葉を刻んで浸した水で粥を作り飲用

葉を刻んでそのまま全身に塗布

実 に トゥングウィの木の実の汁を入れ着火

根の炭を傷口に塗布

根の粉を布に包み携帯

根の炭を患部に塗布

樹皮を浸した水を含んだ布で湿布

下剤 として有効

下剤 と して有効.病 気を排 出させ る

苦 い樹液 が病気を起 こしている虫を殺す.

 また白い(u-yela)樹 液で体 内 を 洗 い 流

 す(U・yeletsa)

実 を邪術師の 目にたとえる.こ の実が破裂

 す る と邪術師の 目も破裂す る

この植物か ら塩が取れ る.塩 と同様傷 の治

 癒 に実効がある

塩 が生活 に不可欠なように自分 も相手 にと

 って不可欠になる

土を持 ち上げるよ うにして生えて くる様が

 で きものに似 ている.同 種療法の1種

実効

根の粉を粥に入れて服用 ペニスが この植物 の芋のように大き くなる

根の粉を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

根の炭をおかずに入れて服用

この 「薬」を飲 むと吐 き気を催す.毒 を吐

 き出させ る

その名とu-kwidza「 守る」 と の繋が りか

 ら,少 年少女を ム ドゥロの 危険 か ら守

 る
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no。 方 名 学 名
和 名

用  途

F-159)mlanda mphete

    ム ラ ンダ ・ムペ テ

P-160) mladza

    ム ラザ

P-161) mledza

    ム レザ

P-162) mnyanyaw

    ムニ ャニ ャヴ

P-163)mphala mlamdu

    ムパ ラ ・ム ラ ン ド ゥ

    ま た は

    katankandzuna

    カ タ ンカ ンズ ナ

P-164)mseWa

    ムセ ワ

P-165)mtsompole

    ム ッ ォ ンポ レ

P-166) nangwa

    ナ ング ワ

P-167) ndilile

    ンデ ィ リレ

' .:) nsambe

    ンサ ンベ

P-169)ntheme

    ンテ メ

P-170) phwanya nyanga

    プ ワニ ャ ・ニ ャ ンガ

P-171) tibale      一

    テ ィバ レま た は

    kabalabala

    カバ ラバ ラ

P-172) tungwi

    ト ウ ング ウ イ

FI73)wanj・

    ワ ンジ ェ

蚊 よ け

マ ラ リア に と もな う 子 供 の 吐 き 気

 (usanza)の 治 療

ッ ェッ ェバ エ か ら牛 を 守 る 「薬 」

麻 薬 に よ る狂 気(msa】a)の 治 療

全 身 の腫 れ(matenda yo tupa)を お

 こす邪 術(ム チ ェゾ)

同治 療

強精 剤(vubwe)'

邪術 による病 の万能薬の成分

惚れ薬(chikondi)

男性の強精剤(vubwe)

惚れ薬(chikondi)

ハーテ ビース トを用いた邪術(リ カ

 ンコ)に よる猫背の治療

難産(uvutika, pobala)の 治療

邪術 によ る病 の万能薬の成分

男女 の性的不能 ・不妊(chinbuwila)

 の治療

邪術師の目を潰して撃退する 「薬」

仕留めた大型草食獣を排泄させる狩

 猟儀礼用の 「薬」
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吉田 チェワ族の 「薬」

処  方 説  明

そのまま身辺に置く

根の粉を体につけた傷に塗布

根の炭の水溶液を牛に飲ませる

根の粉を粥に入れて服用

棘を使用

根の粉を全身に塗布

根の粉を粥に入れて服用

匂 いで蚊が逃 げる

匂 いで蚊が逃 げる.蚊 によ ってお こされた

 病気 も逃げる

この植物か ら塩 がとれ る.そ の塩が牛 の血

 行を促す

その名とu・ledza「低 くする」との 繋 が り

 により心の混乱の度を低 くす る

この植物の棘 が刺 さると皮 膚 が 腫 れ て く

 る.邪 術師は この棘を送 り込んで患者 の

 皮膚を腫れさせ る

同種療法

この植物の甘い汁のように男女 とも性交 中

 甘 く感 じる

根の炭を体につけた傷に塗布

根の炭を布に包み携帯

根の粉を粥に入れて服用

根の粉を体につけた傷に塗布,袋 に入れて

 携帯

根の粉を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

根を浸した水を飲用

根の炭を体につけた傷に塗布

根を浸した水で粥をつくり服用

実の汁をマセチェの実に入れ着火

噛み砕 いた全体のかすを獲物の 口(鼻)と

 肛門にはきかけ る

未 詳

その名とu-tsompola「 奪 う」 との 繋 が り

 か ら相手の心を奪 う

白い樹 液が精 液を増 やす

ンデ ィリレとは私は泣 くの意.相 手が自分

 を思 って泣いて くれ る

この植物 は水辺に生 える.堅 くな った背に

 水分 を与えて柔 らか くする

この植物の実は一度 に落 ちる.子 供 も一度

 に出て くるよ うに

プ ワニ ャ ・ニ ャンガとは角を砕 くの意.邪

 術師が用いる角製 の呪薬の容器を砕 く

テ ィバ レとは子を産む の意.子 供がで きる

 よ うに

着火すると爆裂する.邪 術師の目も破裂す

 る

下剤として有効
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no. 方 名 学 名
和 名 用  途

不特定の植物を素材とする 「薬」
U-1)

U-2)

U-3)

u-4)

U-5)

U-6)

U-7)

U-8)

U-9)

不 特 定 の木 の ヤニ(chinzonono)

寄 生 樹(chisauka)

切 り株 か ら出た 枝(kachitsa ka mtengo)

遠 くか ら見 え る木 の 皮(khungWa)

空 中を 舞iって い る木 の 葉(masamba)

地 面 に触 れて い る木 の枝 の葉

 (masamba)

はね わ な に用 いた 木

 (mtengo wa msampha)

紐 にす る繊 維 の とれ な い木

雷 が落 ちた 木(mtengo wa kanganigani)

鼻血(m'kamphuno)を お こす邪術(ム

 チ ェゾ)

同治療

夫が妻の もと以外では性欲を感 じない

 よ うにす る邪術(カ ウタ)の治療

邪術による病の万能薬の成分

人気を得 る 「薬」(ch勛ondi)

仮面舞踊 に多 くの観衆 を 呼 び 集 め る

 「薬」 (chikondi)

ニャウ(nyau)の 踊 り手 の 「薬」

ニャウ(nyau)の 踊 り手 の 「薬」

動機(mtima wo wawa)の 治 療

邪術による病の万能薬の成分

*割れ るよ うな頭痛(mutu wa chingani・

 1a)の治療

U-10)

U-1 i)

U-12)

U-13)

u-14)

道 を横 ぎ って い る木 の 根

 (mUZU Wa mtengo)

道 を 横 ぎ りか けて もとへ 戻 って い る 木 の

根(mUZU Wa mtengO)

川 の 中 に張 り出 して い る木 の根

 (muzu wa mtengo m'madzi)

墓 穴 を掘 って い る と きに 切 った 木 の 根

 (muzu wa mtengo m'manda)

ア リ塚 を貫 い て い る木 の 根

 (muzu wa mtengo m'chij・mb・)

*強 壮剤(mangolomera)

銃 の 強化

惚 れ薬(chikondi)

邪 術 によ る病 の万 能薬 の成 分

ライオ ンか ら狩入の身を守 る 「薬」

ライオンか ら狩人の身を守る 「薬」

血尿をともな う膀胱炎Cikodzo)の 治

 療

へその緒を 切る際,地 面に落 とさ れ

 た た め に 成長 しか ら発病 した不能

 (chimbuwila)の 治療
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吉 田  チ ェワ族の 「薬」

処  方

ヤニを使用

乾燥粉を鼻で吸引

樹皮を袋に入れて携帯,ま た樹皮の粉を粥

 に入れて服用

焼いて出た炭を体につけた傷に塗布

乾燥粉を体の傷に塗布,袋 に入れて携帯

粉にしたものを会場に散布.周 囲の木にも

 塗布

葉を浸した水で粥をつくり服用

葉を浸した水で粥をつくり服用

粉にしたものを粥に入れ服用

葉の炭を体の傷に塗布

炭を頭につけた傷に塗布

炭を体につけた傷に塗布,袋 に入れて携帯

炭を狩人の体につけた傷に塗布,炭 の水溶

 液で銃を洗う

粉を体につけた傷に塗布,袋 に入れて携帯

炭を体につけた傷に塗布

炭を体につけた傷に塗布

炭を体につけた傷に塗布

粉を粥に入れ服用

粉の水溶液に母の生理帯を浸したうえ飲用

説  明

木 か らヤニが出るよ うに鼻か ら血が出る

同種療法

病気で弱 った 自分 にみたてる同種療法の0

 種

切 り株か ら出た枝は人が踏 ん で 怪 我 を す

 る.邪 術師が怪我をするように

誰にで も知 られ るように

木の葉同様,遠 くから人が飛んで くるよ う

 に

踊 り手が木 の葉同様身軽 に飛びまわれ るよ

 うに

踊 り手がい くら地面をひ っかいて踊 って も

 疲れない

患者 の心臓 もはねわな同様下を向いて じっ

 と してい るように

人が目 もくれない.邪 術師の 目か ら逃 れ ら

 れる
*割れるような頭痛 は邪術師が雷(チ ェワで

 は トカゲの1種 と考え られて いる)を ま

 ねたムシを送 り込んだ結果 おこるとされ

 る.そ の雷の捕獲 は不可能 ゆえ落雷 した

 木を用いて同種療法を施す _

*落雷の ような衝撃を与えて相手を倒せ るよ

 うにな る

落雷の ような衝撃を与えて獲物を殺せ るよ

 うになる

道に出てい る木の根 は多 くの人が踏む0多

  くの人の話題 にな るよ うに

病が もとへ(邪 術師の ところへ)返 るよ う

 に

水中の根を切 ろうとす ると水 しぶきが上が

  って目をつぶる.ラ イニオンが狩人を前に

  して も目をつぶ るよ うに

墓穴の遺体 は目をつぶ っている.ラ イオ ン

  も狩人を前 に して目をつぶ る

雨 が降 って もア リ塚は満杯 にな らない.膀

 胱 も尿で一杯にならないように

ア リ塚を母の腹,根 をへその緒 にみたて,

 母体 か ら生まれなお して異常を回復.怠

  った手続 きの補完
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no. 方 名 学 名
和 名 用  途

U-15) chindundu(体 の 赤 い ア リ)の 巣 の穴 を

     貫 通 して い る木 の根

     (muzu Wa mtengo)

U-16)

U-17)

U-18)

U-19)

湿地 に張 って い る木 の 根

 (muzu wa mtengo m,dambo)

た ま り水 の 中 に生 えて い る 草 の根

 (muzu wa udzu m'madzi)

木 の 洞 の 中に生 えて い る草

 (udzu m,mtengo)

水 中 で揺 れ て い る草(udzu m'madzi)

ミツバチを用 いた邪術(ム チェゾ)で

お こされた失神(kunyu)の 治療

クマネズ ミを用いた邪術(ム チェゾ)

 で引き起 こされた体 中の痛 みや吐 き

 気の治療

ナマズを用いた邪術(リ カンコ)で お

 こされ た脱水症状の治療

ナマズを用 いた邪術(リ カンコ)で お

 こされた脱水症状の治療

.月経過多(nsambo)の 治療

夜 尿 症(ukozakoza)の 治 療

中風(manjenje)の 治 療
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吉 田 チ.ワ ま の 「薬」

処  方 説  明

炭を体につ けた傷に塗布,粥 に入れて服用

根の炭を体につけた傷に塗布,粥 に入れて

 服用

根の皮の粉を体につけた傷に塗布,ま た服

 用

根の皮の粉を体につけた傷に塗布,ま た服

 用

根を浸した水で粥を作り服用

全体を浸した水を飲用

全体の粉を体につけた傷に塗布

ア リ塚を養蜂筒(ngorna),根 をその蓋にみ

 たて,蓋 を除 くことで邪術師が送 り込ん

 だハチを引き出す

この木の根 はア リに噛まれ て も平 気 で い

 る.邪 術師が送 った ムシに噛まれて も平

 気なよ うに

症状の一つである痛みが このア リに噛まれ

 た ときの痛み に類似.同 種療法

この木の根は多 くの水分を保 っている.患

 者 に水分を補給

たまり水同様血 が止 まる

この草 は木 の外 へ出ない.尿 が外へ出ない

 ように

この草 も患者 の手足 同様揺れている.同 種

 療法
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no。 方 名 学 名
和 名

E-1)

E-2)

女性の腰に巻 いた ビーズ飾 りの芯の紐

 (chingwe)

電 線(chingwe cha laiti)

E-3)  ア リ塚 の土(kauma)

E-4♪

E-5)

E-6)

E-7)

E-8)

E--9)

E-10)

E-11)

E-12)

ザ ル(lichero)

炭(makala)

ザ ン ビア 国旗(mbendela la Zambia)

塩(mchele)

母 乳(mkaka)

尿(mkodzo)

酒 造 りに使 う トウ モ ロ コ シを つ け てお い

 た水(mteteka)

まぜ 棒(mtiko)

杵(munsi)の 破 片
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       そ  の  他

用  途

便 秘(kawinde)お よび 難 産(uvutika

 pobala)を お こす 邪 術(ム チ ェゾ)

同治 療

妊 娠 した女 性 の近 親 者 に で きるで き も

 の(phumbaま た はnyamkalimbi)

 の 治 療

失神(kunyu)を お こす 邪 術(ム チ ェ

 ゾ)

同治 療

強壮 剤(mangolomera)

喉 の 痛 み(chikokoko)の 治療

下 痢,血 便(mimba mwaka madzi)の

 治 療

目い ぼ(nchetera)の 治療

ハ トを ハ ト小 屋 に 居 つか せ る 「薬 」

人 気 を得 る 「薬 」(chikondi)

咳(chifuwa)の 治療

*ム ドウロの 治療

傷(chilonda)の 治 療

耳 炎(m'matu)の 治 療

体 全 体 の 腫 れ(matenda yo tupa)の 治

 療

歯槽 膿 漏(mkungutsa)の 治 療

口内 炎(kawalitsi)の 治療

疵癬i(mphere)の 治療

牛 の病 気 の 予 防

乳 児 の 耳炎(m'matu)の 治 療

火 傷 の治 療

お た ふ くかぜ(kandukutu)の 治 療

仮 面 舞 踊 に多 くの観 衆 を 呼 び 集 め る

 「薬」 (chikondi)

惚 れ 薬(chikondi)



吉田 チェワ族の 「薬」

の  「薬」  一  覧

処  方

全体ないし一部を使用

全体の炭を粥に入れ服用

妊婦のつけている腰紐の炭を患部につけた

 傷に塗布

電線を使用

電線を燃やし被覆部を除いた銅線の粉を体

 につけた傷に塗布

野線を燃やし被覆部を除いた銅線の粉を体

 につけた傷に塗布

粉にしたものを水で溶き,喉 の外側に塗布

水溶液を飲用

顔をザルで隠し,目の辺りをトウモロコシ

 の軸をさした矢と弓で射る

水溶液をハトに与える

破片を袋に入れて携帯

粥に入れて服用

*粥に入れて服用

患部にそのまま塗布

布に包み水 に浸 して,そ の滴を耳に滴下

水溶液を飲用

歯ぐきに塗りつける

患部に塗布

患部に塗布

水溶液を牛に与える

母乳を耳に滴下

患部に尿をかける

飲用

破片の粉を会場に散布,周 囲の木にも塗布

粉を体の傷に塗布し袋に入れて携帯

説  明

相手の腰を締 めつける

同種療法

この病気は妊娠が原因でお こる.同 種療法

電気の ムシ(kayowela ka laiti)を 送 り込

 み,相 手に電撃を与える

同種療法

喧嘩相手 に電撃を与え る

ア リ塚 の土 は固い.カ ウマとは固いものの

 意.喉 を頑強にす る

この土 は固い.腹 を 固 くする

トゥモロコシのかすをザルで取 るよ うに目

 いぼも取れる

黒 さでハ トの 目か ら他の場所を隠す

国旗を見上 げるように人 々が見上げて(尊

 敬 して)く れる

胸の中の傷を治す

胸の中の傷を治す.塩 を食べて もよいよう

 に

実効

耳 の傷を治す

体 の中の傷 を治す

実効

口内炎をおこ している虫の血 を塩が吸収 し

 虫を殺す.(塩 には水を吸 う性質がある)

病気をお こしている虫を塩が殺す

塩 が牛の血行を促進する

実効

実効

この水には酸味がある.そ の酸味がおたふ

 くかぜの患者が覚える口中の酸味を消す

主食 の調理に誰 もが使 う.仮 面舞i踊が人 々

 のそばにあるように

杵 と同様いつ も女性のそばにい られる
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no. 方 名 学 名
和 名 用  途

E-13) 煤(mwai)

E-14) 生 理 帯(nsalu)

E-15) 首長 の 葬儀 で 出 され た トウ モ ロ コ シの固

     粥(nsima)

E-16) ニ ャウ(nyau)の 仮 面 用 の 羽根

E-17) ニ ヤウ ・ヨ ・レ ンバ(nyau yo lemba)の

     尾

E-18) 死 者 の 出た 家 の垂 木 (paso)

E-19)  蜜 臆(phula)

性交中,女 性が男性よ り先 に 「性液」

 を放 出 し,男 性の指が長 くな ったり

 体がだる くな ったりする 病気(uko-

 zelewa)の 治療

睾丸が腫 れる病気(phuzi)の 治療

妊婦の陰部の腫れ物(chinkombola)の

 治療

月経 中の女性 との性交による血尿を と

 もな う膀胱炎(likodzo)の 治療

村 をま とめる 「薬」

性交 中,女 性が男性 より先に 「性液」

 を放出 し,男 性の指が長 くな ったり

 体がだる くな ったりす る病気(uko-

 zelewa)の 治療

幸運(mwai)を よぶ 「薬」

惚 れ 薬(chikondi)

惚 れ薬(chikondi)

強 壮 剤(mangol。mera)

*白 内障(ng'ala)の 治 療

E-20) 灰(pulusa)

E-21) 針(singano)

性交中,女 性が男性 より先 に 「性液」

 を放出 し,男 性の指が長 くな った り

 体がだる くな った りす る病気(uko-

 zelewa)の 治療

月経 中の女性 との性交 による血尿を と

 もなう膀胱炎(likodzo)の 治療

睾丸が腫れる病気(phuzi)の 治療

突 き刺すよ うな肋骨の痛 み(kalaso)の

 治療

夫が妻のもと以外で は性欲 を感 じない

 よ うにする邪術(カ ウタ)の 治療

強壮剤(mangolomera)
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吉田  チェワ族の 「薬」

処  方 説  明

そのまま服用 ム ワィとは幸いの意.患 者に幸運を もた ら

 す

粥に入れて服用

そのまま患部に塗布

粥に入れて服用

袋に入れ埋設

炭を粥に入れて服用

患者に幸運をもたらす

患者に幸運をもたらす

患者に幸運をもたらす

患者に幸運をもたらす

生理帯は女性の 「性液」を受けとめるのが

 役目

粉 に した ものを体につけた傷に塗布,袋 に

 入れ携帯

粉 に した ものを袋に入れて携帯

粉に した ものを袋 に入れて携帯

粉を体 につけた傷 に塗布

そのまま,ま たは卵 の白身に混ぜて目に塗

 布

そのまま服用

首長の葬儀 のように多 くの人 が自分 の周 り

 に集ま る

ニ ャウの仮面舞踊 同様人を喜 ばす

8ヤ ウの仮面舞踊同様人を喜ばす

喧嘩相手 が死ぬよ うに

*目の濁 りを臓 に付着 させて除去

灰は白い(u-yela).体 の中を浄化(u-

 yeletsa)す る

粥に入れて服用

粥に入れて服用

粉を体につけた傷に塗布

そのまま袋に入れて携帯

粉を体につけた傷に塗布

灰 は白い.膀 胱を 白く(浄 化)す る

灰 は白い.体 の中を 白く(浄 化)す る

痛みは邪 術師によ って送 り込まれた針 によ

 って起 こされているかも しれない.同 種

 療法

針が必 ず もとへ戻 るよ うに病 も送 り主の も

 とへ戻る

相手を刺 して苦 しめる
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